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第一章　アンスリウム








　１




　オフィスビルが立ち並ぶ駅前は、夜ともなれば仕事を終えて駅に向かうサラリーマンでいっぱいだ。その人なみに逆らうようにして、端はし木き瑤よう子こは駅からオフィスビル街へと足を向けていた。

　昼間はまだ夏の気配が残っているが、夜は秋の風が通り抜けて火照った体を涼やかに撫でていく。

　資料やカタログの入った鞄は重く、肩に食い込んでいる。足もパンパンで今すぐにでもヒールを脱ぎ捨ててしまいたいほどに窮屈だ。それでも瑤子は上機嫌だった。

　大学を卒業してから五年、瑤子は大手ビール会社の営業一筋でやって来た。毎月の成績は好調で、今月も目標を上回る成績を残せそうだ。

　午前中の既存の店舗を回る営業は二件共うまく話をまとめることができたし、午後からの飛び込み営業をした十社中三社に、次に繋がるような話をすることができた。

　飛び込み営業は百件回って一社が話を聞いてくれるかどうかという難しさがある。しかしだからこそ挑戦のし甲斐があるし、面白い。

　瑤子の営業成績は、毎月平均よりも少し上をキープしている。その秘訣が足を使っての営業だ。とにかく歩いて新規開拓の店を探す。そして躊躇なく飛び込み営業をかける。断られてもめげず、それを活力に変えてさらに営業に励む。

　瑤子にとって営業は天職とも言えた。

　営業成績は月ごとに決められているので、月末ともなれば最後の追い込みをかけることになる。月末最後の週は戦場に行くような気分で営業をかける。瑤子はすでに目標を達成しているのでこれ以上頑張る必要はないのだが、それでも最後までやりきりたい思いがあった。

　そして今日頑張った結果、先月よりもいい成績が残せた。そのため心は晴れやかだ。しかし体はそうはいかない。

　高校時代には陸上の短距離選手、大学でもスカッシュのサークルに入っていて、外回りの営業に体力がついていかないわけではない。ただ、ひと月間毎日頑張っているとやはり疲れが体に残ってしまう。二十七歳ともなれば、学生時代のように一晩眠れば回復するようなことはない。

　今日は月の最後の金曜日。月末までもう幾日もない。本来なら営業先の人と接待を兼ねた食事をして商談をまとめてしまいたいところだが、瑤子は月末の金曜日は必ず定時で仕事を終える。

　今瑤子が足を向けているのはオフィスビル街だが、営業先に行くわけではない。

　ひと月間、営業で走り抜けた体はくたくただ。その疲れをどうにかして取れないものかと考えた末に辿り着いた、心と体のリフレッシュ方法。それが全身のアロママッサージだった。

　頑張った自分へのご褒美にと、毎月月末の金曜日はマッサージのために空けておく。仕事を前倒しで行い、その日は残業せずに時間になったら即退社する。五年間続けている瑤子の月課だ。

　マッサージ店を探すのは主にスマホだ。マッサージと入力すれば、ずらりと店の名前が並ぶ。最近マッサージを提供する店が増えてきたように思う。揉みほぐしからアロマを使ったもの、矯正目的や割安な部分マッサージまである。増えた分選び放題だが、だからこそ吟味しなければならない。自分に合ったところを見つけなければ、肌を触るだけの圧の弱い店や揉み返しになる店もある。

　瑤子もこの五年でいろいろな店を回ってみた。いい店もあれば合わない店もあったが、ここ一年ほどは同じ店に通い続けている。

　瑤子が向かっているのはアロマオイルを使った全身をマッサージしてくれる店。ＳＮＳの口コミで絶賛されているのだが、一日十五人程度しか施術をせず、予約が取れないことで有名だった。また詳しい住所は伏せられていて看板も出ておらず、紹介がなければそこに行きつくこともできない。

　瑤子はそのマッサージ店があるマンションの手前で立ち止まり、鞄から小さな鏡を取り出した。

　鏡に映っているのは大きな黒い瞳とツンとした鼻、その下の小さな唇。きつい印象を与える、少し吊り上がった眉と目尻。肩まである茶色の髪が風で巻き上げられたためか少し乱れていた。それを手櫛で整えて瑤子は息を吐く。

　百六十九センチメートルの身長を包む、色気はないが女性らしい清潔感のあるライトグレーのスーツ。鞄の色と合わせた黒のヒールを履けば、男性にも負けない高身長になる。

　営業では一目で覚えてもらえるので有利な身長だが、もう少し可愛げのある姿であれば良かったのにと思うこともあった。

　特に今は少しでも可愛い見た目になりたい。そう思いながらもう一度鏡の中の自分を見つめる。

　ここで見た目を整える必要はない。全身のアロママッサージでは衣服を脱いで着替えるし、髪もまとめて横に流しておく。多少乱れていてもあまり関係ないのだが、そう思っていてもいつもここで鏡を取り出しては自分の姿を確認している。

　そうさせているのは自分の中にある思い。無視できないほどの感情。けれど決して表に出したくない気持ち。

　一年前、この場所で出会った彼のことを瑤子は思い出していた。
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　それは本当に偶然の出会いだった。

　一年前、午前中の営業周りを終えて一度会社に戻ろうと駅へ向かっていた瑤子は、突然低い声に呼び止められた。

「端木？」

　名前を呼ばれて振り向けば、医療用の白衣に似た衣服を身にまとった同じ年くらいの男性がいた。

　濃い茶色の短い髪。半そでから覗く腕は何かスポーツをやっているかのように引き締まっている。背が高く、瑤子がヒールを履いた状態でも見上げる高さに顔がある。その顔を見上げて瑤子は息を飲んだ。

　素敵な男性だった。くっきりした二重に薄い茶色の瞳。まつ毛が長く、頬に影ができるほどだ。きりりとした眉。鼻が高く、薄い唇の間から白い歯が見えていた。

　優しい柔らかな笑みを浮かべたその男性に、しかし瑤子は戸惑った。瑤子の名前を知っているということは、どこかで会っているはずだ。だが、いくら記憶を掘り返してみても目の前の男性に該当する人がいない。こんなイケメンに出会っていれば、忘れるはずがない。しかし全く思い出せない。

「えっと……」

　営業先の人だろうか。それとも個人的な知り合いか。思い出せずに焦っていると、男はぷっと噴き出した。

「俺の名前、思い出せない？」

「あの……はい。ごめんなさい。どこでお会いしましたっけ？」

「本ほん郷ごう悠ゆう斗と。同じ高校の同級生。そう言えばわかる？」

　名乗られて瑤子はまじまじと悠斗を見上げた。

　十年以上前の記憶にある本郷悠斗と目の前の男性を重ね合わせる。高校時代の彼も格好良かったが、目の前の彼はさらに輪をかけて格好良くなっている。

「本当に、本郷君？」

「なんで疑うんだよ」

「だって凄く格好良くなってるから、わからなかったよ」

　懐かしさに笑みを浮かべてそう言うと、悠斗は照れたように頬を掻いた。

　思い返してみれば、高校の同窓会をしたのは二十歳の時だ。その時はあまり話せなかったが、格好良さは変わっていないと思っていた。それから七年も経っている。大人としての落ち着きが雰囲気にも現れて、瑤子が一目で気づかないのも仕方がないほどに悠斗は男性としての魅力が跳ねあがっていた。

「端木も凄く綺麗になってる」

「褒め返さなくてもいいから」

　返ってきた褒め言葉に、瑤子はクスクス笑う。

　高校の時も、ノリがよくて話上手、しかもいやらしさがない分面白いので非常に人気者だった記憶がある。口説き文句や褒め言葉も、話半分でちょうどいいと言われていたくらいだ。所属していたバスケ部でもムードメーカーで、けれど相談すれば親身になって考えてくれる、頼りがいのある存在でもあった。　

　顔も性格も良く面白い。クラスメイトであり同じ運動部であるという関係上よく話をする機会はあったが、瑤子としては特別な思いは抱いていなかった。しかし、背が高くて顔も性格も理想的だと、他の女子の間で悠斗は憧れの的だった。

「久しぶり。元気そうだね」

「お蔭さまで、元気だよ。本郷君は、今からお昼休み？」

　再会の挨拶もそこそこに瑤子は問いかけた。悠斗が持つコンビニのマークがついた白い袋には、お弁当の他におにぎりやパンがいくつか入っていたからだ。

「そう。午前中の仕事が終わって、コンビニで昼飯調達してきたところ」

　悠斗が言いながらパンパンに膨らんだビニール袋を掲げて見せた。

「凄いね。一人分？」

「うん。全部俺の分。マッサージ師は体力勝負だから、腹が減るんだ」

「マッサージ!?」

「うん、そうだけど。あれ？　言ってなかったっけ。俺、マッサージ師になるのが目標だって」

「今、初めて聞いた」

　よくよく見れば、悠斗の着ているのはスクラブと呼ばれる医療用のユニフォームだ。悠斗の制服やマッサージという言葉に内心瑤子は興奮する。

　今通っているマッサージ店も悪くないが、そろそろ別の店を見つけようと思っていた矢先の言葉。しかし瑤子は内心の興奮を出さないように、冷静さを装った。元クラスメイトがしているといっても、評判くらいは下調べしたい。悠斗を疑うわけではないが、彼を雇っている店がいい加減な施術しかしていない可能性もなくはないからだ。

　実際、金額に見合わない施術をしているマッサージ店もある。

「でも驚いた。本郷君がマッサージ師になるのが目標だったなんて。この近くにお店があるの？」

「ああ。このマンションの二階。アムルーズって店で……」

「アムルーズ!?」

　マッサージ店の探りを入れようとした瑤子は、悠斗の言葉に思わず叫んだ。冷静さは吹き飛び、それこそ胸ぐらをつかむ勢いで悠斗に迫る。その迫力に悠斗が目を丸めた。

「紹介がないと予約もできなくて、店の場所も伏せられてる、あのアムルーズ!?」

「ああ……たぶん、それだと思う」

　悠斗は瑤子の食いつきに驚きながらも苦笑すると、落ち着くようにと手で制した。

「男二人だけでやってるから、施術人数も制限してるんだ。前は情報も公開してたんだけど、そうしたら飛び込みで来る人も出てきて、断るのも申し訳なくて対応していたら休憩も休みも取れなくなってさ。今はお客様にも了承してもらって完全予約制で施術してるんだ」

「そりゃ、ＳＮＳでも口コミが凄いもの。私もずっと気になってたし、行ってみたいと思ってたんだ」

「端木はマッサージ店に通ってるの？　いや、聞かなくてもその様子を見ればわかるけど」

「毎月行ってるよ。リフレッシュと自分へのご褒美を兼ねて。だから、口コミで人気のアムルーズもずっと行ってみたいと思ってたのよ。マッサージは凄く丁寧で気持ちよくて、施術者がイケメンで目の保養になるって書いてあるから」

　悠斗を見上げてまじまじと見つめた。この甘いマスクと話しやすい人柄ならばあの口コミも合点がいく。瑤子は納得するように何度も頷いた。

「もう一人の人も格好いいの？」

「格好いいけど、俺の方がもっとイケてる」

「なに、その自信過剰発言」

　瑤子が噴き出すと、悠斗も目を細めた。

「先輩は格好いいし、施術も上手い。でも既婚者。俺は今フリーだし、狙うなら俺にしといた方がいい」

「はいはい、本郷君が格好いいのはわかったから。まったくもう、相変わらず話が上手いんだから」

　瑤子の様子に、悠斗は苦笑して肩をすくめた。

「なんなら、今から施術してあげようか？」

「それは嬉しいけど、私もまだ仕事中だし、本郷君だって今からお昼休憩でしょ」

「じゃあ、予約だけでもして行けよ」

「え、いいの!?　あ、でも紹介がいるんでしょ？」

　嬉しくて声を上げたものの、瑤子はすぐに眉を下げた。瑤子を紹介してくれる人が思い当たらなかったからだ。そんな瑤子の前で悠斗は自分を指さしてあっけらかんと笑った。

「俺が紹介者」

　これ以上ない紹介者に、瑤子も驚きと嬉しさで満面の笑顔を見せた。

「じゃあ、遠慮なく予約入れさせてもらうわ。いつならいい？」

「土日は休みだから、それ以外の夜──七時以降ならいつでも大丈夫」

　オフィス街に店を構えるだけあって、土日が休みというのも頷ける。普通のマッサージ店との違いに驚きながらも瑤子はスマホでカレンダーを確認し、いつもマッサージ予約を入れている月末金曜日の夜を指定した。

「わかった、空けとくよ」

　いつも予約でいっぱいの店なのに、そんなに簡単に取れるのかと瑤子は首を傾げた。そんな様子を見て悠斗は苦笑する。

「大丈夫、問題ない。それとその日、八時以降になっちゃうけど、ディナーの予約はいらないかい？」

「じゃあそれもお願い。安くておいしいお酒が飲めるところにしてね」

　瑤子は苦笑しながらも答えた。酒豪である瑤子にとって、食事とお酒は常にセットなのだ。

「わかった。端木の好きそうな店を探しておくよ」

　互いの連絡先を交換し、瑤子は悠斗に背を向けた。その背中を、悠斗がずっと見ていたことなど知らずに。

　

　月末の金曜の夜、瑤子は悠斗と偶然会ったマンションの前まで来ていた。時刻は夜の七時少し前。

　緊張した面持ちで瑤子はアムルーズがあるというマンション内に入った。エレベーターを使わずに階段で二階まで上がり、一つの扉の前で止まった。

　表札はなく、他の部屋と全く同じ扉。悠斗から教えてもらった部屋番号を何度も確認して、瑤子は扉の取っ手に手をかけた。扉の上部につけられた鈴が心地よい音を奏でる。

　小ぢんまりした玄関口。廊下にはスリッパが一揃い置かれていた。

　ぱたぱたという足音と共に以前と同じスクラブ姿の悠斗が奥から姿を見せたことに、瑤子は心から安堵の息を吐いた。何度も確認したものの、初めて訪れる場所というのはやはり緊張する。

「やあ、いらっしゃい」

　笑顔で迎えられて瑤子も相好を崩した。

「靴を脱いで、奥へどうぞ」

「あ、うん。お邪魔します」

　緊張した面持ちで靴を脱ぐ。初めてのお店でのマッサージ。しかも揉んでくれるのは男性で、しかも同級生だ。緊張しない方がどうかしている。

　靴を脱ごうと手をかけたシューズボックスの上に、一輪挿しが置いてあることに今更ながらに瑤子は気付いた。ガラス製の美しい一輪挿しにはススキが飾られている。秋の七草のひとつであるそれを見て、脳裏にお月見の夜の光景が思い浮かんだ。お供えの団子まで想像してしまい、瑤子はふっと笑う。

　そのお陰か、緊張していた心と体が和らいだ気がした。

　悠斗について廊下を進む。廊下の一番奥に『従業員専用』と書かれた扉があり、その手前に二つの扉があった。その奥側の扉に案内される。

「わあ」

　部屋に足を踏み入れた途端、瑤子は思わず声を上げた。

　白を基調とした部屋は適度な照明があって明るい。窓には白いカーテンがかけられ、小さなサボテンも飾られていて可愛らしい。壁には観葉植物が配置され、落ち着いた雰囲気と清潔感があった。

「素敵……癒されるぅ」

　癒しの空間に感動していると、クスクスと笑われて瑤子はハッとする。

「部屋を気に入ってくれたのは嬉しいけど、癒しの時間はこれから始まるんだぞ」

　恥ずかしさに顔を赤らめながら、悠斗に勧められてベッドへと腰掛けた。

「それで、今日はどういったマッサージにする？」

　悠斗からメニュー表を受け取って、瑤子は上から順番に目を通した。

　ヘッドスパやフェイスマッサージ、肩と背中、足のみといったメニューがずらりと並んでいる。その一番下に、瑤子の求めるマッサージ項目があった。

「全身アロマで」

　躊躇なくそう告げて顔を上げると、にこやかな悠斗の瞳とぶつかった。そこで改めてマッサージ師が高校の同級生で男性だということを思い出した。しかし口から出てしまった言葉は取り消せないし、全身アロママッサージを受けたいのは間違いない事実だ。ひと月頑張った肩や背中はがちがちに固まっていて、体は癒しを欲している。

「こっちで用意した紙の下着に着替えてもらうけど、大丈夫かな？」

　暗に肌を晒すと言われて瑤子は顔を赤らめながら頷く。すると、瑤子につられて悠斗も頬を朱に染めた。

「じゃあまず、香りの見本からマッサージに使うものを選んでもらっていいかな？」

　お互いの気恥ずかしさを振り払うように、悠斗は明るく言って棚からアロマの入った小さな容器を持ってくる。

「端木は、どんな香りが好き」

「ん～、爽やかな香りが好きだから、柑橘系とかかな」

　実際、他のマッサージ店でも柑橘系のアロマを好んで選んでいる。悠斗は幾つかの容器を瑤子に手渡してきた。それを一つ一つ嗅いでいき、一番気に入ったものを悠斗に渡した。

　柔らかな、それでいてしっかりとした柑橘の香りが鼻に心地よいアロマ。　

「オレンジの香りか。端木らしいチョイスだな」

　瑤子の選んだアロマに悠斗は微笑んで頷いた。

「じゃあ俺は外にいるから、そこの下着に着替え終わったらベッドの横にある呼び出しボタンを押してくれ」

　悠斗はそう言い残して部屋を出ていった。一人残された瑤子は、火照った頬を冷ますように手のひらで風を送る。

「そっか……紙の下着か」

　今まで何度も施術を受けている。そのすべての店が着替えを用意していた。当たり前のことなのに、すっかりと失念していた。憧れのアムルーズということと、悠斗のような素敵な男性に施術してもらえることで舞い上がってしまっていたのだ。

　瑤子は一度大きく深呼吸をすると、衣服を脱いだ。すべてを脱いで紙の下着だけを身に着ける。部屋に備え付けられている鏡を覗くと、顔を赤らめた自分が映し出される。紙とはいってもしっかりとしたもので、簡単には破けないし濡れても透けない。ビキニと同じだと思えば恥ずかしさも半減する。

　同じ場所に置いてあったバスタオルを体に巻き付けて、瑤子はベッド横の呼び出しボタンを押した。

　ゆっくりとした三回ノックの後に声がかかる。

「どうぞ」

「失礼します」

　悠斗が入ってくると、途端にオレンジの香りが部屋に満ちた。その香りを胸いっぱいに吸い込んで、息を吐き出す。自分の中がオレンジで満たされた気分になって心地よい。

「それじゃあ、始めるね。まずうつ伏せになってくれる？」

　バスタオルを外して瑤子はベッドへと寝転がった。悠斗が瑤子の体の上に大判のバスタオルを、上半身と下半身とに分けて二枚かけてくれた。ずっと肌を晒さなくて済むことに安心する。

　ベッドの顔の部分にはドーナツ型のクッションが置いてあり、そこに顔をうずめることによって呼吸を確保できた。これで悠斗に顔を見られなくて済むのはありがたかった。

　バスタオルをかけているといっても、同級生相手に初めて肌を晒すのだ。恥ずかしくないわけがない。

「まず足を触るよ」

　足側のバスタオルを太ももまで捲られた。足裏に熱めのタオルが乗せられて、驚くと同時にその気持ちよさに息を吐く。

　空調で冷やされた体は、末端から冷たくなっていく。その代表的なのが足だ。綺麗にするという意味も同時にあるのか、丁寧に足裏を拭われる。踵から指先へ、指の一本一本を揉むように拭かれる。

　もう、それだけで気持ちがいい。

「オイル塗っていくよ」

　タオルがぬるくなるころにそう声をかけられた。

　足裏に大きな手のひらが押し当てられた。先ほどのタオルより少しぬるいが、人の手だと思えば熱く感じる。オイル自体を温めているからだろう。けれど、それがとても気持ちいい。

　塗り広げられ、適度な力で押される。血流とリンパを流し、ツボを押してコリをほぐす。

　オイルを使うアロママッサージは個室で行うために女性の施術者の方が安心される。しかし、施術者が男性である利点に瑤子は気付いた。

　まず手のひらの大きさだ。そして力の強さ。大きな手が優しく、ときに強く滞りがちなリンパ液を流してコリをほぐしてくれる。また異性に素肌を触られることは、幸福感が得られたりリラックス効果のあるホルモンが分泌されるため、心も体もすっきりとする。それがイケメンであればなおさらだ。

　足裏、くるぶし、ふくらはぎと順番に揉みほぐされる。

「はぁ」

　心地よさにため息が漏れた。

「端木は足の筋肉がしっかりついてるから、一度リンパに沿って老廃物を流してやれば、むくみもすぐに取れる」

「高校時代、陸上で鍛えてたからね。私のふくらはぎを見て、子持ちシシャモってよく言われてたし」

　瑤子はクスクス笑った。

　高校時代に陸上の短距離選手だった瑤子は、足腰はしっかりとしていた。そのお陰か、営業で歩いまわることを苦に思ったことはない。

　悠斗の手がふくらはぎから太ももへと移動し、温かな手が足の付け根にまで到達する。ほんの少し気恥ずかしい。けれどそれ以上に気持ちがよかった。

　足が終わると腰から背中、肩周り、首、腕と全身を揉まれた。凝り固まった体が解され、滞りがちだったリンパが流れて体中がぽかぽかと温かくなってくる。

「次は仰向けになってくれるかい？」

　言われるまま仰向けになると、悠斗の茶色の瞳と合う。にこりとほほ笑まれて、妙に気恥しくなって目を逸らした。

「目元に、タオル置くよ」

　温められたタオルが瞼の上を覆う。目隠しの代わりにもなっているが、じんわり染み入るような温かさに心地よくまたため息が漏れる。

「熱くない？　大丈夫？」

「うん、平気。というか、気持ちいい」

「そう。良かった」

　首や肩を念入りに揉まれ、首から鎖骨へとリンパを流される。

　全身が温まり、気持ちよく解されていることで、瑤子に睡魔が降りかかる。目元をタオルで覆われて暗くなったこともあり、瑤子は夢うつつの状態でマッサージを受けていた。

「はい、お疲れ様でした」

　肩を叩かれ、ふと意識が戻る。ほんのわずかの間眠っていたらしい。その間にマッサージは終わり、塗りたくられていたオイルも綺麗に拭きとられていた。

「眠くなるほど気持ちよかった？」

「うん。凄く」

　目をこすりながら瑤子は体を起こす。凝り固まっていた肩や腰、重くなっていた足も軽く感じる。肌に馴染むオイルのせいか、皮膚は弾力があり艶もあった。

　まさしく一皮むけたような体に、瑤子は満面の笑みを浮かべた。

「凄い！　体も軽いし、なにより肌のトーンが明るくなったみたい」

「それは良かった。最上の褒め言葉だよ」

　悠斗は照れながらそう答えた。

「じゃあ、ついでに次の予約も取っとく？」

「ぜひ！」

　瑤子は勢い良くうなずき、それに悠斗も笑みを浮かべた。

　

　マッサージを終えた二人の姿は居酒屋にあった。

　週末の店内は混んでいて、にぎやかな声が響いている。店に入ってから瑤子はずっと上機嫌だった。

　悠斗が連れてきてくれた居酒屋は、瑤子がリクエストした通りの安くておいしい店だった。雑然とした雰囲気や喧噪も瑤子には好ましく、とても気に入った。それに料理がおいしく、お酒の種類が豊富だ。

　生ビールから始まり、ハイボールや酎ハイを飲み、おいしいつまみを食べる。

　上司や仕事上の接待ではなく、同級生と食事をする時間は楽しい。たわいもないおしゃべりをして時間はあっという間に過ぎていった。酒豪の瑤子は片手では足りないほどアルコールのお代わりを頼んだ。一方、悠斗はごく薄い酎ハイを二杯だけだ。もっとも、その二杯目もほとんど残っていて、瑤子が代わりに飲み干したのだが。

「大丈夫？」

　瑤子は店を出たところで悠斗を振り返る。

　店の壁に寄りかかる悠斗の頬は赤く、目はとろんとしていていかにも酔っている体だ。お酒に弱いと悠斗自身も言っていたが、ここまでとは思いもしなかった。

　悠斗の頭はふらついているし、足元はおぼつかず危うい。

「…………だいじょーぶ」

　とてもそうは思えない返答があって、瑤子は呆れつつもくすりと笑う。

　高校の時もそうだが、マッサージ師としても何でもそつなくこなすと思っていた悠斗の弱点を発見したようで、ほんの少し嬉しかった。

「駅まで……送る……」

　悠斗に言われて瑤子は慌てて首を振った。

「いやいや、送るのは私の方よ」

　どう見ても一人で歩いて帰れるようには見えない。かといってタクシーを使うほどの距離でもない。瑤子は頭も足元もしっかりとしている。酔っている感覚はないが、火照った体を冷ますのにちょうどいい距離でもある。

「私が本郷君のマンションまで送るわ」

「…………ごめん。申し訳ないけど、頼む」

　素直に頭を下げて瑤子の方へ一歩歩み寄った瞬間、悠斗がバランスを崩した。その腕を咄嗟に支える。陸上で鍛えていたからか、毎日歩いているからか、瑤子の足腰はしっかりしている。咄嗟のことでも体は動き、悠斗の体を支えるくらいには筋力がある。

「大丈夫？」

「大丈夫……じゃ、ないみたい」

　同じことを聞けば、弱気な言葉が返ってきてまた笑った。

　二人で歩いてきた道を、悠斗を支えながら歩く。

　街頭の明かりが二人の影を地面に伸ばしていた。行きは二つに別れていた影は、今は一つに重なっている。それが特別のことのように思えた。

　酒豪の瑤子は、飲み会の時には誰かを介抱する役が多い。こうして酔った人を支えながら歩くこともある。けれどこんなにもドキドキと心臓がうるさくなるのは初めてだった。

　イケメンだから。高校の同級生だから。そんな言い訳が頭をよぎる。けれど、胸がときめいている理由はそのどれでもない。

　その気持ちに気付き、わかっていながら瑤子はその思いから目を逸らした。

　同級生で、マッサージ店のマッサージ師。ただそれだけだと自分に言い聞かせながら瑤子は悠斗のマンションまで歩いた。

　マンション前まで来た瑤子は、悠斗の様子を見てそのまま中に足を踏み入れた。入り口でそのまま別れるには、悠斗の様子は危うすぎる。

　エレベーターの階数を悠斗に聞けば『八階』と答えたので、ボタンを押して一緒に上がり玄関前まで送り届けた。

「上がっていく？」

「そうね、上がらせてもらうわ。置いていったら、そのままここで寝ちゃいそうだもの」

　店を出た直後に比べればましになったが、それでもやはり足元は怪しい。ここまで送ってきたのだ。ベッドに入るところまでは見届けたい。

　鍵を開けてもらい、悠斗と共に部屋に上がり込む。内装はアムルーズと変わらないようで、廊下の一番奥の扉を開けてリビングへ入る。そのさらに奥にある寝室へと悠斗を支えながら運んだ。

　その体をベッドに横たえさせて、瑤子は大きく息を吐いた。

「水、いる？」

「んー…………だいじょーぶ」

　大丈夫そうではない返事があり、瑤子は本人の了解を得て冷蔵庫をあさった。ペットボトルの水をもって戻ると、悠斗はベッドで小さな寝息を立てていた。

　少し乱れた髪。赤らんだ頬。わずかに開いた唇。高校の時ともマッサージの時とも違う、とても無防備でそして艶っぽい姿。

「男女逆なら襲われているところよ」

　聞こえていないだろうと思いながら、瑤子は苦笑と共に呟く。それでもお酒に弱いのに瑤子に付き合って飲んでくれたことに感謝しつつ、瑤子は悠斗のさらりとした髪を撫でた。柔らかな髪の感触にドキリとして、慌てて手をひっこめる。

　ドキドキしている胸の高鳴りに気づきながら、それでも瑤子はその気持ちに蓋をした。

　鞄の中を探ってメモ帳を取り出し、無地のページを一枚破る。そこに送ってきたのが瑤子であること、玄関のカギはポストに入れておくことを書いた。最後に呑み過ぎには注意と書き添えて、ベッドサイドに置いたペットボトルの下に挟む。そうして瑤子はもう一度悠斗を見下ろした。

「今日はありがとう。凄く楽しかったし嬉しかった。マッサージも最高に気持ちよかったよ。またひと月後、よろしくね」

　瑤子は聞こえていないとわかっていながらもそう呟くと、その場を後にした。





†††　†††　†††






　一年前から始まったアムルーズでのマッサージ。最初は肌を晒すことも恥ずかしかったが、回を重ねるごとに羞恥を感じなくなった。それよりも施術の気持ちの良さに、もっと触れて欲しいと望んでしまうくらいだ。

　悠斗はマッサージとして際どいところまで揉むことはあるが、それ以上先には絶対に触れてこない。それがわかっているからこそ瑤子は何の不安もなく悠斗にすべてを任せられる。安心感から施術中に寝てしまうこともよくあることだった。

　マッサージが終わってからの二人でする食事会も続いている。悠斗は毎回違う店に連れて行ってくれる。そのどれもがおいしくて気安いところだった。気取らずに飲めて食べられるのは楽しくて嬉しい。ただし、悠斗がアルコールを口にしたのは最初の時だけで、その後は常にノンアルコールを頼む。瑤子は別に構わないのだが、悠斗は醜態をさらしたくないと頑なにアルコールを避けていた。

　紳士的なのに妙なところで子供っぽいのは学生時代と変わらない。

　大人になるということは、色々な意味で変わっていくことだ。学生時代のように自由ではいられない。社会の厳しさを知り、会社や人間関係に縛られて、多少なりともスレていく。しかし、悠斗は学生時代のまま、ノリが良くてユーモアがある。話しやすく、話題にも事欠かない。

　子供の心を残したままなのに、大人の余裕を見せたりもする。紳士的な態度をとるわりに、小さないたずらを仕掛けてきたりと子供っぽいこともする。

　大人の魅力と子供のあどけなさを持ち合わせた同級生。彼の前でだけは少しでも可愛い自分でありたい。

　もう一度息を吸い、瑤子はマンションへと足を向けた。




　２




　マンションの二階、表札のない玄関扉を開けると上部につけられた鈴が音を立てた。

　シューズボックスの上を瑤子は見る。そこに置かれた一輪挿しには、黄色のガーベラと赤いアンスリウムが飾られていた。毎回変わるその可憐な花に瑤子の頬が緩む。

　ぱたぱたという足音が聞こえてそちらに目をやれば、廊下の奥から悠斗が姿を見せた。

「やあ、いらっしゃい。こちらへどうぞ」

　気安く声をかけられた。これもいつものことだ。言葉に笑みを返すと悠斗も頬を緩めた。靴を脱ぎスリッパに履き替えて、悠斗の後をついていく。

　リビングへと続く手前の扉、いつも通りの奥の部屋へと案内された。

「お？　いらっしゃい」

　荷物を置いていると背後から声をかけられた。振り向けば、もう一人の施術者である荒あら木き慎しん吾ごが笑みを浮かべて立っていた。

「こんばんは」

　瑤子はにこりと笑って挨拶をする。

　慎吾は既婚者で妻と幼い子供がいる。家族との時間を大切にする慎吾は、午後七時には仕事を終えて先に帰宅するのが常だった。瑤子はいつも七時からの予約なので入れ違うことが多いのだが、今日は少し早めに来たせいか久しぶりに顔を見ることができた。

　ＳＮＳでの口コミ通り、慎吾もかなり格好いい。既婚者であるためか三十六という年齢のせいか、落ち着いた雰囲気を醸し出している。顎にはやした髭が似合っていて、悠斗とは違った貫禄のあるワイルドなイケメンだ。

「じゃあ、いつも通り着替え終わったらそこのボタン押してくれ」

　悠斗が二人の間に割って入った。慎吾との挨拶もそこそこに、扉が閉められて部屋に一人残される。

「挨拶くらい、いいだろ」

「駄目です」

「ケチ」

　扉の向こうから、二人のくぐもった声が聞こえてくる。それにクスクス笑う。悠斗はいつもそうして早々に慎吾を追い出すのだ。だから慎吾と会う機会が少ないとも言えた。

「じゃあ俺は帰るから、最後の戸締り頼むぞ」

「はいはい、了解です。お疲れ様でした」

　遠慮のない言葉のやり取りが、二人の親しい間柄をうかがわせた。慎吾はアムルーズの共同経営者であり先輩で、兄のような存在だと悠斗が語っていた。

「羨ましい」

　仕事とはいえ悠斗と一緒にいられる時間が長いのは、瑤子にとって羨ましい限りだ。

　同級生でマッサージ師。悠斗とはただそれだけの関係だ。ただし、悠斗から見ればそういう関係だというだけで、瑤子から見れば違う。一年の間に少しずつ育ってきた感情。この気持ちに名前を付けるのは簡単だった。けれど、瑤子はあえてそれに気付かないふりをしていた。

　気持ちの良いマッサージをしてくれる。おいしい食事が一緒にできる。今楽しい時間を共有してくれるのならば、それ以上は求めないし望んではいけない。

　今あるこの関係を、瑤子は失いたくなかった。

　自分を落ち着かせるように深呼吸すると上着を脱いだ。衣服をすべて脱いで用意されている紙の下着に着替える。バスタオルを手に取りベッドに腰かける。ベッドのそばにある呼び出しボタンを押して瑤子はベッドへ横になった。その上からバスタオルをかけて悠斗が来るのを待つ。

　ゆっくりとした三回ノックの後に声がかかる。

「どうぞ」

「失礼します」

　声をかけて悠斗が入ってくる。

「今日はどうする？」

「肩と首がゴリゴリで、足もパンパン」

　正直に言えば悠斗は苦笑しながら瑤子の剥き出しの肩に触って軽く押した。

「またかなりリンパの流れが悪くなってるな」

　肩から首を触って悠斗は眉根を寄せた。

「肩・首・鎖骨を重点的にしたほうがよさそうだ」

　悠斗の勧めに瑤子は即座に頷く。慣れたもので瑤子はベッドの上でごそごそと体を反転させてうつ伏せになる。ベッドはシングルよりも広く、瑤子が二人寝られるほどの幅がある。背の高い瑤子でも余るほどの長さもあって、とても寝心地がいい。穴の開いたクッションに顔をうずめてゆっくり息を吐くと、体の力を抜いて目を閉じた。

　柑橘系の香りがふわりと漂う。アロマオイルの香りはろいろとあるが、瑤子はこのオレンジの香りを気に入っている。毎回指定している柑橘のさわやかな香り。人肌に温められたオイルが大きな手で広げられていく。

「はぁ」

　心地よさにため息が漏れた。

「今月、ずいぶんと頑張ったんじゃない？」

「わかる？」

「足を触ればわかるよ。いつもより筋肉が張ってるし凄く凝ってる」

「今月最後の追い込みで、今日はいつもより足を使っていろいろなところに営業したの」

「そうか。それはよく頑張ったね」

　労いの言葉をかけられ、さらに足を揉む手に力が入る。

　誰か褒められたくて頑張ったわけではなく、先月の自分に負けたくなくて頑張った。それでも嬉しかったし、最高のご褒美を今貰っている。

　気持ちの良さに、心も体も蕩けそうだった。

「そう言えば、本郷君はなんでマッサージ師になろうと思ったの？」

　悠斗も腕は確かだし、マッサージ師としての勉強も相当しているらしく資格もたくさん持っていると聞いていた。瑤子の天職が営業のように、悠斗もマッサージ師がそうなのではないかと思ったのだ。

「高校の時に好きだった人がマッサージに興味があってね。で、俺も気になって調べてみたら面白くなってきて、そのままマッサージ師になった感じかな」

「初めて聞いた」

「そりゃ、初めて言ったからな」

　瑤子はクスクス笑った。

「好きな人かぁ。本郷君は背も高いし、顔も格好いいし、昔から凄いモテてたでしょ？　告白しなかったの？」

　ほんの一瞬悠斗の手が止まる。それからまた滑るように動き出した。

「その時は見ているだけで良かったんだ。でも、告白すればよかったと後悔した」

「そっか。それで、本郷君の心を射止めた人って誰？　私の知っている子？」

「さあ、どうかな」

　含んだ笑いと共に答えをはぐらかされた。それにほんの少し残念がる自分と、別の誰かの名前が出なかったことへの安堵が心に広がった。答えを聞きたかったような、聞きたくないような気持だ。

　瑤子は小さなため息を漏らした。

「それより、端木こそどうなんだよ。同窓会の時には付き合ってる人がいるって聞いたけど、今はどうなんだ？　彼氏、いるの？」

　突然の問いかけに瑤子は息を飲んだ。この一年間、聞かれたことのない質問だ。けれど自分から出した話題だし、答えないわけにもいかず瑤子は口を開いた。

「今はいない。別に欲しいとも思わないし」

「なんで？」

　突っ込んだ質問に瑤子は押し黙った。

　肩甲骨周辺のリンパを流すように悠斗の指が動く。首筋、肩甲骨、肩へと至り、また首筋へと戻る。悠斗は瑤子の返事を急かすこともなく、ゆったりとマッサージを続けている。

「彼氏を作ると……人恋しくなる」

　どう言おうか迷った末、瑤子はどうにかそれだけ口にした。

「ちょっと、意味が分からない」

　悠斗の苦笑する声が上から降ってくる。瑤子だって何を言っているのかわからない。けれど正直な気持ちだった。

「マッサージだと、こんなに気持ちいいのに」

　ぽつりと漏れた言葉に瑤子自身が驚いた。

「え？」

「えっ!?」

　同時に声を上げる。

「ごめん。今の言葉、忘れて」

「いや、かなり意味深で、忘れるのは無理そう」

　また苦笑が降ってきて、瑤子は眉を下げた。

「マッサージだと気持ちいい。つまり、マッサージじゃなければ気持ちよくない、と」

　悠斗が追い打ちをかけてくる。が、それ以上は追及してこない。瑤子は落ち着かない気持ちで悠斗の施術を受け続ける。

　さっきの言葉からすれば、きっと悠斗は気付いているのだろう。それでも瑤子から話してくれるのを待っている。

　別に語る必要はない。個人的なことだし、相手は男性だ。容易に話せる内容ではなかった。それでも瑤子は悠斗に聞いて欲しいと思った。長年一人で抱え込んできた悩みを、誰かと共有したかった。

　悠斗ならば、引かずに聞いてくれるのではないかと思ったのだ。

「…………私、不感症なの。触れられても、全然気持ちよくなれない」

　かなりの勇気を振り絞って、瑤子はぽつりと呟いた。

「男の人に触れられても、何も感じなくて。気持ちもよくないし、私エッチが嫌いなのかも」

　大学生の時に初めて関係を持った彼氏には、お前とのセックスはつまらないと言われて二股された挙句振られた。だから二度目の時は頑張って感じているフリをしたら、手ひどく罵られ暴力まで振るわれた。

　それからセックスするのが怖くなった。彼氏を作れば自然とそういった雰囲気になる。だから付き合うことすら拒否するようになってしまった。憧れや好意を抱いても、それに気づかないふりをして気持ちに蓋をし続けてきた。

　自分がこれ以上傷つきたくないからだ。

「本郷君のマッサージは、こんなに気持ちいいと思えるのにね」

　瑤子は恥ずかしさを隠すために冗談めかして言った。

「じゃあ、俺で試してみる？」

「え？」

　何を言われたかわからずに瑤子は内心首を傾げた。

「俺の手が気持ちいいなら、俺で感じるかどうか試してみたらいいじゃないか」

「え!?」

　意味が分かると、瑤子は上ずった声を上げた。

「俺じゃ嫌か？」

「嫌というか……それはさすがに私でも恥ずかしい」

　試すということは、悠斗に今以上肌を見せるということだ。セックスまではしないかもしれないが、少なくとも今隠している胸と秘所は見られる。

　瑤子は想像して羞恥に頬を染めた。それを隠すようにクッションの空いた穴に顔をうずめる。

「無理強いはしないけど、でもこの問題からずっと逃げ続けるわけにもいかないだろ？」

「それは……そうだけど」

　結婚願望がないわけではない。理解ある男性に巡り合えればいいが、そうでなければずっと一人身で過ごすが、その行為の時だけ我慢するしか方法がない。

「不感症ってのは男のＥＤと同じでデリケートな問題でさ、精神的な理由からくる場合もあるんだ。だからそこをクリアしてやれば、端木だってちゃんと感じるかもしれない」

「精神的なものかぁ」

「リハビリだと思って試してみたらいいじゃないか。今回が駄目でも、何度でも付き合ってあげるから」

　瑤子はクッションに顔をうずめたまま眉を下げた。

「なんで……そこまでしてくれるの？」

「セックスはね女性ホルモンが活性化されて、肌も綺麗になるし女性としての魅力もアップするんだ。端木が綺麗になるのは、男としてもマッサージ師としても大歓迎」

　言葉に瑤子は目を瞬かせる。口説き文句のようなノリはいつものことだが、その言葉はさらりと瑤子の心に響いた。自分にとってこの話はとても重い話題だ。けれど悠斗にそう言われると、小さな悩みのように思えてきた。

　それに、確かに目を逸らし続けていいものでないこともわかっている。

　瑤子も二十七歳。そろそろ周りが結婚を意識し始める年齢だ。すでに結婚して子供を産んだ友人もいる。結婚とセックスは切っても切り離せない。もし不感症のまま結婚すれば、セックスは愛の行為というよりも子供を作るための作業となってしまう。

　それは嫌だった。

　恋愛でもお見合いでも、瑤子としては結婚の相手を好きになりたいと思っている。けれど心で愛し合うためには、体で愛し合うことも必要だ。不感症のままでは体で愛し合えない。ちゃんとお互いに気持ちよくなって、愛の行為をしたい。作業ではなく、愛し合ってセックスをしたい。

　愛し合う。その言葉に瑤子はさらに頬を染めた。

　自分の中にある明確な感情。名前を付けることをずっと拒否してきた。一度認めれば溢れ出しそうなその気持ちを無視し続けた。

　けれどこれはチャンスなのかもしれない。瑤子はそう思った。自分が変わるための、そして悠斗との関係が変わるチャンス。

　こんな機会はもう二度とめぐってこないかもしれない。

「気持ち、決まった？」

　うつ伏せで表情がわからないのに、瑤子の雰囲気だけで返事を察したらしい。悠斗は本当に客のことをよく見ている。そんな悠斗だからこそ、瑤子の気付かない駄目なところやほんのちょっとした体の変化にも気付けるかもしれない。

「よ、よろしくお願いします」

　瑤子はうつぶせのまま頭を下げた。それに悠斗は了承の返答を苦笑しながら告げた。
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　悠斗の自宅でありアムルーズが入っているこのマンションは、悠斗の投資物件の一つだ。不動産投資だけでも生活ができるほど、悠斗には資産がある。それでもマッサージ師を辞めないのは、それだけ悠斗が仕事に対して誇りを持っているからだろう。あるいはマッサージという職業が本当に天職なのかもしれない。

　最上階である八階、日当たりのいい角部屋が悠斗の自宅だった。

　酔っぱらった悠斗を送ってきたことはあるものの、悠斗を支えながらだったので室内の様子はあまり覚えていなかった。アムルーズと同じ間取り。瑤子は緊張したままリビングへと続く廊下を進む。

　扉をくぐれば右側にキッチンがあり、その先はリビングダイニングが広がっていた。アムルーズではスタッフルームとして使われているので、その場所をしっかりと目にするのは初めてだ。

　キッチンの先にはリビングダイニング。その左側に一つ部屋がある。扉は取り外しのできる可動式で、取り払えばちょっとしたパーティができるくらいの広さがある。しかし今その部屋にはダブルサイズのベッドが置かれていて、悠斗の寝室として使われているようだった。

　ここ以外にもあと二部屋もあるのに、悠斗はこの空間でしか生活していないことが伺えた。合理主義的な男性の一人暮らしの様子に瑤子は苦笑する。

「どうぞ」

　悠斗に促されるままダイニングの椅子へ腰を下ろした。悠斗はそのままキッチンに入ると、コンビニで買ってきた総菜を次々と袋から出している。

　夕食づくりは悠斗に任せ、瑤子は興味深げに部屋を見渡した。

　ダイニングテーブルは丸く小さめで、椅子も二脚だけだ。その分リビングを広めにとってあった。モダンで存在感のある、背もたれの低い三人掛けのダークグレーのソファ。ライトグレーのラグに白のセンターテーブル。高さが違う二枚の円形の天板を使用したデザインはセンスが光っている。その向こうにベランダへと続く大きな窓があり、外には夜景が広がっている。

　部屋の端にはアムルーズと同じような緑が配置されていて、窓辺には小さなサボテンがいくつか置かれていた。

　洗練された部屋はとても落ち着きがあり、男性らしくて好ましい。センスもありイケメンで、モテない要素を探すほうが難しい。

　瑤子は内心歯噛みする。悠斗はこうして部屋に女性を招き入れるのも慣れている様子だった。別に恋人としてここにいるわけではない。自分の体質を──不感症かどうかを確認するためのいわばマッサージの延長行為のようなものだ。ここで誰とどんなことをしていても瑤子に咎める理由はどこにもない。それでもやはりもやもやする。

　やっぱりこのまま帰ろうか。

「ここまで来て、やっぱり帰るとか言い出さないでくれよ」

　自分の考えに浸っていたせいか、悠斗が近づいてくることにも気付かなかった。見上げればわずかに細められた瞳が瑤子を見下ろしていた。茶色い瞳が不穏な光を宿していて、瑤子は一瞬息を飲む。

「せっかく買ったんだから夕飯くらいは食べて行けよ。といってもコンビニの総菜ばかりだけど」

　明るい声が降ってきて、瑤子は目を瞬いた。茶色い瞳はいつも通りの優しい光を湛えている。先ほど見たのは何だったのかと思うほど、何事もなく笑みを浮かべている。先ほど見たことは気のせいだったのかもしれないと思うほどに。瑤子はそれに少しだけ胸を撫でおろした。

　その瑤子の前に、ことりと白く丸い皿が置かれた。

「凄い！　可愛い」

　テーブルに置かれたのは、目にも鮮やかで可愛らしいワンプレート。煮込みハンバーグと目玉焼き、付け合わせにはポテトフライ。瑤子の拳サイズの白米は丸く盛られていて、葉野菜とトマトも添えられている。マグカップには湯気を上げるコンソメスープ。上にはパセリが散らされていて、とてもコンビニ総菜とは思えない出来だ。

「買ってきたものをチンして乗せただけなんで、そんなに褒められると心苦しいけど。遠慮なく召し上がれ」

「いただきます」

　しっかりと煮こまれたハンバーグはおいしく、ワンプレートということもあって程よくお腹も満たされた。

　リハビリをするだけのはずが夕食までご馳走になった。このまま帰るというわけにもいかないし、ここで帰ったらせっかく決意をしてここまで来た意味がない。

「さて……」

　ソファでテレビを見ながら食休みをしていたところで、悠斗がそう声をかけた。思わず肩が揺れる。それを見て悠斗は苦笑した。

「せっかくリラックスしてたのに、また緊張してる」

「そ、そんなこと言われても」

　今からすることを考えれば、それこそもう帰りたい気分なのだ。緊張するなというほうがどうかしている。

「とりあえず、まずはお風呂に入っておいで」

「え？」

「俺は別にそのままでも構わないけど、端木は気にするだろ？」

　そう言われると、途端に自分の体臭が気になった。仕事を終えてマッサージを受けて食事もした。部屋は空調がきいていて涼しいが、汗をかいていないわけはない。

「ありがとう。じゃあお風呂、先に頂くね」

　瑤子はそう言って浴室に向かった。服を脱いで丁寧に畳み、下着は一応見えないように衣服の下に重ねて置いておく。

　まるで新品のような綺麗に保たれている浴室に感心しながら、髪を洗い体を洗う。もこもこした泡からは柔らかい石鹸の香りが立ち上る。シャワーで泡を流しても柔らかな匂いは肌に残る。それは悠斗がいつも纏っているもので、まるで悠斗に抱きしめられているような気分になった。

　全身を気持ちよく揉みほぐしてくれるその手で、今からすべての場所に触れられる。今まで触れられたことのない秘めた場所まで。

　瑤子は右手で自分の右の胸を揉んでみた。しかし何度揉んでも気持ちよくはならない。やはり自分は不感症なのだと改めて思う。

　これはリハビリで、感じなくても構わないと悠斗が言っていた。何度でも付き合ってくれると約束もしてくれた。つまりそれは瑤子の不感症が治るまでこの関係が続くということだ。それならば感じなくても構わないのではないか。このまま悠斗とプライベートでも一緒にいられるのならば、それでもいいのかもしれない。

　その一方で、やはり気持ちよくなりたい、なってみたいとも思う。悠斗の手で感じたことのない快楽を得、共に高みに上り詰めてみたい。

　けれどそれは、悠斗とのリハビリの終わりを意味する。

　悠斗と甘い関係を持っていたい。同時に気持ちよくもなりたい。両方を求めている。けれど片方しか望めない。

　そんなジレンマを抱えて湯船に浸かる。

　答えが出ないまま、瑤子は湯船から上がり冷たいシャワーをざっと浴びた。のぼせ気味だった頭がすっきりとする。それでも気持ちはもやもやしたままだった。

　脱衣所で濡れた体を拭いていた瑤子は、洗濯機を見て動きを止めた。瑤子が身に着けていた衣服が洗濯機に入れられている。乾燥までしてくれる便利なものだが、今は洗っている最中でもちろん身に着けることはできない。

「やだ……見られた」

　衣服はもちろん下着も普通のものだ。勝負するための際どいものでも可愛いものでもない。一日中身につけていた下着を見られ、手に取られ、洗われている。確かに一日中着ていたものを身に着ける気にはならなかったし、洗って貰っていることに感謝はある。だが、やはり見られたことは恥ずかしい。

　湯船に入ってただでさえのぼせそうになった頭が、恥ずかしさでさらに熱くなる。壁に手をついてふらつく体を支え、瑤子は頭を軽く振り冷静さを取り戻した。

　ここまで来たら後には引けない。後に引けないなら、覚悟を決めるしかない。そして覚悟を決めた瑤子にもやもやした感情はどこにもなかった。

　瑤子の下着の代りに置かれている悠斗のものだと思われるＴシャツ。その下には、真新しい可愛いらしいショーツが置いてあった。どう考えてもこれを着ろという無言の指示だ。

　可愛い白のショーツを履き、Ｔシャツを手に取る。しかしどこを探してもブラジャーがなかった。

「いやいや、ノーブラってどうなのよ」

　思わずここにいない悠斗に突っ込む。それでもないものは仕方がない。そのままＴシャツを頭からかぶる。さすがに男性ものだけあって肩幅も身丈も大きい。それでも裾は太ももがどうにか隠れるくらいしかない。裾を無理やり伸ばせば胸が強調されて、それはそれでいやらしい。

　鏡で自分の姿を確認した瑤子は、はたと思いつく。

　マッサージでは太もももしっかりと見られている。今更隠しても意味はない。お腹の肉や脇も見られていて、逆に見られていない場所の方が少ない。もっともその少ない場所こそが見られたくはない場所ではあるが。

「女は度胸。飛び込みの営業と同じ」

　瑤子は鏡の自分に言い聞かせる。呪文のように何度も唱え、瑤子は大きく息を吐く。

　思い切って扉を開け、リビングへ入る。そのリビングの照明は落とされていた。その向こう、寝室から明かりが漏れている。

　その雰囲気にドキドキと胸が高鳴る。瑤子は胸を押さえながら寝室へ向かった。

　開け放たれた扉から覗くと、半そでシャツにズボンとラフな格好をした悠斗がベッドに座っている。声をかける前に瑤子に気付いた。

　茶色の瞳が瑤子の頭からつま先まで、じっくりと見てくる。その瞳に晒されて、先ほどまでの決意はどこかへ飛んでいき瑤子は顔を赤く染めた。思わずＴシャツの裾を伸ばして太ももを隠す。

「あ、あんまり見ないで」

「なんで？　凄く可愛いのに」

　顔を背けた瑤子を見て、悠斗のクスクスと笑う声が聞こえる。

　瑤子はドキドキする胸を落ち着かせながらベッドに歩み寄った。下から視線が刺さってきて、さらに顔が赤くなる。

「おいで」

　立ったままでいたらそう声をかけられた。その声にドキリとする。聞きなれた低い声。けれどどこかいつもと違う。機嫌の良さが現れているような耳に心地よく、甘く響く声。

　迷っていると腕を取られた。そのまま引っ張られて悠斗の膝の上へ座り込んでしまう。

「ちょ、本郷君」

「俺たちは恋人だ」

「え!?」

　唐突な言葉に瑤子はうろたえた。急にそんなことに言われても、すぐには頷けない。

「女性は体だけじゃなくて、心でも感じるんだ。雰囲気とか相手とか、快感を得るためにもそういったことが必要になってくる。だから俺のことは彼氏だと思い込んで」

「思い込む……」

「そう。今だけ、この部屋の中でだけは、俺たちは恋人同士だ。いいね？」

　正直に嬉しい。けれどそれを表に出さないように誤魔化そうとすると、ぎくしゃくした動きになってしまった。機械仕掛けのように瑤子はぎこちなく頷く。

　その頬に悠斗がキスをした。驚いて悠斗を見れば、真剣な茶色い瞳が瑤子を見つめている。いつもより細められ、色香を漂わせている潤んだ瞳。瑤子の心臓がドキリと跳ねる。

　悠斗が再び頬にキスをし、そのままベッドに押し倒された。

　下から見上げる悠斗は、照明のせいで表情は良く見えない。けれどその茶色の瞳だけがやけに鮮明に瑤子の目に映った。

　悠斗の顔が近づいて思わず目を瞑ると、額に温かな唇が触れた。それはすぐに離れていき、瑤子は目を開けて悠斗を見上げた。

「残念そうな顔してる」

「べ、別にそんな風には思ってない」

　恥ずかしさを隠すために顔を背ければ、すべてわかっているのかクスクスと笑われた。

「端木は表情に出やすいんだ」

「嘘。私ポーカーフェイスは得意よ」

　曲がりなりにも営業だ。どんな苦境でも心の内を読ませるような事はしないように心がけている。大事な商談の時は特にそうだ。だから今もポーカーフェイスを貫いているはずだった。

「それって、俺の前では気を抜いてるから表情が出やすいって思っていいのかな？」

「そんなことはない……と思う」

　同級生だから。気の置けない友人だから。気持ちが傾いているから。言い訳はいっぱいあったが、どれも口をついて出てこない。

「俺はその方が嬉しんだけど」

　悠斗は苦笑しながらまた瑤子の頬に口づけた。

「唇に、キスしていい？」

　問われて瑤子は思わず悠斗から視線を外した。

　恋人だと思い込めと言われて頷きはしたが、まだ気持ちがついてこない。瑤子が気持ちよくなるためのリハビリだ。そんな演技までしてくれると思っていなかった。体を繋ぐだけで、唇を合わせるなどとは思いもしなかった。

　キスの一つくらいどうということはない。そう思うのに、相手が悠斗だと思うととてつもなく恥ずかしい。

「……端木」

　名を呼ばれて視線を戻せば、悠斗の瞳と合う。二人の距離はわずかしか開いていない。悠斗の唇はすぐ上にあって、ほんのわずかに動かしただけでも触れそうだ。悠斗の息遣いが肌をくすぐり、瑤子はゆっくりと目を閉じた。

　柔らかな唇が唇に触れる。瑤子の肩が小さく跳ねた。

　触れた唇はすぐに離れた。そうしてまた触れる。丁寧な、壊れ物を扱うかのように柔しく触れては離れてを繰り返す。

　けれど、何も感じない。温かく柔らかい。ただそれだけだ。気持ちの良さやそれ以上の感情は生れてこない。目を開けると悠斗が優しく微笑む。

「端木、好きだよ」

　言われた瞬間真っ赤になった。心臓が早鐘を打つ。これは演技なのだと言い聞かせても無駄で、顔が熱くなるのを止められない。

「思った通り、反応が凄く可愛いね」

「可愛くなんて……っ！」

　反論の言葉は唇でふさがれた。荒いように見えて、優しく丁寧に触れてくる。瑤子の唇を食んで味わうように舌で舐めとる。唇を割って入り込んだ舌が歯列を撫でた。その舌に促されて隙間を与えれば、滑り込むように侵入してくる。ねっとりと、時間をかけてゆっくりと解きほぐされる。上あごを舌で撫でられてぞくりと体が震えた。覚えのない感覚に怖くなって悠斗のシャツを掴む。

　悠斗はそれを感じ取って唇を離した。薄っすらと目を開ければ、茶色の瞳が楽しそうに細められている。顔は笑っているのに強い光を宿す瞳に笑みはなく、射すくめられたように体が動かない。

「大丈夫。怖いことはしない。ただ、俺の指と舌と心を受け取ってくれればいい」

　頬を指が撫でる。ただそれだけのことに背筋が震えた。悠斗が怖いというわけではない。ただ言い知れぬ感覚が背中を這い上ってきたのだ。

「そのまま、俺に身をゆだねて」

　耳に囁かれた。熱い息がかかってこそばゆい。肩をすくめると、悠斗からくすりと笑いが漏れる。

「本当に可愛い」

　声と共に耳たぶに唇が触れる。そのまま食まれてくすぐったさにピクリと体が跳ねる。耳たぶを食まれて、背筋に先ほどと同じぞくりとした感覚が這い上ってくる。熱い息がかかってまた体が震えた。

　頬に手が添えられまた口づけられた。啄むようにリップ音をさせる、軽く触れるだけのキス。物足りなくなって唇を開けば、すぐに舌が入り込んでくる。

「ん……ふっ」

　舌で丹念に探られて、唇の端から吐息が漏れる。

　頬に添えられていた手のひらが、顎を伝って首筋へと降りた。そのまま鎖骨を辿り肩を通って二の腕を擦られる。いつものマッサージとはまるで違う、肌の上を指先だけが掠めていく。触れているのか触れていないのかわからないほど軽いタッチ。それがくすぐったい。そしてもどかしかった。

　悠斗の手がゆっくりと胸に移動する。シャツ越しに膨らみの縁を指が辿って鎖骨を撫で、肩を通って手首へと至る。胸の膨らみを避ける指が、時折いたずらするように頂点を掠めていく。

　ゆっくりと丁寧に、まるで絡まった毛糸をほどいていくように、少しずつ少しずつ解していく。小さな結び目をほどくように、指が敏感な場所に触れる。布一枚を隔てているのに、その動きの繊細さを感じ取って、ピクリと瑤子の体が小さく震えた。

「気持ちいい？」

「よく、わからない。くすぐったいだけのような気もするし」

「くすぐったいと感じるのはいいんだ。そういうのはほんの少し触り方を変えれば、快感になる」

　こんな風に、と悠斗の手が脇腹を撫でる。くすぐったさの中にぞくりとするような何かが存在している。それが快感なのかはまだよくわからない。それでも悠斗の手が与えるのは温かさと安心で、気持ちの悪さや嫌悪はどこにもない。

　ゆったりとした気持ちで全身から力を抜く。それを感じて悠斗の手がさらに大胆に動き出した。

　脇腹を撫でていた手が、柔らかな双丘をゆっくりと揉みしだく。逞しい体格とは裏腹に、その手つきはどこまでも丁寧で優しい。宣言通り痛くはない。痛くはないが、妙な感じだった。体の奥がうずうずしている。呼吸が苦しくなって、お腹のあたりが熱くなる。けれど嫌な感じではない。もっと触っていて欲しい気持ちが湧きだしてくる。

　小さく息を吐くと、それを感じ取った悠斗が小さく笑った。見上げれば、いつもの優しい笑みの中にどこか野性的な攻撃性を秘めた表情をしている。

　悠斗の人差し指が胸の頂を撫でる。指がシャツをかすかに押し上げる突起を引っかくように通り過ぎる。突起の感触を楽しむように、何度も何度も指が突起を引っかく。

　お腹の奥の方がむず痒い。悠斗の指が子宮を直接引っかいているような気がするほどむずむずして、瑤子は太ももを擦り合わせた。

　そうしている内に、悠斗が両手を使って両方の突起を引っかきだした。むずむず感がさらに増す。腹の奥だけでなく、全身をむずむずした感覚が走る。我慢するように拳を唇に当てた。吐く息は熱く、呼吸が速い。

「ん……」

　吐息に小さな声が混じる。瑤子は恥ずかしさに唇を閉じた。次の瞬間、唐突に悠斗が突起を食んだ。布を通してでもわかるその熱い口内。

「あっ！」

　熱さと驚きでびくりと全身が跳ね、閉じていた唇から声が漏れた。恥ずかしさに口を再度閉じればまた突起を食まれる。悠斗の唇の感触に体が勝手に震える。愛撫に反応する自分の身体に瑤子は戸惑った。

「気持ちいい？」

「……わかん、ない」

　再度聞かれて、瑤子は首を振った。その間もシャツごと突起を吸い上げられる。どうにもならない全身を駆け巡るむずむずとした感覚。もじもじしていると悠斗がふっと笑った。

「そうやって恥ずかしがってる端木が可愛い。でも、素直に感じてくれたら、もっと嬉しいんだけど？」

「か、感じてるのかな？　これが快感なの？」

　快感というには少し物足りないうずうずとした感覚。わからずに聞いてみれば、悠斗はくすりと笑った。

「たぶん、感じてると思うよ」

　悠斗は右手を瑤子のわき腹から太ももへと移動させた。その指がショーツの上から秘所に触れる。しっとりと濡れている布の感触。クロッチをずらして直接秘所に触れられる。秘所を指が辿るぬるりとした感触は、触られた瑤子にもわかった。濡れているのだとわかって瑤子は顔を赤くする。

「濡れてるの、わかる？」

　言葉にされるとさらに恥ずかしい。意識としてあまり感じていなくても、体は確実に悠斗からの愛撫を受け取っている。

　悠斗は濡れた指先を見せつけるように瑤子の目の前へ翳して見せた。照明を照り返す濡れた指先。指を擦り合わせて離せば、透明な橋が指の間にかかる。

「ちゃんと感じてる。端木は不感症なんかじゃない」

「……うん」

　感じているのだと見せつけられて、瑤子は応えながらその光景から顔を逸らした。

「ありがとう。不感症じゃないってわかっただけで十分……」

「十分じゃない」

　逃げ口上を持ち出した瑤子の言葉にかぶせるように、悠斗がそう言った。

「まだ駄目。体が感じてるだけで、端木自身は気持ちいいと思ってないだろ？　端木が心も体も感じて、初めてリハビリが完了したって言えるんだ。だから、まだ駄目」

　決して強い口調ではないのに、悠斗の言葉に逆らう気持ちが沸いてこない。瑤子は小さく頷くと全身の力を抜いた。それを見て取って悠斗が笑みを浮かべた。

　

　張りのある胸。艶のある和毛。そのどれもを覆い隠そうとして、瑤子はベッドに座った状態で右手で胸を、左手で秘所を覆う。

　リハビリを続けると言った悠斗は、瑤子に対して脱ぐことを要請した。体に触れるのだから裸になるのは当然だと思う。マッサージの時には紙のブラジャーとショーツ姿だし、悠斗にはほとんど見られている。しかし見られたことのない部分を晒すのはやはり抵抗があった。

　無理強いしないと言った言葉通り、悠斗は瑤子が自分から脱ぐのを待っていた。リハビリにつき合わせているのに待たせるのも申し訳なく、かといって勢い良く脱ぐ勇気はない。

　悠斗に後ろを向いてもらってからシャツとショーツを脱ぎ、丁寧に畳んで体を手で覆い隠してから声をかけた。

　悠斗は扉のそばに立ち、瑤子のその姿をじっと見ている。もうすでに五分以上になるというのに、悠斗はその場から瑤子を見ているだけだ。羞恥心がだんだんと増してきて、瑤子の肌を赤く染めていく。

　今まで付き合ってきた男性は、脱いだ途端に覆いかぶさってきた。前戯もそこそこに入れてきて、痛みと不快感に耐えていた。

　なのに悠斗は見ているだけだ。けれどその視線が肌を撫でるのを感じる。悠斗の視線が移動するたびに肌が熱くなる。まるで見えない手で触れられているように、肌がぞわぞわとする。嫌な感じではない。その証拠に、瑤子が触れている秘所はしっとりとした湿り気があった。見られているだけなのに、体が悠斗を感じている。

「あ、あまり、見ないで」

「それは無理かな。端木は綺麗だから、一日中見ていても飽きないよ」

　にこりと笑って、悠斗がゆっくりとベッドへと歩み寄る。

「もっと、見せて」

　悠斗は胸を隠している瑤子の右手首を握る。そこに強引さはない。軽い力を加えてくるだけだ。それに逆らうことをせず、瑤子はなすがままに右手を下げた。

　胸元が露になる。初めて見せる場所だ。だからこそ恥ずかしい。悠斗の顔がまともに見られなくて、瑤子は顔をそむけた。顔を逸らしても目を瞑っても、悠斗の視線を感じる。思わず熱い吐息が出た。

　逸らしていた頬に手を添えられて上向かされた。

　悠斗は瑤子と同じようにすでに下着だけを履いた姿だった。今更ながらにその男性的な肉体美に目が行く。

　マッサージ師は体力勝負というだけあって、筋肉がしっかりと付いている。特に肩から二の腕にかけての筋肉は優美とさえいえるほど美しいものだった。広い肩、厚い胸板、割れた腹筋。視線を上げたそこにあるのは悠斗の茶色の瞳。常の冷静な光の中に、色欲が混ざって見える。ごくりとつばを飲み込めば、同じように生唾を飲んだのか悠斗の喉仏が上下に動いた。女の自分とはまるで違う体なのだと、今更ながらに思う。

　異性だとわかっていたのに、目の前にするとその匂い立つほどの男性的な色気にあてられて頭がくらくらしてくる。しかもその首の上にあるのは甘いマスクで、見惚れるなというほうが無理なくらいだった。

「さっきまでは反応を見るためのテストだったけど、ここからは……本気で攻めるから」

　言葉と同時に悠斗が瑤子の肩を押す。ふらついた上半身がベッドに埋まり、その上から悠斗が覆いかぶさってくる。

　もう一度初めからやり直すように、優しく口づけられた。目を閉じれば悠斗の柔らかな唇の感触と息遣いが感じられる。わずかに目を開ければ茶色い瞳が優しげに細められ、瑤子をじっと見ていた。

　気恥ずかしくなって再度目を閉じると、唇の間から舌が入り込んでくる。先ほどと同じように優しく、けれど執拗に口内を嘗め回す。

「ん、ふぅ……っ」

　唇を合わせることに夢中で、呼吸がしずらくなってくる。顔をわずかに背けると、悠斗が追ってきてまた唇をふさがれた。呼吸が乱れ始めると、悠斗は唇を離して顔中にキスの雨を降らせた。息が整うとまた唇をふさがれて執拗に舐めて吸われる。

　口づけだけをずっと繰り返している。けれど嫌ではなく、心地いい。瑤子の唇がぽってりと色づき、頭がぼうっとなるころに、ようやく悠斗は唇を離した。

　ぼんやりとする視界に底光りする茶色の瞳があり、背筋が言い知れぬ感情で震える。

　きっと、これから瑤子の知らない世界を知ることになる。快感の果てにあるという絶頂。今だ到達できていないその世界に、憧れと同時に不安もある。そしてほんの少しだけ恐怖もあった。

　高校の同級生。ノリのいい男子で、ほんの少しの憧れもあった。大人の男性になった悠斗と再会したが、高校の時と変わらず優しく接してくれた。けれど、今目の前にあるのは雄の顔をした悠斗だ。

「大丈夫。怖いことはしない」

　先ほどと同じ言葉を悠斗が口にした。

「端木はただ、素直に心のままに感じてくれればいい」

　ふわりと頬を右の手のひらで包まれる。男性らしい筋張った手のひら。自分とは異なる手のひらの感触に、詰めていた息を吐き出した。

　強い光を宿した瞳が細まる。

　頬に唇が触れて、瑤子はまた目を瞑った。それを了承の意ととったのか、悠斗は唇を顎から喉元へと滑らせていく。温かく柔らかな感触が肌の上を辿る。時々軽く甘噛み、吸い付く。そのたびに瑤子の口からため息が漏れた。

　首筋を舌が舐め上げる。ねっとりとした感触。鎖骨から胸元へと滑った唇が小さくすぼめられる。ちりっとしたごく小さな痛み。目を開ければこちらを見上げている悠斗と目が合った。

「キスマーク、つけちゃった」

　いたずらをした子供のように悠斗が笑う。その唇の下に一部分だけ赤くなった自分の肌があった。吸い付いかれてうっ血した肌。白い肌に赤い点が浮かび、まるで小さな花弁がそこにあるようだった。

　瑤子の見ている前で、悠斗は肌にキスマークを付けていく。

「君は……俺のものだ」

　うっとりと囁くように告げられた言葉に、子宮がきゅんとするように動いた気がした。手首から二の腕へと上がってきた悠斗の左手が、肩を通って胸の膨らみに触れる。先ほどまでの布越しではなく、直接肌に触れている手のひら。辿る指の一本一本の動きまでが伝わってくる。繊細な、それでいてどこか性的な動き。

　丸みの麓を辿るように、周りを撫でていく。羽のように軽く、けれど触れていることがわかるくらいの軽いタッチ。その手のひらが胸の先端に触れて、体が勝手にびくりと跳ねる。

　触れられて初めて気付いた。そこが固くなっていることに。生理的な肌の反応だ。いまだに触れられているという感触だけで、このむずむずが快感なのかどうかはわからない。けれどそれを快感だと瑤子は思いたかった。悠斗に触れられたから、感じて硬くなったのだと。相手が悠斗だからこんな風に体が反応しているのだと思いたかった。

　胸に添えられていた手のひらが、頂点を集中的に弄り出す。指で捏ね、摘まんで、引っ張る。小さな疼きに身をよじれば、心得たとばかりにさらに攻められる。

「あっ！」

　唐突に先端が食まれた。先ほどのシャツ越しのものなど比べ物にならないほどの熱量に包まれる。熱くねっとりと絡み付く舌。直接的な刺激は、むずむずなどというものでは表現できないほどの衝撃を瑤子に与えた。

　胸の先端を弄られている。なのにむず痒さが全身に広がっている。特にお腹のあたり。ちょうどへその下あたりがチクチクとするような、痛みとも痒みとも違う感覚がある。それは今までに感じたことのないものだった。言葉にすることのできない感触。どこかもどかしく、じれったく、そしてむず痒い。

「感じてる？」

　瑤子の挙動を見て取って、悠斗が囁くように聞いてくる。小さな声なのに、脳に刻み付けられるような低く甘い声。耳と脳までがむず痒い。

「わ……かんない。でも……おかしいの。自分の……体じゃ、ないみたい」

　先端を甘噛みされて、電流のような衝撃が背筋を駆け上がる。背を弓なりに反らしてそれをやり過ごす。開いた唇から熱く甘い吐息が漏れた。

「うん、それが快感。そのまま、感じ続けて」

　体を支配するこの感覚が『快感』なのだと、瑤子は初めてそのむずむずを意識した。そうするとどんどんむず痒さが増していく。触れられている胸だけでなく、全身がうずうずしてくる。下腹の奥が熱くなり、もっと触って欲しいと望んでしまう。堪えるように太ももを擦り合わせると、悠斗がクスクスと笑う。

「胸だけじゃ、満足できなくなったんじゃない？」

　行動から読み解いたのか見透かされているのかわからないが、悠斗にはすべてバレているらしい。

「そんなこと……んあっ！」

　否定の言葉を言う前に胸の先端をきつく吸われた。小さな痛みが背筋を走り抜け、それが快感として脳に刻まれる。一度そうと知ってしまえば、全身を苛む疼きはすべて快感に変った。

「……ぅん、ふぁっ」

　甘い声が唇から自然と漏れる。鼻にかかる甘い声に、瑤子自身が驚いた。演技でしていたのとはまったく違う、熱のこもった吐息。その声が自分の耳に届くと、恥ずかしさと共に快感がより一層増した気がする。

　恥ずかしさに口を押えれば、悠斗がやんわりとその手を外した。

「声、我慢しないで。聞かせて」

　悠斗の声までもが耳と脳に快感を与える。触れている場所が熱を持ったようにじんじんとして、じっとしていられない。もじもじしていると悠斗が苦笑した。その小さな息が肌に触れることにさえ感じる。

　不感症だったと思えないくらいに、今は快感が体を支配していた。自分の声が、悠斗の指や舌、声のすべてが快感へとつながる。

　悠斗の手が胸から外れてお腹へと滑り降りる。やんわりとしたタッチに体が反応する。その先になにがあるのか理解していて、そのことに期待と不安がある。秘所は濡れていた。だからといって触れられても感じなかったらどうしようと思ってしまう。

「そんな顔しないで。大丈夫だから」

　不安が表情に出ていたのか、悠斗が優しく声をかけてくる。その声に小さく頷き、瑤子は悠斗の指の動きに集中した。

　へその周りをくるくると円を描くように辿っていた指が、ゆっくりと下腹へと向かう。さらにその先の和毛へと至って瑤子は思わず目を瞑った。そうすれば悠斗の指の動きがよくわかる。

　和毛をゆっくりと何度も撫でられる。太ももから膝へ、膝から太ももへ上がってきた手のひらが、再度和毛を撫でた。

　その和毛をかき分けて、指が足の間に差し込まれる。するりと秘裂を撫でられて体がびくりと体が震えた。しっとりしているという表現を使うのが憚られるほど濡れていた。

「や……やだ」

　思わず否定するように声を上げた。濡れているのが嫌なのか、悠斗に知られたことが嫌なのか、瑤子自身にもよくわからない。ただ、触れられていることが嫌でないことは確かだった。

「嫌か？」

「違っ……触られて嫌なわけじゃなくて、おかしくなりそうで……怖くて。嫌なわけじゃないのよ。本当に嫌なわけじゃ……」

　誤解されてはいけないと言葉を重ねれば、耐えられないといった風に悠斗が噴き出した。そこで瑤子はからかわれていることを知って頬を膨らませる。

「ごめんごめん。言い訳する端木が、あんまりにも可愛くて」

　お詫びとばかりに指が動いた。

「やあっ！」

　小さな丸い粒。そこにあるものだと知識では知っていた。快感を与える器官だというのもわかっていた。けれど今まで触れられても気持ちの悪さと痛みしかなかった。それが明確な快感となって瑤子を襲う。　

　突然訪れた強烈な快感に、瑤子は背を反らせた。開いた口から絶叫にも似た声が迸る。

「ここは、やっぱり気持ちいいみたいだね」

　濡れた指が円を描くようにして粒をこね回す。

「ひっ、ああ……あっ、やあ……」

　爪で引っかかれて腰が震えた。快感に身をよじり、嬌声を漏らし続ける。そのことが恥ずかしいのに、もっと快感を与えて欲しいとも思う。

　普段の気の強さは鳴りを潜め、ただ初めて与えられる快楽を享受する。

　花芽を指で擦りつけながら、長い指が蜜壺へと侵入してきた。数ミリずつ侵入してくる指。同じ速度で抜かれる。もどかしいほど時間をかけて抜き差しを繰り返す指は、快感を刻み付けるようにゆっくりと丁寧に、それでいてしつこい。男性特有の節のある指。悠斗は節が太く、それが膣壁を刺激した。

　指が二本になって太さが倍になると、快感はそれに比例して膨れ上がった。中を擦り付ける指が、粘着質な水音をさせている。自分から溢れた蜜の音に耳を犯され、その耳を舌で舐められた。ぴちゃぴちゃと聞こえる水音が、耳を舐められているからなのか蜜が溢れすぎてそう聞こえるのか、だんだんわからなくなってくる。

　気持ちよくて、体がふわふわと浮いているような沈んでいくような感覚。なのに快感だけは鋭敏に感じ取る。瞑った瞼の裏はちかちかと明滅し、脳は霞がかったように思考することが億劫になってくる。

　徐々に速度を増していく指に、呼吸も自然と早くなる。捻りながら入れられると、背筋をゾクゾクとした快感が走る。壁に擦り付けながら抜かれると、快楽の嬌声が口から漏れる。

「俺の指、凄い締め付けるね。わかる？」

　耳元で悠斗が囁く。恥ずかしい言葉なのに、瑤子は肯定するように何度も頷く。

　ほんの少し前まで快感を知らなかったのに、体は貪欲にそれを求める。悠斗の指を締め付けているのがわかるのに、それを緩めることができない。きつく締め上げれば、それだけ快感が増す。緩めれば失ってしまう気がしてできなかった。

　下腹部に違和感を覚えた。内臓が震えながら上ってくるような感覚。同時に快感が体中を駆け巡っていく。血液に乗って快楽が体の隅々に運ばれ、瑤子は喉を反らせた。

「ま……待って……駄目。おかし……く、なる」

　体の異変に瑤子は悠斗の腕を掴んだ。その指も快感に震えている。上手く呼吸ができない。体は勝手に跳ね、息は上がり、嬌声が漏れる。いつもなら瑤子の異変にいち早く気付いて手を止める悠斗が、今回に限ってやめようとしない。それどころか、さらに指を動かす速度を上げた。

「いや……いやぁ、んっ、あ、ああっ」

　やまない快感に髪を振り乱して首を振る。体に知らず力が入り、足がぴんと突っ張った。

「いいよ。そのまま、イって」

　親指が赤く小さな粒を押しつぶした。

「ひっ……ん、ぁああああっ！」

　瞬間、体中の快楽が一斉に脳天へ押し寄せた。受け止めきれない快楽に、体が弓なりに反り痙攣する。瞑った瞼の裏側が真っ白に染まり、脳も停止したように何も考えられなくなった。

　一瞬後に肺にたまっていた息を一気に吐き出す。そうして力んでいた体から力を抜いた。

　短距離走の直後のように息が荒い。玉のような汗が肌の上を流れ、シーツを濡らした。ぐったりと体を横たえたまま息を荒く吐く瑤子の髪を、悠斗がゆっくりと梳く。

「無事にイけたね」

「イく……あれが……」

　初めて絶頂を体感して、瑤子は先ほどの感覚を思い出す。一番近いのはやはり短距離走だった。限界まで走ってゴールした時のような爽快感と達成感。そしてその後の虚脱。けれど快感は想像していたものよりずっと気持ちよく、今まで感じたことのないものだった。

　いまだに触れられた場所がじんじんとしていて、熱を持っているようだった。そこからまた甘い疼きが体に広がっていくようで、瑤子は我慢するように息を吐く。

「まだ、物足りないって顔してる」

　手の甲でするりと頬を撫でられた。悠斗の指についた濃密な蜜の香りにくらくらする。それが自分の内側から出たものだと思えばさらに恥ずかしい。思わず顔を背けると、その横に手が置かれた。

「端木…………いいか？」

　熱のこもった甘い吐息が上から降り注ぐ。目を向ければ熱っぽい視線にからめとられた。つばを飲み込めばごくりと音が鳴る。自分でも緊張しているのがわかる。悠斗が中に入り込む。それを想像しただけで、甘い蜜が垂れてくる。

　早く入れて欲しいと体が望んでいる。同時に瑤子自身もそう思った。手を伸ばして悠斗の頬に触れれば、喉からごくりと音がして喉仏が上下に動いた。悠斗も興奮している。瑤子の体で、姿態で興奮しているのだと思うと、子宮が収縮するように疼いた。

　疼けば疼くほど、体が快楽を求める。それを与えて欲しいとねだるように、悠斗の頬を指で辿った。その手を掴まれて手のひらに口づけられる。ただそれだけでぞくりと背筋に快感が走る。

　悠斗が自身の下着を脱いだ。そこから現れた剛直は、天を衝くほどに勃ち上がっていた。強度を誇るように側面に血管が浮き、時折震えては透明な液を流す。

　それが体内に侵入してくると思うとたまらなくなる。入れてもいないのに蜜が溢れ、想像だけで体が期待に震える。知らず熱い息が唇から零れ落ちた。

　悠斗は瑤子の足を持ち上げる。両足をそろえたままの状態で、悠斗はゆっくりと腰を進めた。

「…………え」

　かすれた声が漏れる。

　太ももの間に悠斗の剛直が挟まっている。いわゆるスマタだ。瑤子の蜜は太ももまで濡らしているので滑りは悪くない。それでも、本来入るはずの場所とは違うところにある剛直に瑤子は目を瞬いた。

「今日は……このままで」

　望んでいたものが得られないことに、瑤子の気持ちが沈む。期待していただけにその落差は大きかった。しかし、そんな気持ちは悠斗が動くことによってすぐさま吹き飛んだ。

「ああっ！」

　先走りと蜜が絡み付いた剛直が、花芽を擦り上げる。信じられないほどの快感に瑤子はのけ反った。指で弄るのとは違う断続的な擦り付ける刺激に、瑤子は嬌声を上げた。びりびりとした快感が、悠斗が腰を動かすたびに襲ってくる。

　激しい水音に耳を犯され、足の間を剛直が擦り付ける。ゆっくりと動いていた悠斗が、緩急をつけて瑤子を攻めだす。慣れることのない快楽が体に刻まれ、体を揺らされて脳も揺れているようだった。

　快楽に苛まれながら見上げれば、こちらを見下ろす悠斗の茶色い瞳と合う。細められた瞳。そこにあるのは淫靡な光で、いやらしさの中に妖しさがある。色香の漂う悠斗の姿に酔ったかのように、頭がくらくらとする。

　今目の前にいるのは高校の同級生の男子ではなく、一人の男だ。わかっていたことなのに、それを今更ながらに思い知らされる。

　引き締まった体、零れ落ちる甘く低い声。悠斗からもたらされる快感は、容易く瑤子の思考を奪っていく。

「や、ああぁ……いぁ、ひぁっ！」

　花芽が擦れる。そこからまるで熱が与えられるように全身が熱くなる。呼吸は上がり、刺激に体が跳ね、快楽に背が反る。どちらの体液なのかわからない水音はさらに激しさを増し、同時に悠斗の動きも早くなる。

「はぁっ……くっ、凄い……気持ち、いい」

　限界が近いのか、悠斗の唇から快楽のため息が零れ落ちた。瑤子も限界で、体中の熱が全身を駆け回る。下腹部から上がってくる快楽の波が白い光となって脳天を直撃した。

「あぁ、はっ、ん……っぁああああぁ！」

　瞼の裏が白く輝き、体が硬直する。悠斗の剛直がさらに擦り付けられ、達しながらも快楽を与えられる。体が痙攣し、深く長い絶頂感。

　意識が一瞬遠のきかけた時、悠斗が感極まった声を上げた。同時にお腹と胸に熱いしぶきを感じた。火傷するほどに熱く感じるのに、心地よくもある。ぼんやりとした視界にそれを映せば、白く濁った液体が自分の体に転々と飛び散っている。それが何かわからないほど子供ではない。

「……はぁ、はぁ……ごめん。汚しちゃった」

　悠斗が罪悪感をにじませながら呟く。瑤子は首を振った。それは汚れではなく、満たされた証だった。

「気持ち……良かった。凄く……」

　素直にそう呟いて瑤子は目を瞑る。頭に手が乗って優しく髪を撫でられた。快楽とは違う心地よさに、全身から力が抜ける。

「疲れたかい？」

　聞かれて瑤子は小さく頷く。

　悠斗に初めて裸体を晒した緊張感。生まれて初めての絶頂による倦怠感。体を求めあう激しい動き。そのどれもが瑤子に疲れと眠気をもたらした。

　髪を撫でられていると、だんだんと意識が沈んでいく。

「本郷君……ありが……と……」

　心地よい眠りに瑤子はそのまま身を任せた。
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「そこは悠斗って言って欲しいんだけどなぁ」

　瑤子の髪を撫でながら悠斗は唇を尖らせた。

　安心しきって寝入る姿に喜びと共に男性として見られているのか不安になる。それでもやはり嬉しい気持ちの方が上回っている。

　高校の同級生でお気に入りのマッサージ店の店員。悠斗にとってそれだけの関係で終わりたくない女性。それが瑤子だ。

　高校の時から好きだった。明るく活発的で人を惹きつける性格。陸上クラブに所属している彼女の走りは激しい中に美しさがあった。バスケの長い試合時間と違って、短距離はごく短い時間で勝負が決まる。その一瞬にかける情熱を語られて意識しだしてから好意を抱くのに、そう時間はかからなかった。

　そこからずっと見ていた。

　走っている時に足を負傷し整骨院に行った彼女。そこの先生が優しくて格好いいのだと言っているのを見て嫉妬した。マッサージしてもらうのは気持ちがいい、凄く好きだと言っていたのを聞いてマッサージ師の道を選んだ。

　悠斗がマッサージ師になったのは驚くほど単純で不純な動機ではあったが、後悔は一つもない。瑤子が好きだと言っていったマッサージ。彼女の好きなものの一つになれると思うだけで嬉しかった。

　悠斗の思いは一途と言えば聞こえはいいが、それはもう完全な執着だった。

　高校時代、告白する機会は幾度もあったが、友達の関係すら壊れてしまうことを恐れてできなかった。そうしているうちに瑤子に彼氏ができ、さらに告白の機会は失われてしまった。

　卒業して別の大学に行きだすと、共通の友人が少なかったせいもあって瑤子との繋がりは薄くなった。人づてに瑤子の様子を聞くだけの一方的な関係。もっと積極的に動いていればと思う日々。

　同窓会で会った時も、彼氏がいると聞いて話しかけることも躊躇われた。話しかければ、嫉妬から言葉で彼女を傷つけてしまいそうだったからだ。そうして疎遠になればなるほど、高校時代の行動力のなさに後悔が募った。

　遊びで女性と一夜を過ごすことはあっても、本気になれなかったのは瑤子をずっと引きずっていたからだ。誰と付き合っても瑤子と比べてしまう。

　高校時に告白できなかった自分を悔いていた。同窓会でも行動できなかった自分を責めた。しかし二十歳の時からすでに七年経っていて、就職して実家を出てからの瑤子の足取りを知っている同級生はいなかった。

　そんな折、友人から瑤子を見つけたと連絡があった。最近投稿が増えたＳＮＳの一つに、瑤子らしき人の写真がアップされているというのだ。

　しかしＳＮＳでは個人情報は当然載っていない。アップされた画像はおいしそうな料理や、顔がはっきりと映らないように逆光で撮った写真。背後からのものや、遠くから全身を映したものものがほとんどだった。しかし悠斗にはそれだけで瑤子だとわかった。ずっと瑤子を見続けてきたのだ。顔の輪郭や体型で察しが付く。さらに写真に写る女性が高身長なことも確信を持てる一因となった。

　瑤子の情報をくまなく拾い上げた。いまだに地元にいることも幸いし、アップされた情報と写真でどのあたりを中心にしてにいるのかは検討がついた。

　大学を出てマッサージ店に就職して数年後、慎吾と店を立ち上げる話が出た時、この場所を選んだ理由の一つは瑤子がその駅を仕事でよく利用すると知ったからだ。

　仕事の合間に時間を見つけては瑤子を探すために外出した。一年前に瑤子に声をかけたのは、偶然などではない。いわば悠斗の執念だ。

　再会して話をした時は、心が喜びで打ち震えていた。平静さを保つのがやっとで、その日の晩は眠れなかったほどだ。

　一年続けたマッサージ師と客という立場。一年とはいっても、回数で言えば十二回。それでも悠斗はそれまで以上に瑤子を好きになっていた。

　高校の時のまま、明るく勝気で人を惹きつける性格。上司の愚痴をこぼしても、後で必ずその人のいいところを褒めてフォローを入れる優しさ。常に前を向き、諦めない姿勢。自分にはない強さに憧れ、さらに惹かれていった。

　それからは、いつでも瑤子のことを考えている。ＳＮＳを見ては瑤子とのデートを妄想し、一人で欲望を解放したこと一度や二度ではない。

　正直に自分でも引くほど瑤子に執着している。告白できなかった後悔が、棘のように心にささって抜けなかったことが原因かもしれない。

　ＳＮＳで見つけられた歓喜。実際に姿を見かけた時の昂揚と幸福感。そしてそれから始まった、毎月一回の逢瀬。彼女の体に触れるたび、黒い欲望が迸った。それを見せないように常に優しく振舞った。そして今日、彼女の秘めたる場所にようやく辿り着いた。

　自分でもおかしいと思えるほど、瑤子が好きでたまらない。彼女の中に入れてしまえば、欲望のまま乱暴に抱いてしまうと思ってできなかった。

　瑤子の前では優しくありたい。格好いい男でいたい。ストーカーまがいの行動、妄執や醜い嫉妬をしている姿を見られたくはなかった。

　恋人の演技などと言ってしまったが、明日はきちんともう一度告白しよう。好きだと伝えて、本物の恋人同士になるのだ。

　瑤子とようやく心の距離が縮まったというのに、このまま何もせずに後悔するのはもう嫌だった。離れるのも嫌だ。

　告白して、明日から新しい関係になる。悠斗はそれを想像して瑤子を腕の中に引き寄せて抱きしめた。瑤子が身じろぎするが構わず頬にキスをする。

「好きだ、端木」

　思いを込めて耳に囁き、悠斗はゆっくりと目を閉じた。
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　体が重く、だるい。太ももや腰のあたりが筋肉痛のように痛む。

　昨日は頑張って、いつもの倍の企業へ足を運んだ。飛び込み営業は大変な分、成果が出れば売り上げに繋がる。成績が上がり、さらにやる気が出る。大変だけれど楽しい。だからやめられない。

　そこでふと瑤子は眉根を寄せた。

　昨日は月末の金曜日で、マッサージに行ったはずだ。なのになぜこんなにも体が重いのか。

　瑤子はゆっくりと瞼を開けた。その瞳に飛び込んできたのは端整な顔立ちで、思わず体が固まる。そこから昨日の記憶がよみがえってきて、瑤子は顔を赤らめた。それでも目の前の整った顔立ちの男性を観察する。

　今まで出会ったどの男性よりも格好いい。筆で描いたような眉。通った鼻筋。薄い唇。寝ぐせのせいで髪が乱れている姿でさえ、そのイケメン度合いは変わらない。

　広い肩幅、引き締まった体。細くしなやかな、それでいて男性的な手で触れられて、そして絶頂を与えられた。

　生れて初めて絶頂というものを知った。今までに経験したことのない感覚。体を快感が駆け巡り、頭が真っ白になった。それを昨日だけで二度経験した。絶頂を覚えた体は貪欲で、またあの感覚を味わいたいと体の奥が疼いてくる。

　瑤子は首を振ってその考えを否定した。悠斗を起こさないように、そっとベッドから抜け出す。昨日の情事をにおわせるような汚れは見当たらず、おそらく悠斗が清めてくれたのだろう。そのことがさらに恥ずかしさを増大させる。

　寝室のドアからベッドを振り返る。悠斗はいまだ夢の中で起きる様子もない。

『本当に可愛い』

　あの唇でキスをされた。じっと見つめられて好きだと囁かれた。そして今まで感じたことのない快感を、初めて与えられた。嬉しくて泣きそうになった。恥ずかしくて逃げだしたくなった。

　本当に幸福な時間だった。

　けれど、その幸せは偽物だ。その幸福を与えてくれた人から、恋人だと思い込めと言われたのだ。昨日のすべては演技。何もかもがまがい物だ。

　それでも何度も頭の中で悠斗の言葉が繰り返される。それを振り切るようにして瑤子は寝室を出た。昨日洗ってもらっていた衣服は乾燥まで済まされてリビングのソファに畳んでおいてあった。細かいところまで気の利く悠斗に尊敬と同時にまた恥ずかしくなる。

　衣服をまとい、鞄を抱えて玄関へ向かった。物音のない部屋を振り返り、瑤子は静かに扉を出て、音を立てないように閉めた。

『気持ちいい？』

　マンションを出て道を歩く。昨夜の情事を頭の中から追い出そうとすればするほど、悠斗の囁きがよみがえってくる。

　土曜日の早朝は空気も澄んでいて人通りも少ない。顔を赤らめながら瑤子は速足で駅に向かった。

　慌てて悠斗のマンションを出てきたが、瑤子自身もどうしたらいいのかわからなくなっていた。悠斗が起きるまで待っていたほうが良かったと思うけれど、それ以上に心が乱れて考えがまとまらなかった。

　混乱して自分の気持ちに収拾がつかなくなるほど、瑤子は悠斗のことを強烈に意識していた。

　

　瑤子がどれほど悩んでいても毎日は繰り返される。仕事をすれば一日はあっという間に過ぎていき、気付けば悠斗のマンションに泊まってからひと月が経っていた。

「どうしよう」

　このひと月何度となく考え、呟いてきた言葉。

　悠斗からは何度も電話やメールが来ていたが。日々の忙しさを理由に返事を躊躇ってしまっていた。けれど一度そうしてしまうと、今度はどのタイミングで返事をすればいいのかわからなくなってしまった。そうしてずるずると返事ができないまま、月下である月末の金曜日が来てしまった。しかし、アムルーズに予約はしていない。体はカチカチで凝り固まっているが、悠斗の手が体に触れると思うととてつもなく恥ずかしくなる。

　だたのマッサージだ。その手にいやらしさなど微塵もないに違いない。仕事として、それこそたくさんの人をマッサージしてきただろう。瑤子だってその内の一人だ。そう考えようとしても、どうしてもあの官能的な夜を思い出してしまう。

　悠斗にリハビリと称して体に触れられた。恋人のように優しく触れられてわかったことがある。今までのセックスで感じなかったのではない。感じさせてもらえなかったのだ。体を求めてくるくせに自分の快楽しか考えず、快楽を与えて欲しいと強要してくるのに瑤子へはおざなりな中途半端な愛撫。思い返せばあまり濡れていなかったから挿入時に痛みがあったし、だからこそ気持ちよくもなれなかったのかもしれない。けれど、それが当たり前だと思っていた。

　しかし悠斗は違う。どこまでも瑤子のことを考えて体に触れてきた。優しく丁寧に、それこそ瑤子の表情を見ながら、少しでも違和感を感じればすぐさま手を止めてくれた。快楽だけを引き出してくれた悠斗の手つきは思い出すだけで官能的で、そしてもの凄く恥ずかしい。

　なんでもない顔をして、気持ちよくなれたからもうリハビリは必要ないと告げれば元の友人関係に戻れたのかもしれない。

　けれど、もう瑤子にとって悠斗は気安い友人の一人ではない。

　携帯の伝言メモに残された声を聞くだけでドキドキする。今何をしているのか気にかかる。自分のことをどう思っているのか考えてしまう。今までよりもずっと、悠斗のことを意識していた。

　マッサージといえども、今までのように何も考えずに悠斗の前に肌を晒すことなどできない。社交辞令でも格好いいなどと口にすることはできない。逆に可愛いと言われたら、逃げ出してしまいたくなるほど恥ずかしい。

　この感情の名前は恋だ。

　一年前から育ち始めたその気持ちを、ずっと見ないふりをしてきた。しかし溢れ出した気持ちは止められず、もう引き返せないほど好きになってしまっている。

　一緒にいて同じ時間を過ごしたいと思う。何でもない話をして笑っていたい。けれどそんな気安い友達には戻れない。だから距離を置く。なのに会いたくなる。

　どうしていいのかわからなくて、どうしようとため息をつく。

　マッサージの予約はしていないのに、仕事はいつも通り定時で終えた。だるい体と重い足を引きずって会社を出る。外は日が落ちて幾分か涼しくなったと言えども、空調のきいた部屋を出ると途端に蒸し暑く感じた。

　スーパーで買い物をして自宅で料理する気にもなれず、瑤子はいつもとは違う駅で電車を降りた。初めて降りる駅だと思っていたが、なぜか見知っている気がする。

　駅前に花屋を見つけて、瑤子はここがどこなのかを思い出した。

　悠斗が連れて行ってくれた、安くておいしい居酒屋の一つがこの駅の近くだった。悠斗の自宅からはかなり離れているが、気に入るからと二人で夜道を歩いた。そして居酒屋の最寄り駅であるここで別れたのだ。

　悠斗が花屋の店頭にあるコスモスを見ていたのを覚えている。

　もう一年近く前の話になるのだと瑤子は感慨深げに、そして少しの寂しさを抱えて道を辿る。

　悠斗と入った居酒屋。あの時と同じで週末の店内は混んでいた。それでもカウンターは空いていて、そこに一人で座る。生ビールを注文し、つまみの鳥の南蛮漬けと一緒に冷たいビールを喉の奥へ流し込む。冷やされたジョッキに注がれた生ビールは泡が凍るほど冷たく、炭酸ののど越しが心地よい。

　思わず感嘆のため息を吐き、またつまみを食べてビールを飲む。

　至福のひと時だ。

「おいしい」

　悠斗がおススメしていた店だけあって、料理もおいしくしかも安い。メニュー表を見た瑤子は、しかしわずかに眉を下げた。

　ここの軟骨の唐揚げは絶品だと教えてくれた。焼き鳥は塩で食べるのが好きなんだと語った。土手煮のすじ肉がトロトロで箸が止まらないと笑っていた。

　どのメニューを見ても思い出すのは悠斗のことだ。おいしい料理もどこか味気なく感じてしまう。

　駄目だな、と瑤子はメニューをテーブルに置いた。自分の感情が好意なのだと明確に理解してから、こうして何気ないことで悠斗を思い出す。告白すらしていないのに、すでに振られた気分でいるのは、恋人ごっこをしてしまったせいだ。ごっこだから本気にはつながらない。自分の中で、悠斗は瑤子を彼女に選ばないだろうと結論付けてしまっている。

　電話もメールも無視してしまっているのに、今更好きだなどと言えない。かといって何もなかったようにただの友達に戻れるほど瑤子は図太くない。

「どうしよう……」

　このひと月で何度この言葉を言ったのかわからない。どうしようもない思いを抱えて、溢れ出した気持ちが言葉に出てしまう。

「何か悩み事？」

　手元に突然影が差し、声がかけられた。その声に瑤子は驚きすぎて椅子から落ちそうになる。それを慌てて支えてくれた腕。その腕を辿って視線を上げれば、想像していた通りのダークブラウンの髪に茶色い瞳があって目を見開く。

「ごめん。そんなに驚くと思わなくて」

　申し訳なさそうに謝る悠斗に、瑤子は慌てて首を振る。けれど言葉は出てこなくてそのままうつむいてしまった。

　会えたことが純粋に嬉しい。顔が熱くなって、心臓が高鳴る。けれど、自分が悠斗からの連絡をすべて無視していた罪悪感から顔が上げられない。

　悠斗は隣の椅子に座るとウーロン茶を店員に頼んだ。そうしてその場に二人が取り残されると、瑤子の方を向いて頬杖をつく。

「マッサージ来なかったね」

「あ……えっと、仕事が忙しかったの」

「あれから何度も電話したんだぞ。メールも」

「い、忙しくて」

「ふ～ん」

　責めているような態度ではない。どちらかといえば面白がっているような言葉の響きにちらりと悠斗を見やれば、口元には笑みがあって目は優しげに細まっていた。

「怒ってる？」

「怒ってないよ。ただ、心配してる」

「心配？」

　思ってもいなかった言葉に瑤子は顔を上げた。

「そう、心配してた。ほら、手を出して」

　言われるまま手を出せば、親指と人差し指の間を揉まれた。悠斗に触れたことへの恥ずかしさはすぐに吹き飛んだ。わずかな痛みと気持ちのよさが全身に広がる。

「やっぱり、リンパが随分と滞ってる。この分じゃ、肩も腰もガチガチだろ」

「……うん」

　素直に頷く瑤子に、悠斗は苦笑すると手を離した。何のためらいもなく離された手に、少しの寂しさを覚えながら瑤子はジョッキを傾ける。

「そういえば、どうしてこの店に？　このお店、本郷君のマンションから少し離れてるでしょ？」

「端木を探してた」

「え!?」

　ジョッキを落としそうになって、瑤子は慌てた。それほど悠斗の言葉に驚いたのだ。

「連絡が途絶えてから、端木と一緒に行った店を順番に回ってたんだ。もしかしたらいるんじゃないかと思って」

「どうして……」

「朝目を覚ましたら横にいた人がいなくなってて、電話もメールも繋がらない。いつもの日にマッサージにも来ない。あのことで体調を崩してそのまま調子が悪いのかもとか色々考えたら、いてもたってもいられなくなってたんだ」

「ご、ごめんなさい。そんなに気にしてもらってるなんて思ってなくて」

「気にするよ。あの日、本当は触られたくないくらい気持ちが悪かったのかと思って」

「ち、違うよ。逆だから。気持ちよすぎて……その、どんな顔して会ったらいいのかわからなくて」

「いつも通りで。いつもの端木でいいんだ」

　言われて瑤子は力んでいた肩を下した。緊張から解放されて、今度は電話やメールを無視していた罪悪感に支配される。

「私、あんな風に優しく扱ってもらったことがなかったから、どうしていいかわからなくて。あのことも恥ずかしくて、でも嬉しくて」

「男なら優しくするだろ、普通」

　言葉に瑤子は小さく首を振った。

　今まで優しくされたことなどない。気の強い瑤子ならば平気だと思われていたのかもしれない。強気な態度の裏に、繊細な傷つきやすい彼女がいることに誰も気づいてくれなかった。

　きっと男を見る目がなかったのだろう。あるいは体の相性が悪かったのか。どちらにしても、瑤子が原因の不感症でなかったことは確かだ。

「好きな女になら、どこまでだって優しくできる」

　さりげない言葉に瑤子は頬が熱くなるをの抑えられなかった。嬉しくて、恥ずかしくて顔があげられない。

　ストレートな告白。心が浮き立つようだった。しかし瑤子はすぐに自分の心にストップをかけた。

　あの日の夜が幸せだったのは確かだ。だが、演技であったのも間違いない。好きだと、可愛いと繰り返し言われた言葉はすべて偽物だ。

　だとするなら、今の言葉も演技の延長なのではないのか。リハビリは続いていて、悠斗の中ではまだ恋人設定は続行したままなのかもしれない。心にとげが刺さったように痛みが走る。辛くて苦しい。けれど同時に淡い期待も抱いた。

　偽物でも、今の関係が続くならば別に構わないのではないか。瑤子の中でそれほど悠斗は特別な存在になっていた。

　悠斗とともにいられるのならば、偽物の恋人でも構わない。それで一緒の時間を過ごせるならば。

　味気ないと思っていた食事も、前に味わった時のように絶品に変わっている。自分の気持ち一つで何もかもが違ってしまうことに呆れ、同時に嬉しくもあった。

「ここの焼き鳥、本当に絶品だね」

「だろ？」

　満面の笑みが向けられて、瑤子も頬を緩めた。




　２




　一人で入った居酒屋を二人肩を並べて出る。何でもないことなのに、特別なことに思えて瑤子は一人で笑う。

「なんか、嬉しそうだね」

「そう見える？」

「口元がずっと緩んでる」

　思わず口元を押さえる。クスクスと笑われて、からかわれたことに気付いた瑤子は唇を尖らせた。その唇に悠斗の指が触れる。

「むくれたところも可愛い」

　本気なのかからかわれているのかわからずにドギマギしていると、手を取られた。恋人同士がするような、指を組み合わせるような握り方。指の一本一本から悠斗の体温が感じられてドキドキする。

　その手を引かれて瑤子は歩き出した。が、悠斗が向かっているのは駅とは真逆の方向だった。かといって悠斗のマンションの方角でもない。

「どこ行くの？」

「いいところ」

　手を引きながら悠斗が振り返って笑う。それに瑤子は首を捻る。しかし悠斗が足を向ける一角を見て目を丸めた。

　ラブホテルが連なる小路。悠斗は迷いもなく一つのホテルを選び、中へと入っていく。そういった場所に一度も足を踏み入れたことのない瑤子は、手を引かれながら物珍しげにあちこちに目を向けた。

　誰もいない廊下を進み、一つの部屋に二人で入る。

　男女が睦みあうために建てられたホテルだ。普通のホテルにはない内装になっている。瑤子が四人並んで寝ても余りそうなほど広いベッド。浴室はガラス張りで室内から何もかもが丸見えだ。その浴槽はかなり広く、二人で入っても余裕がありそうに見えた。

「先にお風呂に入って体を温めたほうがいい。夏だからと冷たいものをのみ過ぎた体は、意外に冷えてるからね」

「えっ!?」

　瑤子は思わず声を上げた。悠斗の言葉の理屈はわかる。昼間に冷たいお茶を、居酒屋では泡が凍りそうなほどの冷たいビールを飲んでいた。自分でも気付かないうちに体が冷えていることはわかる。しかし瑤子はガラス張りの浴室に目をやり、困ったように悠斗を見上げた。

「ガラス張り……なんだけど」

「うん。だからなに？」

「見られるのは、恥ずかしい」

「大丈夫。俺も入るから」

　何が大丈夫なのかわからない。それでも悠斗の言葉には有無を言わせぬ響きがあって、瑤子は小さくため息を吐くと鞄をソファに置いた。

　浴室はあっても脱衣所はない。ここで脱いでいかなければならない。もそもそとスーツを脱いでいると、隣で呆れるほど勢いよく悠斗が服を脱ぐ。恥ずかしげもなく裸体を晒すその姿に瑤子は思わず目を逸らした。それでも瑤子の脳裏にはしっかりと先ほど見てしまった悠斗の裸体が焼き付いている。

　均整の取れた引き締まった体。その下にあったのは、興奮していない状態でも大きく長い一物だ。頭をもたげた姿を想像するとお腹の奥が疼いた。

　瑤子はドギマギしながらスーツを脱ぎ、ショーツやブラシャーを綺麗に畳んでソファに置いた。髪を上部でまとめてから振り返ると、浴室にいる悠斗とガラス越しに目があった。思わず胸と秘所を両手で隠す。が、ひと月前全身をじっくりと見られた。それにスーツや下着を脱いでいる姿だって見ていただろう。今更隠す意味もなく、瑤子は逆に堂々と裸で浴室まで歩いた。

　悠斗が見ている。全身に向けられる視線を感じて、肌がむず痒い。同時に自分の中にある快楽への欲求が強くなる。ひと月前に感じた快楽を思い出して、瑤子は唾を飲み込んだ。

　浴室へのガラス扉を開けると、浴槽に浸かりながら悠斗が手招きをする。シャワーでざっと汗を流して浴槽に浸かる。

　ちょうどいい湯加減。広い浴槽は二人で入っても余裕があり、肩まで浸かってゆっくり吐息を吐いた。凝り固まっていた筋肉や思考がゆっくりと解きほぐされていく。

　視線を感じて隣を見れば、湯けむりの中に頬を染めた悠斗がいた。湿気で額に張り付いた前髪。その下の茶色い瞳が潤んでいる。

　艶っぽい極上のイケメン。

　目の保養と言いたいところだが、同じ浴槽に浸かっていて、しかもお互い裸ではそうもいっていられない。

　悠斗の裸体からさりげなく視線を逸らす。すると、手が伸びてきて引き寄せられた。背後から抱きしめられる形となって瑤子はドギマギする。

　会社では男性に囲まれていて気を張っているせいか、こういった時には消極的になってしまう。気の強さは鳴りを潜め、初心な乙女のような反応になってしまっていた。

　悠斗は両手で瑤子の右手を持ち上げた。親指と人差し指の間を指で揉まれる。小さな痛みに瑤子は眉をしかめた。

「端木は頑張りすぎなんだ。だからこんなにガチガチに凝るんだよ。風呂から上がったら、しっかりと揉みほぐさないと」

「え？」

　瑤子は思わず声を上げた。

　ラブホテルに連れ込まれ、一緒にお風呂に入っている。この後の行為がセックスだと疑っていなかった。が、悠斗の口から出たのはマッサージだった。そのことに安堵する自分と残念に思う自分がいる。落胆していると言ったほうがいいのかもしれない。

　別にセックスをして気持ちよくなることだけが目的ではない。ただ、体を重ねてつなげれば、心までもが一つになれたように感じて嬉しくなる。例え演技だとしても、その時ばかりは悠斗の心は瑤子のものになった気がするのだ。

　明確な好意を意識しだしたのはこのひと月の間のことだが、思い返してみれば高校時代から憧れてはいた。別々の大学へ進んで疎遠になってしまったが、再会してその変わらない人柄に惹かれた。けれど自分の不感症のことを考えるとそれ以上の関係を求められなかった。それから一年間、自分の気持ちに蓋をし続けたが、ひと月前の情事でその蓋が外れてしまった。

　悠斗を好きなのだとはっきりと意識した。

　けれど、悠斗はどう思っているのだろうか。それがわからない。

　ただの高校の同級生。マッサージ店の店員と客。恋人と言ってくれているが、それとて瑤子の心のタガを緩めるための演技だ。嫌われてはいないだろうが、だからといってそれがそのまま愛情に代わるわけではない。

　好きだと言えば、好きだと返してくれるだろうか。それとも、そんなつもりはなかったと避けられるだろうか。

　ごくりとつばを飲み込む。

　悠斗の手を取って、手の甲に触れるだけのキスを落す。

「……好き」

　小さく呟いたつもりが、壁に反響して大きく耳に届く。悠斗にもしっかりと届いただろう。表情は見えないが、その体がピクリと動いた。大きな手が瑤子の手をぎゅっと握りしめてくる。

「俺も……好きだよ」

　ドキリと心臓が跳ねる。演技の延長での言葉なのかもしれない。それでも瑤子はそれを悠斗の本当の気持ちだと思いたかった。

　だから、そう思うことにした。たとえ一時のことだとしても、悠斗と恋人同士になれる。甘く愛を囁いて、体をつなげる。

　魅惑的で甘美な夢。覚めた時にどれほど傷ついたとしても、今この時を大切にしたかった。

　瑤子は湯船の中で態勢を変え、悠斗と向かい合う形になる。額に張り付いた前髪。その下の瞳は優しく、けれどどこか野性味を持っている。大人しい草食動物の皮を脱げば、そこには肉食獣が潜んでいる。そう思わせるほどの野性的な光に吸い寄せられるように顔を近づけた。

　自然と唇が合わさり、リップ音をさせて離れる。また口づけて離れる。繰り返すたびにリップ音は増し、少しずつ深く交わっていく。　

　風呂の熱さと愛撫の熱で頭がぼうっとする。息をつこうと離れれば、後頭部を抱え込まれて唇が深く重なる。

　ふらつく体を悠斗の胸に手をついて支えた。手のひらに当たるのは男性的な硬い胸板で、太もものあたりには硬いものが押し付けられている。

　目にしなくても皮膚に当たる感触で、それがどれほどの大きさでどんな形をしているのかがわかる。けれど見えない分想像してしまう。

　引き締まった体に包まれ、圧倒的質量の一物に貫かれる。そのことを想像するだけで下腹が疼いた。

　ひと月前に味わった快感は強烈で、体はそれ以上を期待している。前回は入れることなく達して終わってしまったが、今日は最後までしたい。心がつながったのなら、体もつなげたいと思うのは自然なことだった。

　瑤子は膝立ちし、自分の秘所に悠斗の剛直の先端をあてがった。ぬるりとした感触はお湯のそれではなく、瑤子か悠斗の体液だ。

「待て、端木。まだ……」

「待てない」

　皆まで言わさず瑤子はゆっくりと腰を下ろす。小さな痛みを伴って悠斗が入り込んでくる。さらに腰を下ろすと、痛みがだんだん増してくる。

「んうっ……」

　思わず歯の隙間から呻きが漏れた。

「だから、待てって。まだ濡れてない」

「ちゃんと……濡れてるよ」

　ぬるぬるしているのは濡れている証だ。そう言えば悠斗は首を振った。

「これくらいじゃ、まだ濡れてるとはいえない。痛みがあるんだろ？」

　瑤子の表情を見て取って悠斗は心配げに眉を寄せた。

「端木には、痛みのひとかけらだって与えたくない。ただ気持ちよくなって欲しいんだ」

　悠斗は言いながら瑤子から剛直を引き抜く。

「あ……」

　わずかな痛みと圧迫感から解放される。けどれ同時に言いようのない喪失感が瑤子を襲った。

「待って。ちゃんと濡れるようにする。本郷君が気持ちよくなるようにするから」

「違うんだ、端木。俺が気持ち良くなりたいんじゃなくて、端木を気持ち良くしたいんだ」

　だから、と悠斗は立ち上がった。浴槽から出て瑤子に手を差し伸べる。

「のぼせる前に上がろう。それからたっぷりと時間をかけて、気持ちよくしてあげるから」

　悠斗を見上げて瑤子は息を飲んだ。隠すことのなくさらされた立派な体躯。そして、その上にあるのは野獣を思わせる危険な光を湛えた茶色の瞳だった。
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　嬉しさと悔しさ。その二つの感情が悠斗の中にあった。

　瑤子が好きだと言ってくれた。自分の思いに応えてくれたことがとてつもなく嬉しい。嬉しすぎて大した反応ができなかったが、喜びはじわじわと胸に広がっていた。

　けれどその一方で、嫉妬の感情もあった。

　恋人として隣に立てることは嬉しい。けれど、彼女の初めてではない。それが悔しい。高校の時に告白していればとの後悔がまた悠斗の中で頭をもたげて来ていた。

　何でもいいから、彼女の初めてが欲しかった。だから悠斗は甲斐甲斐しく瑤子の体をバスタオルで拭いていった。

　自分でやると言い張る瑤子を宥め、バスタオル越しにその体に触れる。

　細い首筋、うなじ、背中、丸いお尻。丁寧に拭いて前に回り、また首から順番に拭いていく。胸を拭く時に、その柔らかさに手が勝手に動いたのは男としての本能だ。肩から二の腕、指の一本一本に至るまで丁寧に水気を拭っていく。ベッドに座らせて足も同様に拭く。

　嬉しさは胸の内に広がり、全身にまで広がっている。けれど、うまく気持ちを言葉にできなかった。普段は何も考えなくても言える褒め言葉や口説き文句が一つも出てこない。だから言葉の代わりに態度で好意を伝えた。

　しかし、さすがに足の間の秘めたる部分は断られた。じっくりと見て触れたかったが、それは後のお楽しみだと自分を納得させた。

　その間に自分の体をざっと拭う。瑤子の時とは違い、自分の体だと思えば丁寧にする意味はない。

　腰にタオルを巻いて振り返れば、バスタオルを体に巻いた瑤子がいて苦笑した。どうせすぐに外すのに、落ちないようにとしっかりと巻き付けているところが可愛らしい。

　こういう瑤子の可愛らしい姿を、自分一人だけが知っているのではないことに嫉妬してしまう。過去のことをうるさく言うつもりはないし、そんな資格もない。けれど、黒い泥濘のような感情は拭い去れない。

　浴槽で大して濡れてもいないのに入れようとしたのは、快楽のためというよりも悠斗を喜ばしたい一心からの行動だろう。過去の男たちは瑤子に大した愛撫もせずに、自分だけ欲望を満たしていたに違ない。そうでなければ、瑤子のあんな行動に繋がらないだろうし、不感症などと悩むはずがない。

　もっとも、そのお陰で悠斗にチャンスが巡ってきたわけだが。

　高校時代に告白していたら。そう思う時もあるが、離れていたからこそ経験できたこともある。悠斗とて男だ。遊びで女性と関係を持ったこともある。だからこそ女性が喜ぶポイントを学ぶことができた。

　だからといって嫉妬が消えるわけではない。

　悠斗は瑤子の手を取ってベッドに導いた。素直についてくる瑤子が可愛い。と同時にやはり嫉妬が芽生える。

　そうして瑤子をうつ向きに寝かせ、その足元に悠斗は膝をつく。

　いつも通り足裏から指圧していく。

「……マッサージ？」

「うん、そう。マッサージ」

　違う意味で気持ちよくなることを期待していたのだろうが、まずはこのがちがちに固まった筋肉を解さなければならない。別に解さなくてもセックスはできるが、そこはやはりマッサージ師として見過ごせない。それに自覚症状はなくとも、瑤子の体はかなり悲鳴を上げているはずだ。

　この部屋は明日の朝まで押さえてある。焦らなくとも、時間はたっぷりとあった。

　風呂で温めた体は筋がほぐれている。そこをさらに解しつつ、滞ったリンパを流していく。

　いつものようにオイルがあるわけではない。直接擦れば肌が傷ついてしまう。タオルを置いてその上から少し強めに圧をかける。

　風呂を上がったばかりだというのに、瑤子の足はすでに冷たくなり始めていた。体の芯まで温まっていないのと、筋肉が凝り固まっているので血液の循環が悪くなっているためだ。

　いつも以上に丁寧に、そして時間をかけてじっくりと揉みほぐす。そうすると内側からほんのりと温かくなってくる。

「今日はお尻も触るよ」

　店では胸と尻は要望がない限り避けている。トラブルになりかねないからだ。しかしここは店ではなく、目の前にいる女性は自分を好きだと言ってくれた人だ。触っても問題ない。

　瑤子は営業としてよく歩いているせいか、お尻の形は素晴らしく綺麗だ。お尻の筋肉を鍛えれば重力によって下がりにくくなり、腰や背中の痛みが軽減することもある大切な筋肉だ。そのお尻の外側、大殿筋と呼ばれる場所に手のひらを当て、円を描くように押し付けながら圧をかける。

「……あぁ、それ、気持ちいい」

　ため息と共に吐き出された声。快楽とは違う、けれどしっかりと体に刻まれる心地よい感覚。

　血の巡りがよくなれば、感度は飛躍的に上がる。瑤子は決して不感症などではない。どちらかといえば、感度はいい方だ。今までの男たちの愛撫に原因があるとしか思えない。そして悠斗はもう瑤子を手放すつもりはない。自分の手で彼女を快楽に引き込んでいく。それは心を痺れさせるほど甘く悠斗を誘う。

　瑤子の肌に触れながら、卑猥な想像をしてきた。マッサージ師と客の立場では決して叶わなかったことだ。瑤子から悩みを引き出して付け入ったようなものだが、それでも先ほど互いに好意を確認し合った。

　時間をかけて体を解きほぐし、じっくりと愛撫し、そして自分のものにする。今から起きることを想像して、悠斗は生唾を飲み込んだ。

　下半身から上半身と筋肉をほぐし、肩と首周りを終えて上向かせる。マッサージ中だからか、瑤子は胸や秘所に手をやって隠すことはしなかった。

　足元からじっくりと視線を這わせていくと、さすがに恥ずかしそうに顔をそむけた。

「マッサージするんだよね？」

「マッサージだよ。ただし、これからするのは性感の方だけど」

　性的な行為を宣言し、瑤子に触れるだけのキスを落とした。驚いたように見開かれた瞳が細まり、不安な表情が浮かぶ。それでも瞳には色欲の光があり、潤んでいた。

「大丈夫。怖いことはしない」

　安心させるようにひと月前と同じ言葉を口にすると、わずかにこわばっていた頬の筋肉が緩んだ。その顔中にキスを落とす。瞼や耳、髪の生え際にまで唇を寄せ、甘く息づく唇へと戻る。

　待ち構えていたように唇が薄く開き、そこから舌を入れ込んだ。角度を変えて奥まで進ませる。熱い口内を弄り、舐っていく。

　小さな吐息が漏れて、それを奪うように唇を深くふさいだ。薄っすらと目を開ければ、悠斗の行為を享受する瑤子の艶っぽい表情が目に入る。受け入れてくれていると思うとたまらなく嬉しい。同時に今まで抑えてきた欲望が顔をもたげてくる。瑤子のすべてを早く暴いてしまいたいと思う心を落ち着かせる。

　瑤子は処女ではない。それでも快感は覚えたてだ。あまり急ぎすぎると快楽よりも痛みを強く感じてしまいかねない。

　キスを繰り返しながら、瑤子の細い肩から腰までを撫でおろす。手のひら全体を使って、けれど触れるか触れないかギリギリ、肌の産毛をなぞるように動かす。くすぐったさが快感となり、瑤子は小さくうめいた。

　首から肩、鎖骨へと愛撫を繰り返す。呼吸が弾み、吐き出す息に甘さが混じり始めた。それを見て取って胸に指を添えて優しく押すと瑤子はまた小さくうめく。

「んっ……」

　瑤子の感じるポイントはたくさんある。胸はもちろん、脇や横腹、へそ周りや太ももも感じやすい。こんなに感じる場所があって、不感症などあり得ない。瑤子を碌に愛撫もしなかった男どもに怒りと嫉妬が湧く。

　好きな女を喜ばせるのが、男の役目だろうに。もちろん、それだけが理由ではない。女性を喜ばせて感じさせれば、男も気持ちよくなる。心と体が結びついているのだと感じるのはこういう時だ。心で感じて、体でも感じる。それは幸福で、そして悦楽的だった。

「ずっと思ってたけど、端木は肌が綺麗だね」

「……そうかな？」

「日焼けしているけど、ケアをしっかりしてるからきめが細かい。すべすべして触り心地がいい。朱に染まった肌が凄く綺麗で、凄くいやらしい」

「い、いやらしいって！」

「褒め言葉だよ」

　言いながら悠斗は瑤子の胸の突起に触れた。

「あっ！」

　びくりと瑤子の体が跳ねる。摘まんで捏ねれば、先端が反応して硬くなった。味見するようにちろりと先を舐める。また瑤子が震える。唇で食み、舌でチロチロと刺激する。

　胸から鎖骨、鎖骨から首筋へと順番に舌を這わせ、唇にキスを落としてまた胸へと戻る。ブラウスからギリギリ見えない場所に吸い付いて、赤い痕を残した。自分でつけておきながら、異常に興奮する。自分のものだと主張するように、肌を赤く色づかせる。すぐに消えてしまうかもしれない。けれど、快楽は体の奥底に、頭に刻み付けられる。

　体の縁をなぞるように、両手で胸から脇、お腹から腰へと手を滑らせる。腰骨をくすぐり、また胸へ戻る。そうして胸の先端を愛撫して、興奮と快楽を誘う。

「やっ、ん……あぁ」

　隠し切れない快感が、喘ぎとなって瑤子の唇から漏れた。甘く切ない声を聞きながら、悠斗は手は徐々に秘めたる場所へと近づく。

　中指が黒い茂みに触れる。羽毛を思わせる柔らかな和毛。梳くように撫で、そのまま太ももにまで手を這わせた。手が這った場所を辿るように唇でなぞる。時折吸い付いたり舌で突いたりして刺激を与えながら、じっくりと指と唇で愛撫を繰り返した。

　膝、くるぶし、足の甲にも口づけた。舐め上げれば瑤子の肩が震える。ふくらはぎ、内腿と手を滑らして、両ひざを持って開かせる。

　小さな抵抗があった。チラリと瑤子を見上げれば、黒い瞳が期待と不安に揺れている。じっと見ていると瑤子が小さく息を吐き、体から力を抜いた。膝を割り開き、瑤子の秘めたる場所に顔を寄せる。

　この間は触れるだけで終わった。今日はじっくりと見て味わいたい。

「やだ……恥ずかしい」

　鼻にかかった甘い声。言葉は拒絶しているのに、声は誘っている。その声に導かれるように悠斗は目の前にある和毛に指で触れる。

　黒いカーテンをかき分ければ、濡れて光っている秘所が現れた。その割れ目を上から下へと指で撫でる。

「やっ……ぅあっ、ぅん……あ……ああぁ」

　力は入れず、ただ撫でているだけ。しかし、その小さな刺激にも瑤子は声を上げた。

　ほんのわずかに力を入れれば、簡単に秘裂に指が入り込む。少しずつ指をひだに埋め込みながら上下に撫でた。その指先が硬いものに当たる。

「ああっ！」

　瑤子がびくりと体を震わせた。指先が花芽に当たった感触に、悠斗は舌なめずりした。秘裂に指を添え、ゆっくりと押し開く。

　その美しさに悠斗は息を飲んだ。

　薄いピンクのひだ。その奥に息づく洞窟も薄く色づいている。上部にはサンゴのように赤く染まった小さな粒がある。そのすべてが濡れて光っていて、そのすべてが悠斗を誘っているように見えた。

　秘裂をなぞれば、洞窟の奥から泉が湧くごとく蜜が溢れてくる。その泉の元へ指をゆっくりと差し込んだ。

「んん……くぅん」

　指先から第一関節までゆっくりと入れ込む。中をかき回しながら第二関節まで入れた。瑤子から甘い声が漏れ、腰が揺れる。そうして第三関節まで埋め込んだ。

　中で動かすたびに蜜が溢れてくる。

　入れる時と同じようにゆっくりと引き抜いた。指はたっぷりの蜜で濡れている。蜜壺からはとめどなく透明な蜜が溢れてくる。

　悠斗は花弁を押し開き、下から上へと舐めとった。

「やっ！　駄目。そんなところ……汚い……」

「汚くないよ。凄く、綺麗だ」

　瑤子が悲鳴にも似た嬌声を上げる。構わず悠斗は流れる蜜を舐め続けた。

「ひぁあああっ！」

　甘い蜜をもっと味わいたくて、蜜壺に舌を差し込んだ。中で舌をうごめかすたびに蜜が溢れてくるが、物足りない。

　悠斗は右の親指を花芽にあてがった。花芽を右の親指で撫で上げる。間を置かずに左の親指でも撫でた。花芽を両方の親指で交互に撫でさする。

　嬌声が上がるたび、蜜も溢れてくる。それを舌で掬い、喉を鳴らして飲み込む。

　やむことのない嬌声が切羽詰まってくる。到達する先が見えて、悠斗はさらに指と舌を巧みに動かした。

「あっ……ああ、やっ……待って、もう……駄目。はぁ……あ、あああああぁ！」

　瑤子は背を反らせた。ビクビクと肩が震える。ちゃんと感じて、無事に達したらしい。肌に汗がにじむ。荒い呼吸を繰り返しながら、瑤子の全身から力が抜けていく。

　さんざん弄られた花芽は赤く充血していた。その宝石のような美しい粒に魅入られ、悠斗はその場所へ舌を伸ばす。

「待って！　それ以上は……無理」

　イった直後の体は敏感で、充血した花芽は過敏になっている。舌が触れた瞬間、瑤子の体が跳ね、嬌声が上がった。

　絶頂の先にあるのは、さらに一段階上の絶頂だ。

　女性だけが何度も達して高みに上ることができる。一度だけの快楽で欲望を放つ男にはわからない、何度も達することによって到達する、気を失うほどの強烈な快感。

　瑤子はまだ二度目だ。悠斗は花芽をじっとりと舐めとる。瑤子の体が震え、息が荒くなる。シーツを握りしめる指が、その強烈な快感を教えてくれている。快感に慣れていない体はあっという間に瑤子を支配し、その意識を押し流していく。

　瑤子の反応を見ながら攻撃の手を緩めたりまた猛烈に攻めたりを繰り返し、意識を保たせながら強烈な快楽を体に刻んでいく。

　指と舌を使い、中と外を同時に攻める。溢れる蜜がシーツを濡らし、白い肌の上を汗が流れた。

「っぅあ！　ああ、んぅ……はっ…ぁ、ああああっ！」

　何度目になるかわからない絶頂を迎え、瑤子の体から力が抜ける。ぐったりと体を横たえる瑤子の瞳には、いまだに快楽に対する期待の光がある。

　悠斗は口の周りについた蜜を手の甲で乱暴にぬぐい取って身を起こすと、枕元にあったゴムを手にとった。

　瑤子の見ている前で、見せつけるように先端からゆっくりと付けていく。透明なゴムで包まれた剛直は、照明に光にぬらぬらと光っている。瑤子を欲しがって天を衝くほど硬く勃ちあがっていた。

「端木……」

　声をかければ、黒い双眸が見上げてくる。潤んだ黒い瞳、紅潮した頬、汗で額に張り付いた髪、薄っすらと開いた唇。そのすべてが妖艶にして美しく、悠斗を誘う。

　両足を持ち上げてその間に体を割り込ませる。剛直に指を添え、ゆっくりと腰を進めた。

「あぁ……っん！」

　先端が入り込み、瑤子が甘い声を上げる。逆に悠斗は歯を食いしばった。

　信じられないほど熱い。わずかしか入っていない先端が、溶けそうなほどだ。意識まで溶けていきそうになって下唇を噛みしめる。

　高校の時からずっと見てきた女性だ。好意や憧れ以上に、嫉妬や独占欲の方が強い。理性が飛べば、自分の欲望をぶつけて彼女を傷つけてしまいかねない。それだけは何とか阻止したかった。そのために今まで悠斗は自信と余裕を持った態度を貫いて、自分を戒めていたのだ。今更一時の快楽のためにそれを崩して瑤子を傷つけるわけにはいかない。　極力ゆっくりと自身を埋めていく。熱さに息をつき呼吸を整えながら、瑤子の様子を探りつつ入れ込む。

　かなりの時間をかけて悠斗は最奥まで辿り着いた。

「あっ……んん」

　最奥を軽くつくと瑤子が声を上げる。たまらなくなって上から抱きしめた。

「気持ちいい？」

「ん、まだよくわからない……気持ちいいんだと思うけど、さっきまでの感覚とは全然違うから」

　花芽の強烈な快感はわかりやすい。一方中は意外に鈍感で、しかし快感を覚えれば、もっと快楽に溺れるようになるだろう。

　悠斗は探るように前後に腰を動かした。

「んんっ……は、あぁ」

　中を擦り付けられて瑤子が声を上げる。花芽を愛撫していた時ほどの嬌声ではない。まだちゃんと感じていないのだ。

　最奥まで突いて、深く繋がったまま円を描くように腰を動かす。中をかき回されて瑤子の体が震えた。

「ゃん！　はあ……んっ……あ、ああ」

「端木は、こうやって奥を突かれながらかき回されるのがいいんだね」

「……ん、わからな……っひ、ああ！」

　ぐりぐりと押し付けると、わからないと言いながらも嬌声が上がる。震える体を止められず、瑤子が羞恥に顔を背けた。

　その顎を指で掴んで上向かせる。目を合わせたまま奥を突いた。先端が行き止まりに当たる。そこを重点的に攻めた。

　瑤子の背がのけ反る。甘い声が唇から漏れ、時折悲鳴のような声が上がる。

　悠斗は剛直をゆっくり半ばまで抜き、そこから一気に奥を突きさした。

「やっ……あぁあっ！　あ、あっ……あぁ、んっ！」

　抽挿を繰り返すごとに嬌声が上がり、瑤子の呼吸も乱れる。黒い瞳は色欲で濡れて光り、頬は紅潮している。唇からは声が甘く切ない漏れ聞こえ、それが悠斗をたまらなくさせた。

「気持ちいいか？」

「う……ん、凄い……気持ちい、あっ！」

　これが演技でないことは、いつも瑤子を見ているからわかる。本気で感じて、本気で喘いでいる。

　嬉しくて、悠斗はさらに腰を動かした。

　独占欲は満たされることがない。もっと自分だけを見て、もっと自分に酔いしれて欲しい。悠斗が与える快楽に溺れ、この腕の中から出ていかないように閉じ込めたい。

　思いを込めて奥を突く。それだけでなく、壁のいたるところを擦り付けて快感を引き出す。瑤子の様子を見れば、どこがいいところなのかはすぐにわかる。見つけてはそこを重点的に攻めて、瑤子を快楽の波へと誘い落す。

「はぁ……くっ」

　そうしている内に悠斗自身も熱が上がり、精の解放を求めて剛直がさらに硬くなる。そうなると一層中の熱と締まりが感じられた。まだ瑤子を溺れさせたい気持ちと、もっと自身も気持ちよくなりたいとの思いがせめぎ合う。だが、その両方が快楽に塗りつぶされていく。

「ごめん……端木。もう……優しくできない、かも」

　限界を迎えて悠斗が呟く。瑤子の返事を待たず、腰に手をかけてぐんと自身を押し込んだ。同時に親指で花芽を押しつぶす。中がぎゅっと締まった。

「やあぁっ、そこ、触っちゃ……駄目、っあ……それ、駄目、おかしくなる！」

　きつく締まる中を擦り上げる。快感は先ほどと比べ物にならないほど強烈だ。中が剛直全体を締め上げてくる。

　腰を動かし花芽を弄り、瑤子に快感を与えながら悠斗も上り詰める。

「やっ、あんっ！　く、ぅ……あ！　ああ、ああああああああっ！！」

　瑤子が背を反らして嬌声を上げる。中がビクビクと震えさらに締め上げてきた。

「……くぅ、あ……端木！」

　名を叫んで悠斗は自身の欲望を迸らせた。白濁がゴムの中へと大量に吐き出される。

　最後の一滴まで出し切って、悠斗は脱力してベッドに体を埋めた。横を見れば瑤子が息を乱しながら、ぼんやりと虚空を見つめている。

　その茶色い髪に手を伸ばすと黒い瞳が悠斗を見た。

「凄く……気持ちよかった」

「俺も、気持ちよかったよ」

　髪を撫でながら目を細めると瑤子が笑みを見せる。それに笑い返し、髪から頬へと手を滑らせた。そこから細い肩、二の腕と辿り、手のひらを撫でて手を握る。指を組み合わせるように握りしめた。細い指が同じように握り返してくる。それが嬉しくてさらに目を細めた。

「はあ……」

　小さな吐息を瑤子が吐いた。悠斗も息をつく。その小さなため息に熱い呼気が混じる。

　悠斗は剛直をゆっくりと引き抜いた。二人の体液が混じり合い、秘裂から蜜が流れ落ちる。蜜が照明を受けて白い肌がキラキラと輝いて見えた。

　悠斗は汚れたゴムを捨てると、新しいゴムを着けた。

　萎えるはずの剛直は、瑤子の肢体を見ているだけでまた硬くなり始めていた。出したばかりだというのに、まだ瑤子を独占したいと本能と煩悩が叫んでいる。

「端木、もう一回いい？」

「へ？」

　想像もしていなかった言葉に瑤子が目を丸める。そんな姿すら愛おしく感じる。悠斗はそんな瑤子の鼻に唇を寄せて、いたずらっ子のように笑んだ。

「時間はまだある。気持ちいいこと、もっとたくさんしよう？」

　呆気に取られている瑤子の唇にキスを落とした。顔中にキスをし、体を愛撫しているうちに、瑤子の吐息に甘さと熱がこもり始める。

　朝までまだ時間はたっぷりとある。ずっと思い続けてきた女性だ。瑤子となら、朝まで寝ずに何度でもできる気がする。

　悠斗は笑みを深めて瑤子に覆いかぶさった。







第三章　向日葵
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　瑤子は悠斗から来たメールに返事をしてスマホを置いた。

　今日は悠斗と一日デートをした。瑤子の好きなアクション映画を見て、昼食後には街を歩いてウィンドウショッピングを楽しんだ。悠斗の服を選び、瑤子も秋物の衣服を何点か選んでもらった。恋人同士のように肩を並べ、同じものを見て同じように笑い、悠斗のマンションで愛し合った後に家まで送ってもらった。

　ひと月に一度しか会えなかった時間を考えれば、信じられないような幸福な時間だ。

　けれどそれがいつまでも続くとは瑤子も思っていない。

　悠斗に与えられる快楽は強烈で、快感に打ち震えて何度も絶頂を味わった。もう自分でも不感症だなどとは考えていない。ベッドの上で見つめ合うだけで、子宮が疼く。胸を撫でられれば自然と甘い声が漏れ、蜜が溢れ出る。悠斗を迎え入れれば、何度もイかされて意識も保つことも危ういほどだ。

　リハビリは完全に終わっている。けれど悠斗からこの関係の終わりを告げられてはいない。それをいいことに瑤子は悠斗とデートを繰り返していた。

　少しでも長くこの関係を続けていたかった。いつか終わることだとわかっていても、瑤子の気持ちは変わらない。

　悠斗のことが好きなのだ。会うたび、抱かれるたびにそれを強く意識する。

　離れたくない。終わらせたくない。

　悠斗の背中を見送るたびにそう思う。自分勝手な思いだ。悠斗はどう思っているかもわからないのに。

　悠斗からのメールの着信を告げる音が鳴る。瑤子は顔を輝かせてその文面に目をやった。たわいない文章。けれどそれが瑤子にとっては幸せなことだった。

　少なくとも次へつなげられる。返事をすれば、またメールが来る。悠斗とつながっている証だ。

　目を瞑れば悠斗の端整な顔が思い浮かぶ。

　さらりとした、けれど触れると柔らかな髪。茶色の瞳はいつも優しく、しかしベッドではそれが鋭く光る。獲物を狙う猛獣の瞳。見つめられると身がすくみ、同時に喜びが胸に広がる。

　自分だけを見てくれている。そう思える瞳。

「本気で……好きになってくれないかな」

　言葉では好きだと言われている。体もつなげて愛し合っていた。けれど心まではわからない。あくまでも恋人の真似事だ。リハビリの延長。そのことを重々承知していながら、どこか期待する気持ちもあった。何かの拍子で瑤子のことを好きになったりしないだろうか。

　悠斗と特別な関係になってから、美容に気を遣うようになった。肌が綺麗だと褒めてくれたのは悠斗だ。だからもっと綺麗になりたいと化粧品も変えた。外回りばかりの日はパックもして肌のケアを怠らないようにしている。色の濃いマネキュアは営業向きではない。だがせめてとばかりに透明に近いピンクを塗っている。

　すべては悠斗に振り向いてもらいたいためだ。

「本当に好きなの」

　たわいないメールのやり取りに幸福と一抹の不安を抱え、瑤子はスマホの文字を指で辿りながら小さく呟いた。
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　マッサージ師の仕事は体力勝負だ。コツを掴めばそれほど力を使わなくとも、凝り固まった筋肉をほぐすことができる。しかし、一日に十数人に施術していれば話は変わってくる。

　自分の凝り固まった筋肉をストレッチでほぐしながら、精力的にキッチンに立って料理している先輩マッサージ師の慎吾を見て、悠斗は呆れと尊敬のまなざしを送る。同じように働いているのに、元気なものだと思う。

　ひと月に一度、悠斗の自宅で行われるミーティングという名の飲み会。最初のころはどこかの居酒屋にくり出していたのだが、自分の料理の方が旨いし気兼ねなく飲めるということで、悠斗の自宅で慎吾の料理を肴にして飲むことが多くなった。

　酒が入る前にアムルーズの予約状況や経営のことを一通り話す。最近の問題点はやはり予約が取れない客が多くなっていることだ。数か月先まで予約で埋まっている。

　朝の九時から夜の七時までの営業では追いつかない。かといってこれ以上時間を長くすれば、自分たちの体がもたない。そして二人は土日に仕事を入れるつもりはなかった。慎吾は家族との時間を最優先するし、悠斗もその意見に賛成だった。瑤子は土日が休みだし、金曜日の営業後からの瑤子との時間は何物にも代えがたい。

　最終的に従業員を増やす方向で話がまとまった。人員募集の文言や写真は、オーナーであり先輩ということもあって慎吾に任せた。もちろん悠斗も最終確認はするが、正直にそういったことは慎吾も悠斗も苦手だった。だからこそぎりぎりまで人員募集に踏み切れなかったのだが。

　話が決まると、慎吾が缶ビールのふたを開けた。仕事の話は終わりで、ここからは無礼講という意味だ。

　ささみと大葉の春巻き、肉団子の甘酢あんかけ、豚しゃぶのサラダ、タコのマリネとテーブルに所狭しと置かれた酒のつまみ。アムルーズの共同経営者であり悠斗の先輩である荒木慎吾の手作り料理。端に置かれた枝豆でさえ慎吾自身がゆでたもので、買ってきた出来合いの物は一つもなかった。

　一応自炊もできるが、どちらかと言うと料理が苦手な悠斗はそんな慎吾を尊敬していた。それは料理の腕だけでなく、マッサージ師としての腕も素晴らしく、人生の先輩としてもという意味でだ。

「結婚はいいぞぉ」

　ビールの缶が数本空いたころ、慎吾は泡のついた唇を手の甲で拭いながらそう悠斗に言った。綺麗で料理上手な奥さんと、可愛い娘の父親でもある慎吾。仕事が休みの日には家族で出かけたり、子供と一緒に料理を作ったりと、家族との時間を大切にしている慎吾が言うと重みが違う。

「好きな人とずっと一緒にいられるってのは、当たり前のことじゃないからな。そういう意味では、俺は幸せ者だ」

「慎吾さんを見てれば、幸せなのはわかりますよ。奥さんからもお子さんからも愛されてるなって」

　妻からもらったのだと時計を自慢したり、子供が描いてくれた絵を持ち歩いていたりする慎吾だ。どれほど家族愛が強いか、それだけでよくわかる。

　これまで幾度も言われた言葉だ。好きな人と一緒にいられる時間を大切にしろ。結婚すれば責任も増えるが、大切なものがさらに増えると。

　今まではそれに適当に相槌を打っていたものだが、最近になって悠斗もそのことを真剣に考えだしていた。

　理由はもちろん、瑤子との関係が変わったからだ。

　好きだと告げてから、マッサージ以外でも幾度となくデートをしている。体を重ねて心を通わせあった。悠斗のマンションに泊ったこともある。そして瑤子が帰るたびに思う。このままここで暮らしていけたらいいのに、と。

　悠斗のマンションは一人で住むには少し広めだ。それが瑤子が来ると華やかになり明るくなった気がする。けれど一人でいると色味がなく、がらんとしていて寂しく感じた。

　恋人という曖昧なものではなく、きちんと法的に彼女を手に入れたい。結婚はそのための手段であり方法だ。

　結婚すれば端木ではなく、本郷瑤子になる。そうなれば瑤子と名前で堂々と呼ぶことができる。

「ああ……」

　悠斗は想像して身悶えた。

　高校の時から、もう十年近く瑤子を『端木』と名字で呼んできた。告白して思いを告げあっても名前呼びができていない。本心では名前で呼びたいのだが、今更のような気もするし、急に変えるのも妙な感じがしていまだに名字呼びのままだ。

「……ヨウコ」

　小さく口の中で呟く。ただそれだけで体がカッと熱くなる。その熱を冷ますように悠斗はグラスを傾けた。

　グラスの中身は極薄めに作った梅酒だ。久しぶりに口を付けたアルコールは甘く、それでいて体を熱くさせる。体の熱を下げるようにと飲んだのに、さらに熱くなる。

　グラスの中の氷が音を立てて崩れる。料理のおいしさと結婚への願望、慎吾の幸せにあてられたのか、今日の悠斗はかなり杯を重ねていた。

　通常の倍以上に薄めていても、缶チューハイ一本でへべれけになるほどアルコールに弱い悠斗にとっては十分なアルコール量だった。

　グラスを置いてそのままテーブルに突っ伏す。吐き出す息はアルコールで熱くなっていた。自分の吐き出すアルコールの匂いでさらに酔いが回りそうになる。

「……結婚」

　したいと思える相手と出会えた。しかもそれはずっと思い続けてきた女性だ。

「なんだ。お前にもようやくそういう相手ができたのか。ってか、もしかして相手はあの子か？　月一でマッサージに来る可愛い子」

「…………はい」

「ほお、そうか。良かったな。で、何て名前だっけ？」

「ハシ……キ、ヨウコ……」

「ああ、そうそう。そんな名前だったな」

　慎吾の声が上から降ってくる。

　体が熱い。けれどそれ以上に眠かった。体に入ったアルコールが、睡魔となって襲ってくる。幸いなことにここは悠斗の自宅で、ここで眠ってもなにも問題はない。そう思うと瞼が途端に重さを増してくる。

「指輪を買って、プロポーズ。簡単なことだろ。両想いなんだから、ＯＫ以外の答えがあるわけがないんだから」

「……はい……」

「頑張れよ」

「…………は……い」

　瞼が完全に閉じ、悠斗は眠りに落ちた。

「端キョウコちゃん、か。名簿にそんな名前あったっけな」

　ビールを飲んで呟いた慎吾の言葉は、悠斗には届かなかった。
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　部屋のソファに身を寄せ合うようにして並んで座っている瑤子の肩をさらに抱き寄せた。抵抗なく腕の中に納まる小さな体。どれほど気丈にふるまっていても、彼女は女性なのだと強く意識した。

「瑤子」

　名を呼べば黒い瞳が見上げてくる。いつもは勝ち気で自信に溢れている瞳は、淫欲に濡れて光っていた。悠斗にすべてを託すように身を任せてくる。

「好きだ」

「私も……好き。本郷君」

「違う。二人の時は、名前で呼んでって言っただろ」

　むくれたように唇を尖らせた。それを見た彼女が笑って目を細める。

「悠斗……くん」

　呼び捨てはさすがにできなかったのか、微妙な間を開けて君呼びしてくる。目を逸らし頬を染めている姿が異常に可愛い。

　茶色い髪を梳く。さらりとした髪は指の間をすり抜けていく。逃げないように掴んで唇を寄せた。艶のある髪にキスをして見下ろせば、彼女が唇を尖らせていた。

「髪だけ？」

　甘えた声が可愛くて、仕草も愛らしい。

　彼女が望むようにその唇にキスを落とす。最初は触れるだけだったのが、すぐに深く交わり始める。

　唇を吸い合う音が耳に届き、熱い血潮とは別の熱が体中を巡り始めた。

「瑤子」

　欲しくて欲しくて仕方がない。きっと彼女のすべてを手に入れたとしても、まだ求めるのだろう。彼女を求める心には際限がない。

　ソファに押し倒し、重力に引かれるように深く彼女の口内を探る。余すところなく舐めとって唇を離した。

　全身を愛撫しながら体と心を同時に解していく。感じやすい体は、あっという間に熱に支配され快楽の波にさらわれた。

「あぁ……ぅふっ……あっ、ああ！」

　甘い声が絶え間なく唇から漏れだす。その声はやがて叫ぶような嬌声へと変わっていく。その声が、自分の愛撫によるものだと思うとたまらなくなる。

　下半身に熱が集まり、それが硬さをもって勃ち上がっていた。ズボンの下でぎゅうぎゅうになっているそれを取り出すと、解放されて喜ぶように震ながら飛び出し先走りを溢れさせる。

　唇を堪能し、白い肌を舐めて味わう。柔らかな胸、くびれた腰、小さなへそ、見事なほど形の良い骨盤。そのすべてを唇と手で撫でさすった。

「……はっ……は、ぁあっ、あん！」

　甘く切ない声。嬌声が上がるたび、瑤子の呼吸も乱れていく。

　黒く整った茂みに到達した指が、秘めたる場所へ滑り込むとさらに声が上がる。指で入口を軽くこするだけで瑤子の体がビクビクと震え、蜜が奥から溢れてくる。十分濡れそぼっているそこに、指を侵入させた。するりと迎え入れられたその場所は柔らかく熱い。指を動かすと、応えるように中がうごめいた。

　粘ついた水音をさせて中をひっかきまわす。

「あっ、あああああっ!!」

　ピンポイントに弱いところを突けば、呆気なく達して瑤子はぐったりとしている。その身を起こして跨らせ、下から一気に突き刺した。

「っ!!」

　声なき声を上げて瑤子がまた達した。構わず悠斗はそのまま瑤子の体を揺する。同時に腰も下から突きあげて、より深く交わる。

「ひあっ、やぁああああっ！」

　声を上げて瑤子が背を反らせる。感じやすい体は、達しながらも攻められてさらなる高みへと上っていく。

　秘所から蜜が溢れて悠斗の太ももを濡らした。

　悠斗の目の前に揺れている胸があった。背を反らしている姿は、まるで胸を差し出すような格好にも見える。ピンクに実った先端に吸い付いた。

「あっ、ん……ああぁ」

　舌で転がし、唇で吸いつく。舌を巻き付け、先端を突いた。そのたびに瑤子が声を上げ、蜜壺が収縮を繰り返して剛直を締め上げてくる。

「ふ……っく」

　あまりの締め付けに、眩暈がするほどの快楽が襲ってくる。

「はあ……瑤子、瑤子」

　熱に浮かされたように、愛しい名前を呼ぶ。黒い瞳が見下ろしてきて、吸い寄せられるように顔を上げた。

　唇が重なり、吐息が混じる。

「はあ」

　二人同時に快楽のため息を吐く。甘く熱い息を飲みこむように、また口づける。

　腰をうごめかしつつ、左腕で腰を強く抱きしめた。右手で瑤子の後頭部を押さえつけ、より深いキスを求める。舌が重なり、絡み合った。

　自分の唾液を送り込んで瑤子のものを求めて吸い、飲み込んだ。果汁のような甘さに、舌を伸ばして夢中で飲み込む。

「ああ、瑤子。好きだ、大好きだ。俺と……結婚してくれ」

　こんなところでいうのは間違っている。けれど抑えきれなかった。悠斗の言葉に瑤子が驚いて目を丸める。それから嬉しそうに細まった。

「…………」

　瑤子が何かを言っている。けれど言葉は伝わってこなかった。

「なに？　なんて言った？」

「…………、…………」

　やはり瑤子の言葉は聞こえない。悠斗はその唇に集中する。赤い唇の端が上がり、はっきりとわかるように三文字だけ形作った。

『い・や・よ』

　

　ビクッと体を震わせて悠斗は目を開けた。テーブルから顔を上げてあたりを見回す。

　朝の柔らかな光がカーテン越しに部屋に差し込んでいる。どうやら昨日慎吾とのミーティングの後、そのまま眠ってしまったらしい。

　全身に嫌な汗が流れていた。夢見が悪かったせいだろう。いや、途中までは悪くはなかったのだが、最後の最後で地獄に叩き落された気分だ。

　ぬるめのシャワーを浴びて眠気と酒気を洗い流す。ついでに嫌な夢見も洗い流したかったが、赤い唇の形だけが脳にこびりついている。

「……端木」

　夢ではあれほど名前呼びしていたのに、現実では一人の時でもこうして名字で呼んでしまう。

　名前呼びもできず、体の関係を持っているのにデートではいまだに手も繋げていない。なのにＳＮＳを見ては瑤子の行動を調べていたりする。

　ストーカー気質のヘタレなど、最悪だ。

　自分の考えを首を振って追い払う。

　髪を拭いながら部屋で戻る。テーブルの上は綺麗に片づけられていた。料理好きの家族大好きな先輩は、後片付けまで完璧にしていってくれたらしい。キッチンのシンクは磨かれたように綺麗になっているし、残ったつまみは冷蔵庫にしまってあった。

「はあ……」

　大きくため息をついてソファに座る。タオルを頭にかぶせたまま、悠斗は何度となくため息をついた。

　少し前から結婚について前向きに考えていた。指輪を買って、花と一緒に贈る。花はカーネーションととカスミソウと決めていた。

　アムルーズに飾ってある花は悠斗が選んでいて、そのすべてに意味がある。瑤子が来る時は必ず『恋』や『愛』の花言葉を選んでいる。さらにマッサージ室にある観葉植物のアイビーやモンステラ、窓際のサボテンもそうだ。

　瑤子を探している間も、彼女に届いて欲しいと花を飾っていた。

「……結婚、か」

　するなら瑤子しか考えられない。

　高校の時からずっと見てきた。笑っている時も、試合に負けて泣いていた時も。告白できないことを引きずっているだけだと思った初恋。しかし、七年経って久しぶりに見た瑤子の変わらぬ勝気な瞳に会った時、心を鷲掴みにされた。

　変わらぬ快活で明るい性格。黒い瞳には自信が満ちていた。同僚の愚痴を言いながらも、後で必ずいいところを引き合いに出して褒める。仕事で失敗して落ち込んでいても、それを挽回して成功に導く。

　ポジティブ思考は変わらず、けれど恋愛になると途端に消極的になる。臆病で伏し目がちになり、肩をすぼめて小さくなる。不感症だと思い込んでいただけで、快感を知った体はすぐに熱くなる。

　頬を染める表情、長い睫が影を落とす様。赤い唇。柔らかく手のひらに吸い付くような、きめ細かいなめらかな肌。細い肩、柔らかな胸。くびれた腰や張りのある臀部。程よく筋肉のついた太ももとふくらはぎ。綺麗な足と形の整った小さな指。

　好きなところを上げればきりがない。

　プロポーズするなら、夢の中のようなことはしたくない。サプライズなどなくていい。ただ、きちんとした場所で指輪を渡し、愛を乞いたい。

　瑤子の誕生日が冬のあたりだったと思い出し、悠斗は高鳴る胸を押さえながら、未来への想像を膨らませるのだった。
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　アムルーズの玄関口にはいつも花が飾られている。毎回来るたびに花が変わり、目を楽しませてくれるものだ。それをいつもスマホで写真を撮って保存しておくのもひと月に一度の楽しみになっている。アルバムにはアムルーズの玄関口の写真が一年分十二枚保存されている。

　今日はこの時期にしては珍しく向日葵が二輪飾られている。写真を撮り、アルバムを確認して一人にやついた。

　こうしてアルバムが増えるということは、アムルーズに来た証。悠斗に会った回数でもある。もっとも、最近はアムルーズ以外でもデートを繰り返し、マッサージ以上の関係をすることの方が多くなってきた。

　それでも毎月の花の写真は瑤子にとって特別なものだった。

　スマホをシューズボックスの上に伏せておき、靴を履いたところで部屋の奥から悠斗がやってきた。

「もう暗くなったから、気を付けて帰って」

「うん。ありがとう」

　悠斗の心遣いに瑤子は感謝の言葉と共に笑みを返した。悠斗は一瞬言葉に詰まり、ばつが悪そうに視線を逸らした。

「慎吾さんがいなきゃ、駅まで送っていけるのに」

　オーナーである慎吾はいつも先に帰っていて、マッサージが終われば二人で食事をしに行くのだが、今日は慎吾が所用で残っていたのだ。この後男二人で食事に行くらしい。瑤子も誘われたが、久しぶりに二人で行くと聞いてはお邪魔になると判断して断ったのだ。

　悠斗との接点は、もうここだけではない。

　楽しんできてと言葉を残して瑤子はマンションを出た。

　駅に向かう足取りは軽い。やはりマッサージを受けた後は全身が羽のように軽くなったように感じる。肩にかけているプレゼン資料の入った鞄もいつもより軽いように思える。

　駅前で瑤子はどうしようかと辺りを見回した。このまま帰って自炊するのもいいが、思う存分飲んで帰るのもいい。

　風は涼しくなったが残暑はそこかしこに残っていて、駅前ともなれば週末の人々の熱気も相まって暑く感じる。

　この近くにおいしくて安い居酒屋はないものだろうか。

　スマホで検索しようと鞄を探る。が、いつもスマホを入れているポケットは空っぽだった。

「あ、あれ？」

　思わず声に出して、鞄の中身をもう一度調べなおしてみたが、スマホはどこにも入っていなかった。

　そこで瑤子は思い出した。

　アムルーズの玄関口の花を写真に撮って、そのままシューズボックスの上に置いてきてしまったのだ。

　瑤子はすぐさま踵を返した。

　アルムーズを出て五分も経っていない。後片づけなどもあるだろうし、まだマンションにいる確率が高い。急げば間に合うはずだ。

　瑤子は階段を駆け上がった。持ち前の体力で一気に二階まで駆け上がる。そうしていつもの扉の前で呼吸を整えた。

　わざわざ呼び鈴を鳴らして入るのも躊躇われた。ただでさえ瑤子を駅まで送れないことを悠斗は気にしていた。また顔を合わせて気まずい思いをさせるのは、瑤子としても本意ではない。

　スマホは玄関口にあるはずだ。そっと入ってさっと取れば迷惑をかけることもないだろう。

　不法侵入に当たるだろうかとの考えが頭をよぎる。その思いを振り切って、瑤子はドアノブに手をかけた。そっと回せば扉が音もなく開く。慎重に開けたため、扉につけられた鈴も鳴らなかった。それに安堵しながら、瑤子は隙間からそろりと玄関に入り込んだ。

　シューズボックスの上には、伏せられた瑤子のスマホがそのまま置いてあった。白のシューズボックスの上に白いスマホ。まるで保護色のようなそれに苦笑する。

　スマホに手を伸ばしかけた手が止まる。奥から聞こえてきた慎吾と悠斗の声。それを耳が勝手に拾い上げた。

「……とはどうなった？」

「まだ何も……ありません」

　ところどころ途切れて聞こえない。立ち聞きなどよくないとは思うが、微妙に聞こえない状況に、耳は勝手に声を拾おうとする。

「……まだ……手も握れない……、大切にしたい……」

「…………キョウコちゃん可愛いから…………他の男に……」

「譲りませんよ…………誰にも譲らない」

「……キョウコちゃん……結婚……」

「……するつもりです……」

　後ずさりした時、コツッとヒールが地面を鳴らした。ごくごく小さな音に瑤子は我に返った。

　シューズボックスの上のスマホを掴み鞄に投げ入れて回収すると、入る時と同じよう慎重に扉を開けて玄関を出て、ゆっくりと閉めた。

　扉が閉まると、暑くもないのにどっと汗が流れる。二人の声が遮断されると、街の喧騒が瑤子の身を包んだ。人の声、車のクラクション、電車の音、遠くから響いてくるサイレン。

　しかし瑤子の耳には届かなかった。貧血を起こした時のように顔から血の気が引いていた。けれど意識はしっかりしていて二人の会話だけが脳内で何度も繰り返された。

　悠斗が誰にも譲りたくないキョウコという女性。結婚まで意識しているという人。

　速足でその場を離れ、駅に向かった。

　悠斗は優しい。それは誰に対しても優しいのであって、瑤子にだけ向けられているものではなかった。そんなことは重々承知していたのに、いつか悠斗が本気で好きになってくれると思っていた。

　瑤子の恋人役を演じているだけだというのに。

　悠斗とは高校の同級生。マッサージ店の店員と客。体の関係があったとしても、それは好意からくるものではない。

　キョウコとは手も握れないほど大切にしている。体だけの瑤子とは対応がまるで違う。

　イケメンで優しい悠斗は、本人が否定していてもモテるに決まっている。セフレの一人や二人いてもおかしくない。

　瑤子もその一人にしか過ぎない。

　頭ではわかっていた。割り切っているつもりだった。けれどそれを心が認めることができなくて、見ないふりをしていた。

　けれど事実は鋭い刃となって、瑤子の心に容赦なく現実を突き付けてくる。

　悠斗と歩いた道、悠斗と一緒に行った店。いつもの道は悠斗との記憶をよみがえらせた。その一つ一つの記憶に蓋をして、ふらふらと帰路につく。

　どうやって家に帰りついたのか記憶になかった。気が付けば自分のマンションの玄関前にいた。

　鍵を開け、室内に入って後ろ手に扉を閉めて鍵をかける。一連の動作は体に染みついているもので、意識しなくてもできた。きっとこうして無意識のうちに帰りの道を辿ってきたのだろう。

　靴を脱ぎ捨て、鞄を放り出し、スーツ姿のままベッドへ倒れ込んだ。

　幾分落ち着いたものの、心は張り裂けそうに痛い。けれど涙は一滴も出なかった。冷静な自分が、この現実がいつかやってくると知っていたはずだと頭の端で告げている。

　そう、いつかこうなるとわかっていた。高校の同級生で、マッサージ店の店員と客に戻る。

　違う。

　もう戻れない。二度と悠斗に会うことはできない。悠斗にはキョウコという女性がいる。気持ちを告げて困らせたくはない。かといって、セフレにも戻れない。会えば気持ちが溢れてしまう。そうするとやはり悠斗を困らせる。

　このままフェイドアウトしたほうがいい。なにも告げず、連絡もしない。

　来月のマッサージの予約はまだ取っていない。このまま連絡しなければ、悠斗との関係は切れる。今までの彼氏たちのように。

　瑤子は放り出した鞄からスマホを取り出すと、悠斗とアムルーズの電話番号を着信拒否に設定した。メールやＳＮＳもブロックする。

　悠斗との繋がりの証であったメールや電話。それを拒否をしたからと言って、過去がなくなるわけでも思い出が消えるわけでもない。それでも瑤子の中で、一区切りをつけたかった。

　繋がりは断った。悠斗との関係はこれで終わる。

「バイバイ」

　瑤子は枕に顔をうずめたまま、そう呟いた。







第四章　カーネーション
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　ひと月が経ち、ふた月が過ぎた。外に出れば汗をかく時期はあっという間に通り過ぎていき、半袖から長袖へと季節が移り替わった。

　黄色く色づいた葉を見上げれば、その向こうに高く澄んだ青空が広がっている。

　あれ以降、悠斗からの連絡はない。こちらが着信拒否をしているのだから当たり前なのだが。

　最初のころは、思い出してはひどく心が痛んだが、時が過ぎるごとにその痛みも軽減していった。こうして時を重ねれば、若気の至りだったと懐かしく感じる思い出に変わるのだろうか。

　瑤子は鞄を持ち直すと足を速めた。

　気候がいいせいか、外回りの営業に向かう足は軽い。成果も上がっていて、今月はかなりいい成績が残せそうだった。その勢いのまま瑤子は営業へ出かけた。

　昼食を外で済ませた瑤子は、私用のスマホを確認して首を傾げた。携帯電話からの着信が一件あった。留守電にはなにも残されておらず、瑤子は再度首を傾げる。

　仕事では会社支給の携帯電話を使っている。私用の電話番号を教えることはほとんどない。それでもほとんどないというだけで、私的に仲良くなった女性営業とは飲みに行ったりする関係上教え合っていたりもした。そういった知り合いが、時々私用携帯に電話をかけてくることがある。

　どうしようか迷っていると、スマホが震えた。画面には先ほどの電話番号が出ている。反射的に瑤子は通話ボタンを押した。押した後でしまったと思ったが後の祭りだ。

『良かった！　繋がった』

　低い男性の声がスピーカーから流れてくる。聞いたことのない声に眉根を寄せた。

『端木さんですよね？』

　やはり記憶にない声に瑤子は目を瞬かせた。電話の向こうの相手が誰なのか、全く想像がつかない。

「あの……失礼ですけど、どなたでしょうか？」　　

『あ、これは失礼しました。私、アムルーズのオーナーをさせてもらってる荒木慎吾です』

　その名前に一瞬呼吸が止まった。

『もしもし？　もしもーし、聞こえてる？』

「あ、はいっ。聞いてます！」

『端木さん、ウチに最近来てないでしょ？　オーナーとしては少し心配でさ。良ければ予約取るから、今週末来ませんか？』

「……いえ、その……」

『悠斗と喧嘩でもしたんでしょ？　大丈夫。アイツに内緒で、俺が施術してあげるから』

「え!?」

　瑤子は携帯を握りしめて叫んだ。そして、周りを見渡して慌てて声を潜める。

「本当ですか？」

　願ってもないことだった。

　月一のマッサージは続けている。ただし、アムルーズではなく別のマッサージ店でだ。しかしアムルーズに行った時よりも疲れは取れない。一時心地よくても、翌日にはまた筋肉が張って凝った感じに戻る。

　それだけ悠斗の技術力が高いことが伺えた。そしてその悠斗が尊敬する先輩である慎吾も、当然腕はかなりのものだろうことが予想できた。

『悠斗じゃないと嫌？』

「いえ、そんなことはありません。すごく、助かります」

『ふふっ。じゃあ、今週の日曜日。少し早いけど、午前十時とかどう？』

「日曜日ですか？　確か、いつもはお休みじゃ……」

　アムルーズはオフィスビルに囲まれていることもあり、基本的には土日は休みだ。表向きはそういった説明だが、本当は慎吾の家族サービスのために休日にしていると悠斗からは聞いていた。

　その家族団らんの日に施術してもらっていいものだろうか。

『特別枠。お得意様の端木さんなら、構わないよ。それとも、何か予定入ってる？』

「いいえ、大丈夫です。あ、でもあの、本郷君にはくれぐれも内密で」

『あははっ、わかった。じゃあマッサージの件は内緒で、ね』

　ほんの短いやり取りを終えて電話は切れた。

　ごくりとつばを飲み込む。

　アムルーズの施術を受けられる。それも悠斗が凄い腕だと褒めていた人のマッサージだ。うきうきとする。と同時に胸がざわついた。

　何かの偶然で悠斗を見つけられないだろうか。遠くから一目見るだけでもいい。

　そう考えた瑤子は慌てて首を振った。悠斗には大切な人がいる。迷惑をかけないようにと連絡手段を断ったのは瑤子自身だ。

　とにかく今週末にはマッサージを受けられる。そのことを胸に、瑤子は足取りも軽く歩きだした。

　

　駅を降りて、慣れた道のりを歩く。悠斗に会いに来たわけではないのに、勝手に胸が高鳴る。ドキドキと忙しなく騒ぎ立てる胸に手を当てて、瑤子は幾度か深呼吸を繰り返した。

　今日は慎吾の施術によるマッサージだ。悠斗にはあれ以来連絡を取っていないし、慎吾も今日のことは秘密だと言っていた。顔を合わせることなどないだろう。それなのにどこかで期待している自分がいる。

　平日はサラリーマンがたくさんいる通りも、休日の朝となれば駅前とはいえ閑散としている。

　いつもより静かな道を、ヒールの音を鳴らして歩く。

　駅から五分ほどのマンション。その建物を見た瞬間に、色んな事がフラッシュバックしてくる。

　悠斗に再会した場所。マッサージを受けた帰りに二人で居酒屋に足を運んだ夜。愚痴を聞いてもらい、悩みを告白した時。その後の情事。生まれて初めて絶頂を知り、困惑しながら帰った朝。恋人役を演じてくれたこと。そしてそれが終わった瞬間。

　良いことも悪いことも含めて、過去の思い出となりつつなる。

　瑤子はマンションの二階に上がると、玄関前のインターフォンを押した。すぐに扉が開いて慎吾が顔を見せた。

「やあ、いらっしゃい」

　大人の落ち着いた雰囲気をまとった慎吾は、笑うと少年のようにあどけない。そのギャップがいいのだとＳＮＳで騒がれている。既婚者で家族を大切にしているから、どんな女性にもなびかないともあった。

　いつも土日は休みなのに、瑤子の体を慮ってくれたことに感謝と申し訳ない気持ちだ。

「あの……すみません。日曜に予約をとってもらって」

「いやいや。曜日や時間を指定したのはこっちだからね。気にしないで。さあ、どうぞ入って」

　招き入れられて玄関をくぐる。シューズボックスの上にある一輪挿しには、ドライフラワーが飾られていた。

「あ、今日は生花じゃないんですね」

「あー、それね。君が来なくなってから、花を買う余裕もなくなったみたいでさ。花瓶が可哀そうだから、とりあえず手のかからないドライフラワーを入れてみたんだ」

「そんなに忙しかったんですね」

　瑤子が来なくなってからという意味がよく分からないが、花を買えないほど忙しいのに気を使ってもらって感謝しかない。

「とりあえずいつも通り着替えてもらって、上からこれ羽織って待っててもらえる？」

　慎吾から渡されたのは、真っ白なバスローブだ。いつもは使わないバスローブに首を傾げつつ、瑤子は頷いて受け取った。

「じゃあ、着替え終わったら呼んでね」

　言い置いて慎吾は部屋の扉を閉める。

　荷物を棚に置いて服を脱ぐ。肌がしっとりとしていて、知らない間に結構汗をかいていることに気付いた。いつもなら駅のトイレで制汗剤をつかったり化粧直しをして来るのだが、今日は失念していた。

　服を脱いで畳み、ウェットティッシュを使って汗ばんだ肌を拭う。

　悠斗に会わないというだけで、身だしなみを以前ほど気にしなくなるとは瑤子自身も思いもしなかった。さっと化粧も直して、置いてある紙の下着に着替えた。指示されたように上からバスローブも羽織る。

　ベッドにうつ伏せになってそばにある呼び鈴を鳴らすと扉が三回ノックされた。

「どうぞ」

「失礼します」

　悠斗と同じように慎吾も声をかけて入ってくる。

「処置前に、ちょっと写真撮らせてもらっていいかな？」

「写真ですか？」

「うん。ウチも従業員をもう何人か増やそうと思ってるんだ。今のままだと俺と悠斗がいつか音を上げそうな気がしてね。んで、その人員募集といつかＳＮＳでの宣伝用に使う為の写真」

　なるほどと瑤子は納得する。

　今のアムルーズは口コミだけで大々的な宣伝はしていない。誰かに紹介してもらわなければ場所さえ特定できず、それでも毎日朝から晩まで予約は埋まっている。こんな素晴らしい技術を持ったマッサージなのにもったいないと思っているのは瑤子だけではないだろう。

　それにマッサージ師の人数が増えれば、悠斗の時間帯を外して予約を取ることができるかもしれない。

　どちらにしても瑤子には望んだり叶ったりだ。

「顔は写さないし、バスローブ着たままで背中側から撮るから。それに、モデル料として今日のマッサージ代はタダ。どう？」

「わかりました。私で良ければ」

　無料と聞いて瑤子は思わず頷いた。それに慎吾が苦笑する。

「ありがとう」

　慎吾は笑いながら、瑤子に指示を出した。

　うつ伏せに寝転がったままじっとしていると、数度スマホのシャッター音が部屋に響く。うつ伏せのまま、色々な角度から撮られる。

　最初は緊張していたものの、どうせ撮られるのは背中だとそのうちリラックスできるようになった。

　十数分そうして写真を撮られた。

「我ながら、悪くない出来だ」

　慎吾が映り具合などを確認して欲しいとスマホの画像を見せてきた。

　明るい室内と白を基調とした清潔さがまず目に入ってくる。マッサージ用のベッドに敷かれた明るいブラウンのバスタオル。その上に白いバスローブを着てうつ伏せに寝転がる女性の姿。部屋の端に置かれた観葉植物の緑が少し入っていて、癒しも見て取れる。

　とてもスマホで撮った写真とは思えない出来だ。

「とりあえず悠斗にもＯＫもらってからの話だから、ＳＮＳに上げるのは少し先になるけどね」

「えっ？　本郷君にも送るんですか!?」

　思ってもいない名前が出てきて驚く。そんな瑤子に慎吾はさも当然と頷いた。

「そりゃあいつはこの店の共同経営者だし。背中側からだし、端木さんとは気付かないでしょ」

　そう言いながら、慎吾はさっさと画像を悠斗に送っていた。

「はあ」

　瑤子は曖昧な言葉を返した。考えてみれば、確かに共同経営者に相談せずに決めるのはよくない。そのことに気付かなかった瑤子が悪いだろう。それに肩まである髪も横に流していたし、なにより背中側からの姿だ。今の写真で瑤子と気付く要素はほとんどない。

　そう自分を納得させて、瑤子はベッドから起き上がった。バスローブを脱ごうと腰ひもに手をかけていると、慎吾が今日のマッサージオイルを用意しているのが見えた。

　いつも選んでいるのは柑橘系のさわやかな香りのオイルだが、今日のオイルからは甘い花の匂いがする。色もいつもは無色透明だが、今日のものは少し黄色がかっていた。

「それ、少し変わった香りがしますね」

「あ、気付いた？　キョウ……のために用意した特別なオイルなんだ。いつも使っているオイルもあるんだけど、どっちを使うかはその時の君の体の状態によって決めてもらうから」

　笑みを浮かべながら説明されたが、視線は特別なオイルの方に向いてしまう。

　特別と言われれば使ってみたくなるものだ。

　いつも柑橘系を選んでいる理由は、爽やかな香りで頭の中がすっきりとするからだ。しかし花の蜜のような甘い香りも嫌いではない。

「このオイルは菫の花から香りを抽出しているんだ。ちなみに、菫の花言葉は知ってる？」

「花言葉、ですか？　いえ、そういったことには疎くて」

「謙虚、誠実、小さな幸せ。色によっても違うらしいんだけど、菫は全体的に愛情を意味した言葉が多いんだ」

「……花言葉」

　考えもしなかったことだった。花は好きだし自宅の一輪挿しにも時々差しているが、花言葉など考えたことはない。瑤子は今までアムルーズに飾ってあった花を思い出そうとしたが無理だった。最近見た向日葵しか思い出せない。

「ここに飾ってある花や観葉植物は、全部悠斗が選んで購入しているんだ」

「はあ、そうなんですか」

　どう返答していいのかわからずに相槌を打つ。その耳に、けたたましく走る靴音が聞こえてきた。

「おお、早い早い」

　腕時計を見ながら慎吾が呟く。

　何のことだろうかと思っていると、マンションの扉が乱暴に開けられた。あまりに大きな音に肩がすくむ。

「慎吾さんっ!!」

　部屋の扉を壊す勢いで入ってきたのは、悠斗だった。
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　前のボタンが幾つか外れて着崩した部屋着。濃い茶色の髪はところどころ跳ねている。上階の自宅から、慌てて走ってきたのだと物語っている格好の悠斗が姿を見せた。

　瑤子は驚きすぎて言葉も出ない。

　同じマンション内とはいえ、いつも余裕のある態度を見せていた悠斗がそんな姿で現れるなど信じられなかった。

「慎吾さん！　なんで彼女がここにっ。彼女は俺の……っ」

「まあ、落ち着け悠斗。俺はキョウコちゃんには指一本触れてないよ」

　もろ手を挙げてそういう慎吾に、瑤子は目を見開いた。

　慎吾の口から出た名前は『キョウコ』だった。つまり、今ここに悠斗の想い人である彼女がいるのだ。

　もう一室あるマッサージ室かリビングか。どちらにしても、こんなに慌てて悠斗が会いに来る相手だ。やはり普通の関係ではない女性なのだろう。

　ずきりと胸が痛んだ。

　数か月忘れていた胸の痛みに瑤子は悠斗を視界に入れないようにうつむいた。忘れるのにまた数か月必要となる。

　早くこの場を去って欲しい。

　そう願いながら黙っていると、ふいに両肩を強い力で掴まれた。

「何もされてない？　どこも触れられてない？」

「え？　あ、うん。まだどこも触ってもらってない。これから施術してもらうところだから」

　だから早くこの部屋から出ていってほしいのだと言葉の端に乗せれば、悠斗は途端に不機嫌になった。

「俺の電話には出ないのに、慎吾さんにはマッサージの依頼したわけだ」

　電話に出なかったわけではない。着信拒否にしていただけだ。そんなことを言うわけにもいかず、瑤子はさらにうつむいた。

「キョウコさんが待ってるんでしょ。早く行ってあげれば」

　自分で思っているよりもずっと低い声が唇から漏れた。嫉妬丸出しで自分でも情けなくなるが、早くこの場から悠斗を追い出したかった。

「え？　キョウコって……」

　何を言っているのかわからないと悠斗の表情が物語っている。それを見て瑤子は下唇を噛みしめた。これ以上何か言えば、醜い言葉しか出てこなくなる。

「いや、ちょっと待って端木。それ誤解してる」

　なにが誤解なのか。瑤子は嫉妬にまみれた瞳を悠斗に向けた。その瞳を受けて、悠斗が嬉しそうな困惑したような顔をする。虚を突かれ、瑤子は助けを求めるように慎吾に視線を向けた。

「えー……っとね。キョウコちゃんってのは、君のことだよ。端木さん」

「は？　私？　でも名前が違うじゃないですか」

「そのあたりは、嫉妬深いそこの悠斗に聞いてくれ」

　きつくなった言葉尻に、慎吾は肩をすくめて首を振った。

「邪魔者は退散するから、あとは二人で仲良くやってくれ。あと、そこのオイルは俺から二人へのプレゼントだ」

　そう言い置くと、慎吾はさっさと部屋を出いってしまった。声をかけることも追いかけることもできず、パタンと扉の締まる音が聞こえたのを最後に気まずい沈黙が二人の間に降りる。

「もしかして電話に出なかった理由って……その、キョウコのせい？」

　長い沈黙の末に悠斗が口を開いた。嘘をつくこともできず、瑤子はそれにぎこちなく頷く。

「それって嫉妬？」

　躊躇いながらも瑤子は頷いた。すると悠斗が喜色と困惑の表情を浮かべる。

「キョウコって……誰？」

　瑤子は思い切って本人に直接聞いた。

「慎吾さんの言う通り、キョウコってのは端木のことだよ」

「私、瑤子だよ」

「えっと、それは……俺のせいなんだ」

　悠斗は小さく嘆息すると説明しだした。

　ずっと好きだったこと。慎吾と酔って話している時に『ハシ　キョウコ』だと名前を勘違いされてしまったこと。それを訂正しなかったこと。

　瑤子は眉間にしわを寄せた。

「なんで訂正しなかったの？」

　慎吾が勘違いした時に訂正していれば、この間も今日も誤解などしなくて済んだはずだ。すると悠斗はふいに瑤子から視線を外した。心なしか頬が赤い。

「訂正したら、慎吾さんが『瑤子ちゃん』って呼ぶから……」

　何かいけないのかわからなくて首を傾げれば、悠斗は唇を尖らせた。

「俺だってまだ名前呼びしてないのに」

　瑤子はゆっくりと瞬きを繰り返した。一瞬何を言っているのか理解できなかった。

「へ？」

　瑤子は名前呼びを禁止したことはない。なのに自分が瑤子と呼べないからといって、人にもそれを禁止する。まるで理不尽な小学生のようだ。

　そんな子供っぽい行動に瑤子は思わず噴き出した。

　落ち着いていて何事にも動じない冷静さと、人を慮る優しさを兼ね備えた男性だと思っていたのに、部屋着で慌てて走ってきたり拗ねたりする子供っぽさが残っていた。高校時代と変わらない悠斗がおかしくて、瑤子はそのまま声を上げて笑う。

「何度も、その……瑤子って呼ぼうと思ったんだ。ちゃんと告白したし……」

「告白!?　いつ？」

　瑤子はさらに驚く。告白された覚えがまったくなかった。

「いつって……いつも好きだって言ってただろ。端木もそう返してくれたから、てっきり両想いになったんだと」

「いや、だってあれは演技で……」

「えっ!?」

　今度は悠斗が驚いて声を上げる。

「待って、整理しよう。私も何が何だか分からなくなってきた」

　頭を押さえる瑤子の横に悠斗もふらふらとやってきて座り込む。

「俺たちは、最初からボタンを掛け違えていたのか」

「たぶん、そういうことだね」

　再度沈黙が下りた。けれど今度は気まずさはない。

　瑤子は今までのことを思い返してみた。瑤子を見る悠斗の瞳はいつも真剣だった。それを演技だと思い込んでいたせいで気付けなかった。考えてみれば確かにデートの時はいつもそばにいるだけで手はつないでいなかった。体の関係があったのでまったく気が付かなかったが。

　大切にしたいと、誰にも譲らないと言っていたキョウコとは、瑤子のことだった。そのことを理解すると、じわじわと嬉しさと恥ずかしさが胸に広がってくる。一人でキョウコに嫉妬して、悠斗の電話を着信拒否に設定してしまった。

　悠斗の手が瑤子の手に重ねられる。見上げれば茶色の瞳が真剣に瑤子を見下ろしていた。

「俺は端木が好きだし、端木も俺を好きだと思っていいよね？　そこは間違いじゃないよな？」

「うん。間違いじゃない」

　答えると同時に悠斗がふわりと笑った。途端に頬が熱くなる。

「俺は高校の時からずっと端木が好きだったんだ」

　そんな前からとは思っていなかった瑤子は言葉に驚く。と同時に嬉しくて、そして恥ずかしくなった。この一年間、悠斗に可愛く見られたいと思っていたが、そのずっと前から悠斗は瑤子を見ていたことになる。付け焼刃の可愛さなど、意味がなかったのかもしれない。

「実は再会したのも偶然じゃない」

「え？」

「端木のＳＮＳを見て、営業で通りそうな駅にマッサージ店を開業した。お昼休みにうろついて、端木の姿を探してた。今日慎吾さんから送られてきた写真を見た時も、後ろ姿だったけどすぐに端木だって気付いたよ。ずっと、ずっと見てきたからね」

「なんだかそれって……ストーカーみたいね」

「ううっ……それは認める」

　うなだれる悠斗に瑤子はクスクス笑う。それから瑤子は手を伸ばして悠斗の手のひらの上に左手を重ねた。

「実は前のマッサージの日に、荒木さんとの話を聞いちゃったんだ。本郷君にキョウコさんって大切な人いるって。だから演技で恋人をしてもらっている私は、潔く身を引こうって思ったの」

「ああ。それで何度かけても電話にもメールにも反応がなかったのか」

「うん。でも全部誤解だった。だからこれからはキョウコじゃなくて私と……」

　付き合ってほしいと言おうとした唇に人差し指が当てられた。突然の行動に目を白黒させていると、悠斗は瑤子の目の前で膝を付いた。

「そういうのは、男の俺から言わせて」

　右手を取られてドキリと胸が高鳴る。真摯な茶色の瞳が下から見上げてくる。

「もう一度ここから始めよう。俺は、よ、瑤子のことがずっと好きだった。こんな俺だけど、結婚を前提にお付き合いをしてください」

「ストーキングするのは、私だけにしてよ？」

　瑤子は泣きそうな表情でそう言った。
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　もう一度ここから始めよう。そう言って悠斗がやり始めたことはマッサージだった。いつも通りの丁寧な揉みほぐしに、凝り固まっていた筋肉が解されていく。

「……はあぁぁ」

　いつも使っている柑橘系のオイルではなく、慎吾が『プレゼント』だと言って置いて行った甘い香りのオイル。

　爽やかさがない代わりに、気持ちを解きほぐすような甘い香りが部屋中に漂う。意識まで蕩けさせるような香りに瑤子は心身共にリラックスしていた。

　そのオイルが普通ではないと気付いたのは、悠斗が先だった。

「瑤子、おかしくないか？」

　聞かれて、瑤子はとろんとした表情のまま悠斗を仰ぎ見る。

「……おかしくないよ。凄く、気持ちいい」

　悠斗の触れた場所すべてが気持ちいい。

「本郷君は？　気持ちいい？」

「え、俺？　いや、俺は気持ちよくする側で……」

「駄目よ。気持ちよくなってもらわないと」

　瑤子は起き上がると、悠斗の首に抱き着いてそのまま口づけた。

「っ!!　よ、瑤子……」

　唇をふさがれた悠斗が焦った声を出すが、構わず舌を差し込む。誘うように舌を絡めれば、間近にある茶色の瞳に色欲の光が宿った。

　舌の動きが途端に変化する。絡められ、擦り付けられ、吸われる。唇と舌を愛撫されているだけなのに、全身に快感が走る。

「ふっ……んん……」

　気持ちがいい。気持ちがよすぎて、キスだけで感じてしまう。この気持ちよさを悠斗にも分けてあげたい。そんな考えが沸き上がってくる。

　右手を悠斗の背中に添わせながら下へと滑らせる。腰まで辿り着き、そのまま前へと向かわせた。

　手のひらでズボンの上を擦り上げれば、わずかに反応していた剛直が硬度を増す。しっかりと手のひらに触れるその硬さを握り、さらに擦った。

「ああ……」

　小さな快楽の声が唇の端から漏れる。低く、甘く響く声が鼓膜を震わせた。それすらも快感に感じて瑤子も思わず喘いだ。

「ねえ。私にも本郷君が感じてるところ、見せて？」

　唇を離してそう囁いた。普段言えないような願いも、するりと口から出た。瑤子は悠斗のためにとベッドを下りた。目で促せば、一瞬見開いた瞳が、すっとすぼむ。悠斗はうなずき、瑤子が寝ていたベッドへとその身を横たえさせた。

　いつもとは逆に、瑤子が悠斗の上になる。その逞しい体を跨いで上から悠斗を眺める。悠斗の髪を梳きながら、額に口づけた。整った眉、瞼、頬、鼻と唇を滑らし、最後に口づける。

　柔らかな唇が重なり、熱い息が頬を撫でる。互いの吐息を吹きかけ、唾液を交換する。

　悠斗の唾液を飲み込むたびに、体の奥から熱くなってくる。

　わずかにひげが伸びた顎を通り、喉仏にキスを落とす。生唾を飲み込んだのか、上下に動いた喉仏が色っぽく見えた。

　瑤子は身を起こして悠斗の部屋着に手をかけた。欲情に濡れた瞳が見上げて来る。薄い紙の下着姿の瑤子の肌に、悠斗の視線が突き刺さる。それが今は心地よい。その視線に犯されながら、ボタンを外していく。

「はあ……」

　視線が肌を撫でる。いつも以上に感じる。それを意識しながら部屋着の前を開き、悠斗の肌を露出させた。引き締まった肉体美。筋を確かめるように手を添えて撫でる。

　室内で仕事をしている悠斗の肌は白く、一方瑤子の肌は日焼けしていた。どんなに日焼け止めを塗っても汗で流れてしまう。社内では色白と思っていたが、こうして比べてみると日焼けしているのがよくわかった。

　その日焼けした手が白い肌の上を這う様は、とてつもなく卑猥だ。赤い唇を舌で舐めて濡らした。悠斗も同じように舌なめずりをする。赤い舌が唇から覗き、視線と共に肌を舌が這っているように感じて、瑤子は甘い吐息を吐いて身悶えた。

　鎖骨を指で撫で、そのまま胸筋を擦る。すべすべとした肌は手のひらに心地よい。けれど、胸の真ん中には硬くとがったものがあった。感触を楽しむように、手のひらで捏ねまわす。

「ん……」

　ため息のような小さな声を瑤子は聞き逃さなかった。

　手のひらで円を描くように胸を撫でる。先端が擦れて悠斗の体が小刻みに震える。気持ちいいのだと物語るその反応に気を良くし、瑤子はそれを指で摘まんだ。びくりと肩が跳ねた。摘まんだ先端を少しだけ舌で舐める。

「ああ……」

　低い声が、今度ははっきりと聞こえた。右胸を唇で愛撫し、左胸は指で捏ねる。ちゅっちゅとリップ音を響かせると、相手を犯している気持になる。それがたまらなく甘美に思えた。

「瑤子……」

　掠れた声が響き、覆いかぶさっているお腹のあたりに剛直が押し付けられた。視線を上げれば茶色い瞳が見ている。視線を下げれば膨らんだズボンが見えた。

　ゆっくりと上体をずらし、悠斗の股の間に膝をついた。

　部屋着をはだけさせ、前を膨らませた悠斗の姿。その痴態が瑤子の加虐心を煽る。瑤子は唇の端を上げて笑う。また唇を赤い舌で湿らし、ごくりとつばを飲み込んだ。

　人差し指で膨らみを突く。指を上下に滑らせて、膨らみを指先で撫でた。

「あ、ああ」

　快感に声を上げながらも、布越しのもの足りない刺激に茶色い瞳が不満げに細められる。それをわかっていながら瑤子は指先で剛直を弄んだ。

　剛直を強く握って離し、また握っては離す。強弱をつけることで快感を誘いながら、決定的な刺激は与えない。いつも悠斗がやっていることを瑤子は試してみた。

　剛直の硬度はさらに増し、ズボンの中で窮屈そうにしている。

「ふふっ」

　思わず唇から愉悦の声が漏れた。

　攻める立場、上から見下ろす優越感は心の快楽に繋がる。体で感じるものとはまったく違う快感。今まで相手を喜ばせようと奉仕してきたが、こんな嬉しいと思ったことはない。

　もっともっとと急く気持ちを胸に、悠斗のズボンに手をかける。ゆっくりと引き下ろせば、待っていたかのように剛直が飛び出した。

　天を衝く怒張。解放された喜びに涎を垂らし、ぬらぬらと光っている。白い肌の中で唯一浅黒い姿をしたもう一人の悠斗。側面には興奮を表す血管が浮き出ており、その大きさと太さを表すようにビクビクと震えている。

　それを手に取ると、一層びくりと震えた。先端から透明な液が溢れて指を濡らす。

　両手の指先で側面を擦る。細まった先端、くびれ、太い側面、黒々とした茂みに覆われた根本。ゆっくりと何度も擦る。

　最初は恍惚としていた悠斗だったが、やがて指先だけで擦るもの足りない刺激に不満をその瞳に浮かべた。

「どうしたい？　どうしてほしい？」

「口で咥えて」

　はっきりとした希望を述べた悠斗に驚き、それから苦笑する。

　瑤子は剛直の先端に唇を近づけ、口づけた。ちゅっとリップをさせて離し、またキスをする。何度かそうしてキスを送り、それからゆっくりと口の中に迎え入れた。

　甘い味と雄の香りが口の中に広がる。

　唇を滑らせて、限界まで咥えこむ。喉に届くほどまで入れてもすべてが収まりきらない。全部飲み込むことは諦めて、唇をすぼめながら先端へ戻る。

　何度もそれを繰り返す。先走りと零れる唾液で根元はじっとりと濡れている。それを潤滑剤として根元を扱く。

「うっ……くぅ、はっ……瑤子っ」

　快感の声を上げながら名を呼ばれる。それだけで瑤子は身悶えた。触られてもいないのに蜜が溢れて太ももを流れ落ちる。

　唇をすぼめ、頭を上下に揺さぶって快感を与える。自分の行為と悠斗の低く艶のある声が、自らにも快楽となって返ってくる。

「ふぅ……んんっ……ぅむっ、んっ」

　悠斗の息が上がると同時に、瑤子の息も乱れていく。剛直を咥えた唇の端から快楽の喘ぎが漏れた。

「よ…うこ……、もう、出……そうっ」

　息の合間に悠斗が切れ切れに言葉を発する。瑤子はさらに唇に力を込めて剛直を締め付けながら上下に頭を動かす。根元を探る指も速さが増して、悠斗の息がさらに乱れた。

「…………っ!!」

　下半身に力が入る。剛直がさらに膨らみ震えたと思った瞬間、喉の奥に白濁が迸った。

「ぁ…………はあ、はぁ」

　全身から力を抜きぐったりとした様子の悠斗の剛直から、唇を滑らせながら先端へ戻り、ゆっくりと唇を離した。唇の端から白濁が流れ落ちる。

　口の中のものを、唾液と共に飲み込んだ。苦みが舌を刺し、雄独特の香りが鼻から抜けていく。

　熱い湯を飲んだ時のように、それが食道を通って胃に落ちていくのがわかる。

　瑤子は白濁で濡れて光る唇の端を上げた。

　悠斗の体の一部が瑤子の中に取り込まれた。吸収され、体に拡散される様を思い浮かべる。白濁が直接血液に流れるわけではない。それでも、悠斗の一部が体にあると思えば幸せだった。

　瑤子はまだ放心状態の悠斗を見下ろす。全身から力が抜けている。剛直も例にもれずくたりと力なく垂れていた。もっと体の中に取り込んで、悠斗の存在を身近に感じたい。

「私……悠斗がもっと欲しい」

　瑤子は名字ではなく名前で呼んだ。ピクリと悠斗の体が反応する。

「瑤子、今、俺の名前……」

　茶色い瞳が驚きながら瑤子を見ていた。瑤子は唇に笑みを浮かべる。

　悠斗が名前を呼んでくれた時、とても嬉しかった。好きな男性から名前を呼ばれるだけで、これほど幸福感に満たされると思わなかった。悠斗にもそれを感じてほしい。

　けれど、悠斗が言うように確かに勇気のいることだった。今までとは違う呼び方は、今までとは違う関係を意味している。それはとても恥ずかしくて、そして嬉しい。

　頬を染めながら、瑤子は再度剛直に手を伸ばした。その手が剛直に触れる直前、横から悠斗の手によって阻まれた。

「そんなに欲しいなら、いくらでも注いであげる」

　地の底から聞こえてくるような低い声。唇は笑っているのに、欲情にまみれた茶色い瞳には危険な光が宿っていた。
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　欲望を吐き出してぼんやりとしていた。瑤子の手と口によってイかされた。好きな人の手によって愛撫され、白濁と一緒に意識まで飛びそうになった。

　そのぼんやりした意識に飛び込んできた『悠斗』という自分の名前。

　名字ではなく名前で呼ばれた瞬間、体に電流が走ったかと思うほど衝撃を受けた。愛する人の口から紡がれる自分の名前が、特別なものに思えた。胸が高鳴って、体が熱くなる。欲望を吐き出して萎えていた剛直にも、熱い血潮が送り込まれて即座に硬度を取り戻した。

　愛撫されるだけで終われるわけがない。

　剛直に手を伸ばした瑤子の腕を取り、その勢いのまま押し倒した。瑤子の肌から甘いオイルの香りが鼻をくすぐる。

「これって……」

　呟いて悠斗はようやく思いついた。

　菫の花から抽出した香り。どこかで嗅いだことのある匂いだったが、どこで嗅いだのか思い出せなかった。

　だが、ようやく思い当たった。

　それは慎吾がある店から仕入れた特別なオイルの香りだった。

　慎吾が最愛の妻との情欲に溺れるためのオイル。口にしても問題のない植物性のオイルで、そこに混ぜられているのは媚薬だ。

　花言葉には表と裏がある。同じ花なのに色によって『君を愛する』という意味がある一方『はかない恋』といった失恋をにおわせるような言葉があったりするが、菫にはこうした裏の意味がない。悲しい言葉や怖いイメージが一切ないのだ。あるのは『愛・純潔・愛情・小さな幸せ』といった喜びの言葉ばかりだ。その為、菫は有名な喜劇作品では惚れ薬としても使われている。

　そして慎吾がプレゼントとして持ってきたこの菫の香りのオイルにも、媚薬の効能があった。習慣性もなく危険なものではないが、効き目は抜群だと慎吾に聞いたことがある。

　瑤子がいつも以上に乱れ、いつも以上に積極的なのはこのオイルのお陰だ。

　だが、まだ足りない。

　もっと乱れさせたい。自らの手で、愛する人を快楽に溺れさせたい。その心も体も愛し、手に入れる。それは今まで悠斗が望んでいた幸せな妄想で、今は甘さを伴った現実だ。

　悠斗は一旦ベッドから降りると、棚からオイルを取って直接瑤子の肌に振りかけた。とろりとした液体が肌の上を滑り落ちる。冷たさに瑤子が甘い声を上げる。肌を刺激するすべてが快楽となっていた。

　鎖骨、胸、へそ、股間、太ももと体の中心に振りかけて塗り広げた。

　紙の下着はすぐに肌に張り付き、その凹凸を浮かび上がらせる。硬く立ち上がった胸の先端、黒い茂みまではっきりと見えた。

　下着越しにでもわかるそれらが、悠斗の興奮を煽る。

　瑤子の頭側へと移動し、肩から鎖骨をゆっくりと両手で撫でた。そのまま胸の真ん中を通ってアンダーバストを撫でて脇から肩へと戻る。肌にオイルを刷り込むように、ゆっくりと何度も繰り返す。

　瑤子の肌が温みを帯び始める。と同時に呼吸も乱れた。

　それを確認して悠斗の手つきが変わる。

　胸の周りを撫でていた手のひらが、徐々に胸の中心部へと近づいていく。焦らすようなゆっくりした動き。邪魔な紙の下着をずらし、胸を重みを確かめるように左右から持ち上げる。両側から中心へ寄せるようにして揉みあげた。

「やっ……ん」

　ピクリと肩が震えた。その肩を撫でるように手のひらを這わせる。

　指が中心をかすめるとびくりと体が震えた。敏感な先端を人差し指が撫でる。次いで中指薬指小指と続く。先端を指がかすめるたびに体が跳ねた。

　弦楽器をつま弾くように先端をくすぐったり、人差し指で捏ねたりと、愛撫を単調にしないようにして攻める。

　胸を欲望のままに強く揉んでも、オイルが緩衝材となって痛みはない。ただ快楽だけが体に刻まれていく。

「やっ……ぅあっ、あ……ああぁ」

　息を弾ませ、瑤子が声を上げる。

　悠斗は胸の先端に顔を寄せた。ちゅっと先端にキスをする。舌を這わせ、唇できつく吸った。

「やぁああああっ!!」

　背中を反らせて快楽の声が響く。そのまま悠斗は胸を愛撫し続けた。

「っ!!」

　お腹のあたりにねっとりとした熱さを感じて見下ろせば、瑤子が舌を伸ばして悠斗の腹を舐めていた。くすぐったさはあるものの、快感には程遠い。もともと男女では感じるポイントは全く違うし、男性の方が鈍い傾向にある。

　悠斗はさらに瑤子の感じるポイントを攻めた。

　不感症だったというのが嘘のように、瑤子は感じてる。肌のどこを触っても喘ぎ声をあげ、太ももをこすり合わせて快感に耐えている。

　胸を愛撫しながら、細い腰から骨盤へと手のひらを這わせた。足の付け根を擦り、下腹からへそを通って胸へ至る。そうしてまた胸全体を手のひらで揉みこむ。柔らかな胸は悠斗が揉むたびに形を変えた。

　気持ちよさげな声に荒い呼吸音が混じる。

　胸から鎖骨をなめとって、そのまま口づけた。舌に付いたオイルを瑤子の口の中へ運ぶ。オイル自身には味はないが、甘い香りに誘われるように舌を絡み付けてきて吸い取り飲み下した。

　オイルは毛穴からも体に吸収されるが、こうして直接取り込んだ方が効果は抜群に上がる。もちろん狙ってやってることだ。

　瑤子をもっと乱したい。感じて、淫らに喘いで、悠斗の与える快楽以外考えられないように攻めたてたい。何もかも忘れて、意識すらも失うほどの激しい快楽を与えたい。

　悠斗は瑤子の足もとに回り込むと、足の指先からマッサージを始める。足の指の間は性感帯でもある。指を擦りつければ、くすぐったいのか足を引っ込めようとする。そうはさせじと悠斗は足の指の間をさらに擦って快感を与えた。

「ひ、やだ……悠斗。あっ……ああぁぁ……」

　マッサージでは重要な足首やくるぶし、脛を軽く撫でるだけに留め、ふっくらとした太ももに手のひらを当てた。外側から内側へと胸を揉むように撫でさする。うち腿に手のひらを這わせると瑤子の腰が跳ねた。

　皮膚が薄く、秘所にも近いために感じやすいそこを、ゆっくりと時間をかけて愛撫する。指先を立ててくすぐり、手のひら全体でじっくりと触れる。

　オイルに汗が混じって流れると、悠斗は即座にオイルを追加する。瑤子の肌は常にしっとりとしていて艶めいている。それが美しく、また悠斗の欲情を煽った。

「足、開いて」

　力をほんのわずかに加えるだけで、簡単に開かせることは出来る。けれど悠斗はそれを瑤子自身にさせた。自ら足を開いて、悠斗の目の前に秘所をさらせと命じた。

　膝が揺れ、悠斗の前で両膝が左右に開いていく。紙のショーツはオイルで既に用をなしていない。和毛の一本一本、秘所の割れ目に至るまではっきりと見て取れた。

　思わずつばを飲み込む。

　何度も見ている場所だ。指を入れ舌で愛撫し、自身を埋め込んだ場所。けれど、見飽きるということは永遠にない。好きな人のそれならばなおさらだ。

　膝を立て両サイドに限界まで開かれた両足。透け感のある紙のショーツ。張り出した骨盤、くびれた腰、豊かな胸、細い鎖骨。赤い唇はわずかに開いていて、頬は桜色に染まり、黒い瞳はぼんやりとしながらも悠斗を見ている。そのすべてがオイルにまみれて艶めいていた。媚薬が効果を発揮してるのか、悠斗が触らなくても瑤子は体を快感に震わせている。

「……綺麗だ」

　ため息と共に感嘆の声が漏れた。じっと見ていると、瑤子が悠斗の瞳を見つめながら唇を動かした。

　『きて』と唇が形作る。声は聞こえないのに、感情に直接訴えかけてくる。

　思わず覆いかぶさって犯しそうになる自分をどうにか押しとどめる。

　早く入れて気持ち良くなりたい。けれど、瑤子はまだ乱れていない。もっともっと我を忘れるほど乱したと願ったのは悠斗だ。

「まだ、駄目」

　悠斗は余裕の笑みを貼りつけた。

　仕事柄、笑顔を顔に張り付けるのは得意だ。どんなに疲れていても笑みだけは絶やさないようにしてる。

　焦っている姿など見られたくない。もうすでに見られてしまってるが、瑤子の前でこれ以上失態を繰り返したくはなかった。

　ストーカー気質のへたれ男を隠しているのは、ゆったりとした態度と余裕のある笑みだ。

「もっと、気持ちよくなって」

　悠斗は秘所に手を伸ばした。秘裂を下から上へと指先で撫で上げる。

「あぁっ」

　ただそれだけの行為に瑤子の体が跳ねた。

　上から下へ、下から上へと指先だけでくすぐる。秘裂とその上にある小さな豆に指が当たっているのだろう。瑤子は嬌声を上げて首を激しく振った。

　その小さな粒を人差し指で突く。

「あ……んっああああぁぁぁっ!!」

　痙攣するほど体を震えさせ、瑤子が嬌声を上げて絶頂を迎える。

　悠斗は瑤子の体から紙の下着を取り外した。生まれたままの姿。それをじっくりと見下ろす。オイルに塗れているのに、肌が艶めいて神々しく見えた。

「はあぁぁ……や……あっ、ああぁ」

　空調の風が瑤子の肌の上を吹き抜ける。そんなかすかなことにすら反応して瑤子が甘い声を上げた。

　媚薬が本格的に効果を発揮している。

　舌なめずりをして悠斗は瑤子の秘所に再度手を伸ばした。足を限界まで開かせたまま、蜜を滴らせる泉へと中指を差し込む。

「ああああぁぁ!!」

　それだけで瑤子がまた達した。

　悠斗は奥まで差し込んだ指を素早く引き抜き、今度は中指と人差し指を入れた。瑤子がまた嬌声を上げて達する。そうして指を引き抜き、今度は中指に人差し指を絡ませて中へと差し込んだ。続いて三本指を入れて抜く。

　素早く抜き差しを繰り返す。指を絡ませたり本数を変えることによって、壁に当たる刺激は差し込むたびに変化する。慣れさせない刺激に瑤子が身悶え、何度も絶頂した。

　蜜を溢れさせて達し、達してもやまない刺激に瑤子の呼吸がさらに乱れる。

　悠斗が手を止めたのは、瑤子が息も絶え絶えになるころだった。何度達したのかわからない。体はぐったりとしていて、なのに悠斗を誘うように時折肩や足がピクリと動く。

　容器の中に残っているオイルを直接股間へと振りかける。トロリとした液体が肌の上を滑り落ちていく。そのオイルをたっぷりと右手に塗り付け、肌に塗り広げた。

「もっと、気持ちよくなって。もっと感じさせてあげるから」

　指にオイルを塗りたくり、秘裂に指を差し込んで素早く中をかき回す。上下左右の壁を擦り付け、抜き差しを繰り返した。

「あうっ！　あああっ……やっやあっ、駄目ぇ……っ!!」

　瑤子の体が一瞬硬直し、そしてプシュッと噴水のように蜜が少量噴き出した。それをまともに顔に受けて悠斗は驚き、同時にニヤリと笑う。

「潮吹くくらい、気持ちいいんだね」

　顔についた潮を舐めとる。無味無臭だが、悠斗にとっては花の蜜よりも甘く、媚薬以上に危険なものだった。

　悠斗よりも小さいのに気丈にふるまう姿。なのに本当は寂しがり屋で小さなことで傷つく女性。そばにいて守ってやりたいと思う。けれど同時に激しく攻めて淫らに乱し、ぐちゃぐちゃになるまで犯したくもなる。

　悠斗は目の前にある秘裂を指で広げた。あらわになった小さな粒。左の人差し指でその皮を剥き、充血して赤くなったそれを右の人差し指で円を描くようにこね回す。

「あっ……ああっやっ、イっちゃうっ！」

　指と舌で交互に愛撫すれば、瑤子は背中を弓なりに反らして快感に耐えていた。オイルは膣からも体内に吸収される。蜜とオイルでぐちゃぐちゃになりながら、何度達してもやまない攻めに瑤子は痙攣するように体を震わせた。

「あ……んっ、や、あっ……も、駄目っ！」

　何度目かわからない絶頂に、悠斗はようやく瑤子の秘裂から舌を抜いた。離れる間際に花芽に舌を這わせると、また腰が跳ねる。

　蜜と潮で濡れそぼった唇を手の甲で拭う。そこについた液体を舐めとって、悠斗はまたにやりと笑った。

　瑤子のぼんやりとした瞳。潤んでいるのに、そこにはしっかりと色欲が見える。

「どうしたい？　どうしてほしい？」

　先ほど瑤子が訪ねたように聞いてみた。

「入れて」

　その時になって悠斗は手元にゴムがないことに気付いた。部屋に取りに行くことを告げた悠斗の手を瑤子が掴んだ。

「そのままでいい」

「でも……」

「結婚してくれるんでしょ？　このままお願い。もう、我慢できない」

　瑤子は足を開き、手で秘所を広げて見せた。

「入れて……」

　蜜とオイルでぬらぬらと光る秘裂。その奥のピンクのひだまでが見えた。喉が鳴り、悠斗ははだけた部屋着を脱ぎ捨て、中途半端に履いていたズボンと下着を一緒に下す。

　いきり立った剛直を手で扱きその硬さを確かめる。かつてないほどの硬度と大きさ。先端から溢れた先走りは、剛直全体を濡らすほど溢れ出していた。

　瑤子が欲しくて欲しくて仕方がないと、心と体が言っている。

　悠斗はベッドに上がった。シングルよりも幅が広く、しっかりとしたつくりのベッドは二人が乗っても軋みもせずに支えてくれる。

　瑤子の足を持ち上げ、秘所に剛直の先端を押し当てる。

「瑤子、好きだ。結婚しよう」

　言葉と同時に、奥まで一気に突き刺した。

「ああああぁぁっ!!」

　貫くと同時に絶頂し、瑤子は喉を反らせた。その喉にキスを落とす。歯を当て、肌にまとわりつくオイルと汗を舐める。甘く酸っぱい味が口内に広がった。

　蜜でぐっしょりと濡れた中は、溶けてしまいそうになるほど熱く悠斗を包み込む。その快感にしばらく浸ってから、ゆっくりと腰を動かし始めた。

　媚薬によって熱は限界まで上がっていた。わずかに動かすだけで瑤子は絶頂する。空調の風、ベッドのを覆うタオルの生地、悠斗の動き。そのすべてが快感となって瑤子を襲っていた。

　それでも容赦なく悠斗は入り口をくすぐり奥を突き、挿入角度や突く速さを変えて攻め立てる。あまりの快感に瑤子の目尻から涙が溢れ、開いた口の端からよだれが溢れた。

　そんな淫らな姿さえ美しいと思った。そして、もっと魅せてほしいと心から思う。

　甲高い声を上げて瑤子が敷き詰めたタオルをきつく握りしめ、背を反らせる。達した秘所から蜜が溢れた。

　上から縫い留め、下から突きあげ、後ろから串刺しにする。そうして体位を変え、二人で快楽を求め続けた。

「ああ……好きだ。瑤子、好きだ。愛してる……」

　うわ言のように繰り返す言葉に、瑤子は返事もせずただ快楽を享受していた。もうどのくらいそうして二人で睦みあっているのか、時間の感覚も失われていた。

「くっ……あぁ、出る……っ」

　何度目かわからない射精。出しても出しても尽きることのない性欲。媚薬に溺れていたのは瑤子だけではなかったようだ。口に含んだ悠斗もまたその効果に我を忘れていたようだ。

　中に欲望を解き放ち、悠斗は息をついて見下ろした。瑤子はぐったりと四肢を伸ばして気絶しており、やりすぎたと思った時には遅かった。

　それでもその充足感は何物にも代えがたく、独占欲や支配欲が満たされていた。

　剛直を抜くと、中から白濁と蜜が混じり合った体液が流れ出る。そんな様すら綺麗だと思える。

「瑤子……」

　冷静さを取り戻した声で悠斗は語りかける。

「……結婚しよう」

　悠斗は再度自らの望みを口にする。

　結婚を前提に付き合う。そんなことは本当はどうでもいい。今すぐにでも結婚して、一緒に暮らしたい。

　帰ったら家に瑤子がいる。それを想像するだけで甘く焼けつくような思いが胸に広がっていく。

　悠斗は瑤子の誕生日にプロポーズすると決めていた。口走ってしまったが裸でオイルまみれのまま口にするべき言葉ではなかった。花と指輪を用意して、ムードのある場所でプロポーズと決めていたのに。

　若干凹んだ悠斗は、そこでようやくさきほどの返事を瑤子からもらっていないことに気付いた。間違いなくＯＫだとは思う。瑤子の態度からそれはわかった。しかしちゃんと返事を聞きたい。

　もう一度ちゃんとした場所で、きちんとプロポーズしよう。瑤子の生まれた記念の日に、カーネーションを送って愛を乞うのだ。悠斗はひそかにそう決めていた。

「愛してる、瑤子。」

　もう一度囁いて、悠斗は瑤子の頬へ口づけた。






エピローグ








　東京の街は夜になっても眠らない。特にイベントごとがあるとネオンが煌めき、街は一層明るくなって眩しいほどだ。

　駅前にある悠斗のマンション上階から見下ろす町は、キラキラと輝いて見えた。窓を開ければ、冬の冷たい空気と一緒にクリスマスソングが遠くから聞こえてくる。

　その冷たい空気を吸い込むと、肺が冷たい空気で満たされる。

「瑤子」

　名前を呼ばれて振り返ると、どこか緊張した様子の悠斗が立っていた。

「なぁに？」

　そう聞き返した瑤子の目の前に、花束が差し出される。

　青と薄い紫、赤やピンクと色とりどりのカーネーション。カスミソウも添えられていて、まるでブーケのようだ。

「カーネーションの花言葉、知ってる？」

「え？　ううん。知らない」

「紫は気品、ピンクは感謝、赤は愛。それと、この青いカーネーションはムーンダストっていって、自然界にはない色なんだ。花言葉は永遠の幸福」

　花束を受け取り、見下ろした。色とりどりのカーネーション。鼻を近づけると、かすかに甘い香りがする。

　花を愛でていた瑤子の目の前に、小さな小箱が差し出される。瑤子は目を見開き、そして悠斗を仰ぎ見た。

「永遠に幸せにすると誓う。だから、俺と結婚してください」

「……………………え？　あれ？　今？　どうして……」

　瑤子は目を瞬かせた。それを見た悠斗が焦る。

　二人して混乱し、互いに落ち着くために深呼吸を繰り返した。

「えっと……プロポーズ、確か前もしてくれたよね？」

「いや、あれは無効というか、あんな場所であんな格好でするべきものじゃなかったって思ってさ。それに返事も貰ってないし」

　あたふたする悠斗に瑤子はようやく納得した。

　プロポーズの場所はマッサージ店の部屋で二人共オイルまみれの姿だったが、確かに悠斗からそう告げられたのを覚えている。

　しかし、それ以降悠斗からのアクションが何もなかった。両親への挨拶や婚約指輪の話も。だからといってこちらから尋ねるわけにもいかず、悶々とした日々を送っていたのだ。

　瑤子としてはＯＫしたと思い込んでいたが、考えてみれば返事をした覚えがない。

「グダグダになっちゃったけど、改めて……俺と結婚してください」

「ふふっ。はい、もちろん。よろしくお願いします」

　三回目のプロポーズは新鮮味に欠けるが、特別な言葉を三回も聞けたのだと思えば嬉しい。

「せっかく瑤子の誕生日に合わせて、格好良くプロポーズしようと思ったのに、失敗したなぁ」

　言葉に瑤子は目を瞬かせた。

「私の誕生日、先月だよ」

「………………え？」

　目を丸める悠斗に瑤子も驚く。そして二人同時に噴き出した。

「俺、瑤子の前ではいつも格好がつかないよな」

　一通り笑ってから悠斗はそう言って瑤子をソファに導いた。二人並んで座り、センターテーブルに花束と指輪の箱を置く。

「どんな悠斗でも、私は好きだよ。悠斗がもっとヘタレたら、私がもっと強くなるから」

「二人で一つ、か。じゃあ、俺が強くなったら、瑤子は俺にもっと甘えてくれる？」

「ん～、それはまた別の話で」

　顔を見合わせクスクス笑う。

　こんな何でもない会話が嬉しくて幸せだ。

「花言葉といえば、アムルーズに飾ってた花って、全部意味があるの？」

「もちろん、あるよ」

　頷く悠斗に、瑤子は鞄からスマホを取り出してアルバムを開いた。そこには今まで撮り溜めていたアムルーズの花が映っている。

　赤いアンスリウムは情熱。コスモスは愛情。向日葵は愛慕。マッサージ室にあるサボテンは枯れない愛。

　一つ一つ説明されて、瑤子は心が温かくなった。全部を写真に撮っておいてよかったと思う。

「実はアムルーズって店の名前にも、意味があるんだ」

「そうなの？」

「フランス語で『恋人』って意味。アムルーズは、瑤子への思いを詰め込んだ店なんだ」

　すべてに意味があり、すべてが瑤子に向けられた悠斗からのメッセージ。

「ずっと好きだった。これからもずっと一緒に、幸せになろう」

「うん。私も好き。ずっと、一緒にいようね」

　二人は誓うように唇を合わせる。

　指輪とコスモスが、それを静かに見ていた。







あとがき








　こんにちは、久く遠おん縄なわ斗とです。

　このたび、『溺れるほど甘い指先　～仕事終わりは再会した彼と淫らで極上な夜を～』を選んでくださり、また最後まで読んでいただき、本当にありがとうございます。

　

　初めて私の作品をお手に取っていただいた方はもちろん、そうでない方にも楽しんでいただけるように、今回初めて山場を作ってみました。物語の中の登場人物は、すべて私の子供のようなものです。その可愛い子供たちが落ち込んでいる姿を見るのが辛くて、可愛そうになってきて、いつも山場を作ることができないんですが、今回は頑張りました。皆様にはどのように映ったでしょうか。

　

　さて、今作はマッサージという身近にあるものを題材としました。ＴＬ小説のヒーローは格好良くて経済力もある社長や御曹司系が多いんですが、あえて普通のどこにでもいそうなヒーローにしてみました。気持ちの良さを与えてくれるマッサージ師の技は本気になると凄いんだろうな、なんて軽い気持ちで書き始めたんです。

　

　話は変わりますが、私は物凄いくすぐったがりで、実はマッサージされるのが苦手なんです。しかし、自分自身が経験のないものは書けないんじゃないかと、生れて初めてアロママッサージに挑戦しました。が、やはりくすぐったくて、背中と腰は駄目でした。まったく触れてもらうこともできずに降参してしまいました。気持ちよくて寝てしまうほどだと聞いていましたが、マッサージ師さんの手がいつ背中に来るかと身構えてしまって、逆に疲れました（笑）

　

　極上のマッサージ師によるエッチ、皆様にはどんなふうに届いたでしょうか。マッサージされるのは気持ちよさそうだな、と思ってもらえれば嬉しいです。

　

　最後に、この物語を書くにあたりいつもたくさんのアイデアをくださる担当様、逞しいヒーローと麗しいヒロインを描いてくださった羽は柴しばみず様、そして今こちらを読んでくださっている皆様に、心から感謝いたします。

　また、いつかどこかで。





久遠縄斗
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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